
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○坂さか柳やなぎ有あり栖すの独白









　ガラス越しに見たあの日の光景を、私は昨日のことのように覚えています。




　お父様に連れられて訪れた山奥の施設の外観は、真っ白に染め上げられていました。

　いいえ、外観だけではありません。

　廊下も、通された小部屋も、その全てが白一色で塗り固められていたのを覚えています。

　透き通ったガラスに両手を当て、私は食い入るように室内を見ていました。

　向こう側からはマジックミラーになっていて、こちらは見えないようです。

「どうしたんだい有栖。君がそんなに興味を持つなんて珍しいね」

「人工的に天才を作るという実験。興味が湧わかないはずありません」

「……相変わらず子供らしくない発言だね」

　そう言って、私を抱き上げたままのお父様は少し戸惑ったように笑いました。お父様が言うには、どんな人間もこの施設のカリキュラムを受けることで、例外なく優秀に育つよう教育されるらしいです。その点に疑問を抱かずにはいられません。

「ただ、この実験には色々と問題点も多いのでは？」

「というと？」

「人道的な面でも、各方面から叩たたかれそうですし」

「は、はは……」

「何より人工的に天才を作り出すなんて、私には出来ると思えないんです」

　人は生まれた瞬間、生を受けた瞬間にそのポテンシャルは決まっている。

　偶然の産物。それが様々な分野でたまたま発揮されていく。

　それがこの人間界の仕組み。

　刻まれたＤＮＡ以上のことは出来ない。

　先祖代々受け継がれてきた血か、あるいは突然変異による覚かく醒せい。

　つまり、もし天才を生み出したいのであればＤＮＡの段階で処置するしかない。

　凡人として産まれ落ちた者は、どこまで行っても凡人の域を出られない。

　どれだけ環境に恵まれようとも、学習者が優秀でなければ、天才にはなれない。

　それが私の幼い頃からの見解。

　幼少ながらに数多あまたの英才教育を施ほどこされた同級生を見てきた側としての結論。

　だからこの実験は、私の考えに真っ向から立ち向かったモノなのだ。

　とは言え……ＤＮＡの問題はそう単純ではありません。

「この施設で頭角を現す存在が出てきたとしても、果たしてそれは実験の賜たま物ものと言えるのでしょうか？」

「どうしてそう思うんだい？」

「結局、頭角を現した子供は優秀なＤＮＡを持っていたに過ぎないと思うからです」

「なるほど。確かに子供たちの受けているカリキュラムはとても厳しい。それを勝ち残った子供は元々が優秀だった、という可能性はあるね。君は本当に、彼女に似て聡そう明めいだ。そして、その性格もね」

「嬉うれしいです。私にとって、お母様に例えられること。それは最高の褒め言葉です」

　素直に、お父様からの言葉を受け取った私は、改めて実験体の子たちを見つめます。

　才能がある子供も、才能がない子供も、皆等しくこの中で教育を受ける。

　そして脱落した者から順に消えていくシステム。

「結局、カリキュラムを生き残る子供がいても、親の才能に恵まれているだけです」

　興味はあれど、無意味な実験になる。そう思えて仕方ありませんでした。

「さあ。そうかも知れないし、そうじゃないかも知れない。僕にも分からないよ。でも、ここにいる子供たちが未来を背負う運命にある、そんな可能性は捨てきれない」

　子供の私には、お父様のお知り合いが成し遂げようとしていることの全ては理解できませんでした。視線をガラスの向こうへと戻します。

「───あの子、先ほどから全ての課題に対し、冷静かつ難なくこなしていますね」

　課題をクリアするという意味では、視界に映る子供たちは今、全員クリアしている。

　けれど、全員が課題に必死に食らいついているという様よう相そう。

　それも当然のこと。

　勉強にしてもスポーツにしても、この場所での競い合いは子供のレベルを超えている。

　そんな中にあって、唯一異彩を放つ存在。

　今行われているチェスでも、対戦相手を次々と圧倒している少年がいました。

　ガラス越しに見た子供たちの中で、唯一、視線と心を奪われた存在。

　その子を見て、お父様はどこか嬉うれしそうに、どこか寂しそうに頷うなずいてみせました。

「ああ、彼は先生のご子息だね。確か名前は……綾あやの小路こうじ……清きよ隆たかくん、だったか」

　先生とは、この施設を運営しているお父様のお知り合いのことだ。

　いつも頭が上がらないようで、お父様は下手に出ていたのを覚えています。

「先生の子なら、やはりＤＮＡが優秀なのでしょうか」

「どうかな。少なくとも、先生は立派な大学を出たわけでも、ずば抜けて運動神経が良いわけでもないよ。奥さんも本当に普通の人さ。どちらかの祖父母が秀でた才能を持たれていたわけでもない。ただ、先生は誰よりも野心が強くて、諦あきらめない不屈の闘志だけは持っていた。だから、とても偉くなったんだよ。一時は国を動かそうとするほどにね」

「なら───この実験の被験者としては最適ということでしょうか？」

　そんな私の質問に対して、お父様が複雑そうに頷きました。

「そうだね……あの人にとっては、理想の子供だろうね。だけど……僕からしてみれば、あの子が可哀かわい想そうに思えて仕方がないんだ」

「どうしてです？」

「彼は生まれた瞬間からこの施設の中で過ごしている。彼にとって初めて見たものは母親でも父親でもなく、この施設の白い天井だったんだからね。早い段階で脱落していれば、先生とも暮らせただろうに。いや、こうして残り続けているからこそ、先生の寵ちよう愛あいを受けられ続けているのかも……。そうだとしたら、それはとても……」

　つまり彼に両親からの愛情は与えられていない。

　なんて孤独で、寂しい人生でしょうか。

　才能を抜きにして、人肌に触れることで得られるものも、沢山あるというのに。

　私は大好きなお父様を力強く抱きしめました。

　それに応えるように、お父様もまた私を抱きしめてくれます。

「施設の最終目的は教育した子供全員を天才として育てあげることにある。でも、今はまだ実験段階だ。それは50年先１００年先を見み据すえた戦い。ここにいる子たちは、自分が大人になった時に才能を発揮するためじゃなく、未来の子供たちのため生きる存在。生き残りも脱落者も、全てはそのサンプリングに過ぎないんだ」

　この施設に幽ゆう閉へいされ、データを抽出され続けるだけの生涯になるとお父様は言いました。

　そう話すお父様の横顔は、見ていて少し辛つらかったです。

「お父様は、この施設がお嫌いなのですか？」

「ん？　……どうだろうね……素直には応援できないかも知れない。もし、本当にここで育った子たちが、誰よりも優秀な子に育ってしまったら。この施設が、当たり前になってしまったら。僕はそれは、不幸の始まりでしかないと思っているんだ」

「ご安心ください。私が、それを打ち砕いてみせます。天才とは教育で決まるものではなく、生まれた瞬間に決まっているものだと、証明してみせます」

　この施設で育った子供たちの何なん人ぴとにも負けることはあってはならない。

　優れたＤＮＡを受け継ぐ私が阻そ止ししなければならないのです。

「そうだね。期待しているよ有あり栖す」




「ところでお父様。私、チェスを覚えてみようと思うんです───」




　目覚めた私は、寝ぼけまなこで上半身を起こしました。

「懐かしい夢を見ましたね……」

　対決が近づいているからでしょうか。

　あの日のことを思い出すなんて。

　あなたと出会ってから今日まで、一日たりとも忘れた日はありませんでした。

　いつか再会し、そして相まみえる日が来る。

　そう確信していました。






○教師たちの戦い









　２月某日。クラス内投票の試験が正式決定する少し前のこと。

　この時期、高度育成高等学校の教員たちは、業務で忙せわしない時間が続く。

　進級、退学、そして卒業に向けた準備。

　付け加えて全学年が行う最後の特別試験もある。

　そういった様々な要因が複雑に絡み合うタイミング。

　どの教師も余裕がなく、仕事に追われる日々。しかし、今年の１年生を受け持つ教師たちの胸中は、他学年の教師よりも複雑なものだった。

「以上が、１年生の最終特別試験の内容、及び最新システム導入に向けたお話となります」

　ある一人の男が、全教員たちを前に本年度最後の特別試験に関する説明を終える。

　２年生３年生と、恒例のものと変わらない説明だったが、１年生だけは異なった。

「何か質問のある先生がいらっしゃいましたら、どうぞ」

　ピリついた空気の中、耳を傾けていた教師たちを見回す男。

　音のない時間が数秒間続いた。

「少しよろしいでしょうか、月つき城しろ理事長代行」

　静せい寂じやくに包まれた職員室。

　それを打ち破るように、１年Ａクラスを受け持つ真ま嶋しまが挙手をした。

　同期である茶ちや柱ばしら、星ほし之の宮みや共に真嶋に対して視線を送る。

　月つき城しろ理事長代行と呼ばれた男は、既に１年生の担任教師が幾いくつもの疑問点を抱えていることに気づいている。というよりも、疑問を抱かないようでは話にならないと思っていた。

　人間としての値踏み。

　単なる社会人として、大人として、給与を貰もらうためだけに働いている教師であるか否か。

「なんでしょう？　１年Ａクラス担任、真嶋先生」

　質問が飛んでくることを見越していた月城が、優しく微笑ほほえみを向ける。

「２年生や３年生の特別試験は例年通りの基準である中、１年生が行う試験の基準は毎年の平均を大きく超えています。クラス内投票……この試験は退学のリスクを強く含んでいますよね」

　１年生を受け持つ教師として、そして未来ある子供たちのため、真嶋は理事長代行の肩書に臆おくすることなく、月城に物申す。更に厳しくこうも続けた。

「失礼を承知で申し上げますが、月城理事長代行はこの学校に着任されて間もない。これまでの経緯を見られた上で判断したことだとは思われますが、１年生から未いまだに退学者が出ていないからと、強制的に退学者を出すような真ま似ねをするのはどうかと思います」

　真嶋からの質問……抗議を受け月城はどこか嬉うれしそうに白い歯をこぼす。

「退学のリスクを強く含んでいる、ですか。生徒たちが退学になる恐れがあるのは、これまでの特別試験でも同様だったのでは？　この学校は赤点を一度取るだけでも退学が決まるルールですよね？　普通の高校でここまで厳しい制度はそうありませんよ」

「理不尽さを指摘しているんです。確かに一定の成績を収められない生徒は退学になる。その仕組みが易やさしいものだというつもりはありません。現に例年、多数の退学者を出しているのも事実です」

　この学校では毎年、基準となる範囲内で様々な特別試験を行っている。

　その中で、今年の１年生は退学者を出さずに１年間を乗り切ろうとしていた。それが単に他学年との実力の違いであるかは不明だが、少なからず退学者を出さずに来られた理由はあるはず。そしてそれを生かし翌年以降に繋つなげていくことが大切だと真嶋は考えていた。

　だが月城の考えは真嶋とは異なる。

「退学者を多数出しているのであれば、同じではありませんか」

「いいえ。明らかにこれまでの方針とは異なるものです。強制的に退学者が出る仕組みを作ることに、私は賛同しかねます」

　他の教師が黙っている中、真嶋だけは執しつ拗ように食い下がった。

「それに、今回学年末に行われる最後の特別試験で、唐突な新システムの導入を決定された。これも今までにはなかったことです。この理由が一切説明されていません」

　真嶋の抵抗が虚むなしいものであることは、教師たちには最初から分かっていることだ。

　この決定を覆くつがえすことは不可能であり、変えることの出来ないもの。

「どうやら真ま嶋しま先生は、少々頭がお堅いようですね。これまでのやり方が正しかったのではなく、これまでが間違いだったとの可能性は考えないのですか？」

　職員室では、月つき城しろと真嶋の応おう酬しゆうが繰り返される。だが真嶋の劣勢は火を見るよりも明らかだ。一介の教師に、どうこう出来る相手ではない。

「若い子は、大人が思っている以上に吸収力が高い。その点を考慮し、２年生や３年生の適用を見送って、１年生だけに新たな試験の適用を絞ったんです。１年生の彼らなら、まだこの学校の色に染まりきっていませんからね。新たな取り組みが成功すれば、来年度の１年生に対しても、その仕組みを試しやすくなりますし」

「今年の１年生は退学者を出さずに来ています。このような形で幕引きさせるのですか」

「目先の記録になど何の意味もありません。未来志向ですよ、未来志向」

　月城の反撃、演説は続く。

「この学校は政府からの期待を多く受け、実験的試みが行われている新設校。まだまだ歴史は浅い。だからこそ、様々なことを試していくべきだと私は思います」

「未来志向は結構なことです。しかし、それは今の１年生を実験台にするということとも取れます。受け持つクラスの担任として容認しかねることです」

　真っ向から月城に挑み続ける真嶋。何とかして、特別試験の軌道修正を試みたい。

　だが、既にクラス内投票の実施という確定事項を動かすことは不可能だろう。

「……真嶋先生、その辺で」

　それが分かっているからこそ、ある程度話し終えたところで茶ちや柱ばしらが制止に入る。

　真嶋も吐き出しかけた言葉を一度飲み込んだ。

　しかし、それを再び促そうと動いたのは他でもない月城。

「構いませんよ。言いたいことがあれば、どんどんと言っていただきたい。事実、先生方が危き惧ぐされるお気持ちもよく分かりますから。そうでしょう？　真嶋先生」

「では再考していただく可能性も、あるということでしょうか？」

　真嶋は、月城に特別試験の見直しが行われるのかを問う。

　救いの糸を垂たらしているかのように思えるが、そうではない。

　坂さか柳やなぎ理事長の時とは違い、月城理事長代行は現場の声を一切くみ取ろうとしない。

「再考、ですか。それは難しいですね。私は代行とはいえ理事長の立場にある。この学校での理事長とは、つまり指導方針を決め学校を導く役割を持っているということですが、理事長もまた傀かい儡らい。もっと上の、政府の擁よう立りつした法人に雇われた人間に過ぎないのですから」

　その文言を言われては、ここでの真嶋の抵抗は無意味なものとなる。

　現場の声は二の次。大切なのは、高度育成高等学校の未来だけ。

「その結果、厳しいルールで退学になる生徒が続出しても構わないんですね」

「適合しなかった者は排除される。社会の仕組み───いえ、自然の摂理ですよ。それにこちら側は既に譲じよう歩ほして『プロテクトポイント』の導入を認めたではありませんか。それで納得していただくしかありませんね」

　張り詰めていた空気が、徐々に弛し緩かんし始める。

　長引いた朝のミーティングも、終わりが近い。

「何より現理事長である坂さか柳やなぎ氏は、不正疑惑により謹慎中。もし事実であれば、そのような方の築き上げた教育方針をそのまま受け継ぐことなんて出来ませんしね。もちろん、一日も早く疑惑を晴らし、戻ってきて頂きたいと心より願ってはいますが」

　パン、と一度手を叩たたき、月つき城しろが全教師を見回した。

「そろそろ時間もありませんし、この辺りにしておきましょう。おっと、そうでした。来年度はこの学校でも文化祭を行えないか模も索さくしています。また先生方にご意見を伺うこともあるかと思いますので、その時はよろしくお願いいたします」

「文化祭？　当校では一般開放に関連したものは、原則として見送られるはずですが」

　ここで初めて、２年や３年の担任からも疑問の声が上がる。

「そういった古めかしい部分も問題なんです。この学校がより国から認められる学校になるためには、必要に応じ何度でも変わる必要があると私は考えます。無論、招く人間は厳選する必要がありますが、その点も心配いりません。一般人への開放ではなく、あくまでも政界などこの学校に関して周知している人間に厳選します。こうすることで外部へ余計な情報が洩もれることもありませんし。ともかく、前向きに検討していきたいと思っております」

　以上。と月城理事長代行が話を締しめくくり、教師たちの戦いは終わった。

　何一つ出来ることもなく。





　　　　１






　月城がいなくなった後の職員室。授業が始まる前。

「真ま嶋しま先生、それから星ほし之の宮みや先生。少しお時間よろしいでしょうか」

　茶ちや柱ばしらは２人に声をかけた。かつてこの学校で切せつ磋さ琢たく磨ましたライバルであり、友人。

　付き合いの長い関係ともあって、２人は特に理由を聞くことなく、必要なファイルだけを手に持って茶柱について行く。生徒たちの待つ教室へと続く廊下。

「憂ゆう鬱うつよねー。もうすぐ絶対に退学者が出ちゃう試験の告知をしなきゃならないなんてさ」

　最初に切り出したのは星之宮だった。

　重いため息を吐つきながら、出席簿に視線を落とす。

「誰が消えちゃうのかな……と」

　楽しんでいるわけではなく、星之宮もまたその事実と向き合おうとしていた。

「まだ消えると決まったわけではないだろう。僅わずかながら方法は残されている」

「だって、退学を取り消す手段は２０００万ポイントだけよー？」

　そう言いながらも、当然星之宮もその事実は分かっている。

　現状ではどのクラスも、それだけの大金を保持してはいない。

「救いがあるとすれば、今回のケースではクラスポイントの３００ポイントは払わなくてもいい点だろう。強制退学は過去前例がない話だからな。当然と言えば当然だが」

　通常退学となった生徒の取り消しにはプライベートポイントの２０００万と、クラスポイントの３００ポイントが必要になる。今回はそれが免除されるという話。

　だからと言って、教師も生徒も強制退学を納得できるわけではないだろう。

「どうにも、私は月つき城しろ理事長代行のやり方に、不満を覚えずにはいられない」

「まー、サエちゃんがそう思うのは無理もないかなー。いきなりやってきて、好き勝手滅め茶ちや苦く茶ちややってくれるわよねぇ」

　抱き着くように茶ちや柱ばしらにすり寄る星ほし之の宮みやを、鬱うつ陶とうしそうに払う。

「愚ぐ痴ちをこぼしても何かが変わるわけじゃない。余計なことを言えば、首も飛びかねない」

「それ、私たちに言うー？　真ま嶋しまくんマジで突っかかってたじゃない。すっごく冷や冷やしたんだから。ああいうとこで余計なこと言っちゃダメだって」

「チエの言う通りだ。向こうは教師が首になることなど気にも留めない。代わりは幾いくらでもいると分かっているからな。むしろ、好都合と捉えるだろう」

「反抗する真嶋くんのような教師を飛ばして、自分に都合の良い教師を採用する狙いかも」

　職員室での月城の演説は、反抗的な教師の炙あぶり出だしだと２人は考えていた。

　真嶋もその考えが間違っているとは指摘しない。

「サエちゃんも、せっかく念願のＣクラスに上がったんだし、無む茶ちやしないようにねー？」

「ウチがクラスを上にあげたというのに、随ずい分ぶんと余裕だな」

「やだ、もしかしてサエちゃん、Ａクラスに上がれるかも、なんて幻想抱いてる？」

　覗のぞき込こんでくる大きな瞳に見つめられ、茶柱は視線を逸そらす。

　普段抜けた発言の多い星之宮だが、その行動の多くは打算の上に成立している。

　そのことを付き合いの長い茶柱は重々承知していた。

「……いいや。私もそこまで愚おろかじゃない」

「そうよねー。もしＡクラスを目指すなんて言い出したら……私ひっくり返っちゃう」

　両手を挙げてわざとらしく驚いてみせる。

　女同士の他た愛あいもない会話だが、真嶋には穏やかに見ることは出来なかった。

　サバンナで向き合う肉食動物。やるかやられるかの戦い。

「お前たち、まだあの事で揉もめてるのか？　何年経たったと───」

「真嶋くん。時間なんて関係ないんだから」

「そうだ。全く関係がない」

　仲ちゆう裁さいに入ろうとした真嶋が、２人に睨にらまれ退場を余よ儀ぎなくされる。

　月城に果か敢かんに立ち向かった真嶋だが、時に頭の上がらない相手もいる。

「……そうか。なんにせよ俺が口を挟むことじゃないが、私情を持ち込むなよ？」

「そんなことはしない。そうだろう？　チエ」

「もちろんじゃなーい。ね、サエちゃん？」

　お互いに腹の中で探り合いをしながらも、表面上は何事もないように取り繕う。

「ともかく私が言いたかったのは、不用意な行動は慎つつしんでくれということだ」

　茶ちや柱ばしらは話を早々に切り上げ、Ｃクラスへと向かっていった。

　それを見送った２人。

「本当に私情を挟んでいないんだろうな？」

　明らかに機嫌の悪くなった茶柱の背中を見ながら、真ま嶋しまが聞く。

「一緒にしないでよ真嶋くん。私にとっては何も未練なんて残ってないんだから。でも、あの子は、ずーっとあの時から変わってない。いつまでも学生のまま。だから、あんなくだらない初恋を大切に胸の底にしまってる」

「……怖い顔をしてるな」

「え？　嘘うそ、やだ、私そんな顔してた？」

　パッと折り畳みの鏡を取り出し、ニッコリと笑う自分を作り出す星ほし之の宮みや。

「よし、今日も私はバッチリ可愛かわいい。そう思うでしょ？」

「知らん」

「ひどっ。まぁいいけど」

　鏡を仕し舞まう星之宮に、真嶋がアドバイスを送る。

「足元をすくわれないようにしろよ。今年のＤクラス、いやＣクラスは例年とは違う」

　まだクラスポイントの開きはあるが、今後の特別試験は教師たちにも行く末が見えない。

「そうかもね。でも大丈夫、こっちには一いち之の瀬せさんがいるし。それに───」

「それに？」

「もし上がって来るようなら、私が直接叩たたき潰つぶしちゃうから」

「教師が生徒の競い合いに口を出すなよ？」

「そんなことしないって。ただ、サエちゃんには容よう赦しやしないってだけ」

　教師同士で争うことにまで口を出されたくないと星之宮が言う。

「本気のようだな」

「サエちゃんにだけは、負けられないからねー」

　それが学生時代から続く２人の関係。

　親友であり、ライバル。






○１年最後の戦い









　３月８日。

　今Ｃクラスでは、担任である茶ちや柱ばしらが１年度最後の特別試験を開始しようとしていた。

　Ｃクラスに用意された椅子と机は、それぞれ39。

　つい先日までは当たり前のように40あったモノが、今では１つ欠けてしまっている。

　山やま内うち春はる樹きの退学。

　Ｃクラスだけじゃない。Ｄクラスからは真ま鍋なべ、Ａクラスからは弥や彦ひこが退学した。

　この出来事が１年生全体に大きな衝撃を与えたものになったのは間違いない。

　心のどこかにあったであろう『救済措そ置ちがあるのでは』という思いの粉ふん砕さい。

　その驚きや傷心が癒いえないまま、日々は止まることなく進み続けている。

　ホームルームの開始を告げる鐘の音と共に、担任の茶柱が姿を見せた。

　余計な雑談などありはしない。

 「───では、これより１年度の最終試験の発表を行う」

　茶柱は１年最後の特別試験、その説明を始めた。

　分かってはいたことだが、山内に関する言葉は何一つ聞こえてこない。

　一番の友人だった池いけや須す藤どうは、その現実を受け入れようとするので精一杯だろう。

「１年間を締しめくくる最後の特別試験は、これまで学んできた集大成を見せてもらうことになる。知力、体力、連携、あるいは運。ともかくおまえたちの持つ様々なポテンシャルを発揮する必要があるだろう」

　普段なら、即座に池辺りが茶柱に質問や疑問をぶつけたりする。

　だが、その池は静かに話を聞き入っていた。

　次の退学者は自分かも知れない、そんな危機感を抱いているのだろう。

「特別試験は、各クラスの総合力で競い合う『選抜種目試験』。ルールに従って対決クラスを決めて行われることになる。ペーパーシャッフルの時と同じようなものだ」

　選抜種目試験。茶柱から発表された年度末の特別試験は、どんな内容なのか。

「まず、おまえたちには説明の際に分かりやすくするため、10枚の白いカード、そしてクラスの人数に合わせた黄色のカードを用いて話をしていく」

　そう言って茶柱は、何も書かれていないカードを黒板に貼り付け並べていく。

　どのカードの大きさもほぼトランプと同じようだ。10枚の白いカードには何も書かれていないが、一方黄色いカードには１枚ずつに生徒の名前が書かれているようだ。

　全部で48枚のカードが、黒板に貼りだされる。

　生徒の数に対し黄色のカードが１枚足らない。何か意味があるのだろうか。

「まず、先に説明するのはこの白紙の10枚のカード。ここには、おまえたちが話し合いをし、好きに決めた『種目』を全部で10個、書き込んでもらうことになる」

　早速、池いけが難しそうな顔を見せる。

　しかし余計な口を挟むまいとする姿を見て、茶ちや柱ばしらがどこか可お笑かしそうに言った。

「気になることがあるなら質問して構わんぞ？」

「い、いやでも……先生余計な口出しすると怒るじゃないですか」

　見透かされ動どう揺ようを見せる池。

「どうにも、おまえの余計な茶々がないと落ち着かなくなってしまってな」

　これまで基本的に質問は最後に受け付ける茶柱だったが、途中での質問を容認した形だ。

　クラスメイトの多くから、視線を一点に向けられる池。

　どこか戸惑いながらも疑問に感じたことを口にする。

「じゃあ、あの……えと、種目？　ってなんスか」

「筆記、将棋、トランプ、野球。おまえたちが勝てると思う種目を好きに書けばいい。そしてどのように決着を付けるかもおまえたちで考えてルールを制定する」

「え、何でも自由なんですか？」

　自由だと言われても、池や他の生徒には、まだピンと来ないようだ。

「ただし、自由とは言っても種目を決めるうえで決まり事は幾いくつか存在する。極端な話、大勢が知らないようなマイナー競技やゲームを種目にすれば、提案者以外誰にも勝ち目がないからな。それに種目のルールも公正かつ分かりやすいものでなければならない。そのため、種目提出後に学校側が適切かどうかを判断し、採用するかどうかジャッジを下す」

　確かに、あまりにマイナーなスポーツや、個人がやり込んだゲームなど、そういったマニアックな競技、特異なルールを選択されると、多くの者に勝ち目はなくなる。

　しかしルールまでこっちで全部決めるのか。

「それと、引き分けも起こらないよう調整が必要だ。たとえば囲い碁ごであれば、地の数が同じになれば引き分けだが、それを避けるために白、つまり後手のコミとして半目を加え白の勝ちとする。将棋であれば一見引き分けはないように思えるが、相あい入にゆう玉ぎよくと言って引き分け扱いになることも稀まれにある。その場合は、持将棋となり、盤上と持ち駒の数によって勝敗が決まる。など細かな勝敗のルールを予あらかじめ決めてもらう。そういったものが決められない場合には種目として採用されることはない」

　絶対に勝敗がつく、マイナー過ぎることのない種目か。

　無数にあるとは言っても、学生の領域では選ばれる種目はある程度限られそうだ。

「では実際に、分かりやすく再現してみよう。池。おまえの得意なモノはなんだ。なんでもいいから言ってみろ」

「えっと……なんだろ……」

　すぐに得意な種目など思いつかないのか、考える池。

「じゃ、じゃんけんとか結構強いっスよ？」

　思考の結果、そんなふざけたような回答を聞いて、クラスメイトから失笑が漏もれる。

　ところが茶柱はそれを真面目に受け止め、白紙のカードに『じゃんけん』と記入した。

「では仮にじゃんけんを種目として選んだとしよう」

　本気に取られると思わなかった池いけ、そしてクラスメイトが呆あつ気けにとられる。

「ルールはどうする」

「えっと……じゃあ、３本先取？」

　茶ちや柱ばしらは池に従いじゃんけんのカードの下に、ルールも書き足す。

「大勢が知る種目、かつ単純明快なルール。学校側が不採用にする理由は１つもない」

「さ、採用されちゃったよ」

　適当な発言から生まれた種目だが、学校側にしてみれば問題はない。

「あとはこれを９回繰り返せば、10種目の完成だ」

　茶柱がチョークを手に取り、黒板に記していく。

「試験の日程だが、これも重要なポイントだ。大きく分けて３段階になる」




　特別試験




　３月８日・特別試験発表日。同日対決クラスの決定




　３月15日・10種目の確定。対決クラスの10種目及びそのルールの発表




　３月22日・選抜種目試験当日




「で、でも先生。20種目もやったら相当時間がかかるんじゃないですか？」

「それぞれのクラスは選抜種目試験の当日、10種目の中から更に５種目まで絞りそれを『本命』として提出する。つまり20種目ではなく最終的に10種目にまで絞られると言うことだ」

　そこまで聞き、堀ほり北きたが口を開く。

「つまり10種目の内、５種目はブラフ……嘘の情報が相手に流されるということですね？」

「その役目も担になうことになるだろう。こうして10種目に絞られた種目たちは、学校側の用意したシステムによって自動的に７種類をランダムに選びだされる。そういう流れだ」

　否定せず、茶柱は同意した。

　これまでの特別試験から見ても、長期間にわたるモノになりそうだ。

　７種目である理由は、必ず勝敗がつくように配はい慮りよされたものと考えられる。

　引き分けが存在しない以上、７種目のうち４種目を取った時点で勝敗は決するのか。

「７種目の途中で勝敗が決した場合でも、最後の１種目まで行われる。クラスポイントの変動にかかわってくるからだ。つまり負けが確定しても、勝ちが確定しても、最後まで競い合うことになる。10種目の申請は14日の日曜日いっぱいで受付終了する。種目が認定されるかどうかは学校のチェックが必要になるからな、早め早めに、１種目ずつでも確定させていく方が安全だろう」

「もし14日までに10種目を確定させられなかった場合、どうなりますか」

「その場合はこちらが代案で用意している種目を割り当てる。だがおまえたちのクラスに合った種目になるとは思わない方がいい。不利になることはあっても、有利になることはないだろう」

　何が何でも、10種目を確定させる作業はしておいたほうが良さそうだ。

「それと大切なことは、同一クラス内では種目が同じものは２つ登録できない点にある。仮に２点先取のサッカーを種目にしている場合、ＰＫで勝敗を決めるルールのサッカーを別の種目として登録しようとしても、それは無効ということだ。注意するように」

「一度決定させた種目を取り消すことは出来ますか」

「それは無理だ」

「では……試験当日、７種目に出る生徒は誰でも、そして何回でも参加可能でしょうか？」

「この種目に関する決まりごとは口頭だけでは理解しがたい部分もあるだろう。そのため、学校側では詳細を記載したものを１部用意している。後でコピーするなり、自由にすればいい。堀ほり北きた、おまえの望む解答もちゃんと書かれている」

　学校側が人数分用意していてもよさそうなものだが、逆にこれは配はい慮りよなのかも知れない。

　１部しかなければ、クラスメイトたちは一度集まってそれに目を通すことになる。

　そうすることで、クラス同士での話を誘発させやすくなりそうだ。

「黒板にも書いたが、各クラスが決定した10種目は15日に対決するクラスにも通つう達たつされる。相手がどんな種目、ルールを選んでいるか知らねば勝負としての成立は難しいからな」

　つまり１週間近く、勉強や練習などを行い対策を立てることが出来るということ。

　互いが当日にどの種目を選ぶかを読みあう戦いもありそうだ。

「そして、22日の試験が終われば、23日は休みだ。その後24日の卒業式、25日の終業式と行った上で、晴れておまえたちは春休みに突入する」

　勝って終わるのか、負けて終わるのかではモチベーションもかなり違うだろう。

　ともかくこれで選抜種目試験の流れは大体把握できた。

　しかし───

　茶ちや柱ばしらの表情には、まだ何か大きな説明が残っていることが暗に表れていた。

「種目を決める以外にもう１つ重要な部分がある。それは、大人数を束ねるために、この特別試験では『司令塔』を１人用意しなければならないという部分だ。この司令塔は種目には直接参加することは出来ない点を覚えておくように」

「司令塔、ですか……」

　生徒のカードが38枚しかなかったのは、このためか。

「臨りん機き応おう変へんな対応が求められる重要な役割だ。全部の種目に関与し補助をするライフラインと捉えればいい。生徒の交代や解けない問題を解くなど、スポーツに限らず、囲い碁ごや将棋であっても、司令塔には介入できる余地が与えられることになるだろう」

　単なる生徒同士の基礎力対決だけじゃない、司令塔の介入か。

「司令塔が『関与』する方法も、おまえたちで決めることになる。そうだな。じゃんけんであれば……『任意のタイミングで司令塔が参加し一度だけじゃんけんすることが出来る』や『じゃんけんする生徒を入れ替えることが出来る』など。関与方法を設定できる」

　平等な関与であれば、大体認められる、そんなところだろう。

　野球やサッカーなどであれば、選手交代が出来るよう関与を設定すれば、実質監督のような役目を担になうことになりそうだ。

　７種目とは言え、この『関与』の要素は大きなポイントになるだろう。

「司令塔は勝利した際、個別にプライベートポイントが与えられることになっているが、敗北時の責任も持つことになる。そう、クラスの敗北時には責任を取って退学してもらう」

　またも、強制的に敗者は退学をさせられることになるのか。

「この特別試験は司令塔の存在が必要不可欠。不在では試験の進行が認められない。もし話し合いで決まらず困ったなら相談しろ、私が適当に任命してやる」

　今回もまた、誰か１人を指名する形。

　こうなると、先日の試験で手に入れたプロテクトポイントが大きな焦点になりそうだ。

　多くの視線あるいは感情が、オレに向けられていたのが分かった。

　唯一退学を無効にすることが可能なプロテクトポイント。

　それを持っているオレならば、司令塔として敗北しても退学は避けられる。

　ただ───

　誰も退学にならないためにオレが司令塔の役を引き受けるのを良しとするのか。

　それとも堀ほり北きたなどの優秀な生徒に司令塔をお願いし、１％でも勝てる可能性を高めるのか。クラスメイトの選択としてはどちらでもいいと判断するだろう。

　オレ以外に引き受ける生徒がいれば、恐らく大抵の生徒は反対しない。

　逆に誰もなりたがらない場合には、オレに対して期待を持つことになるだろう。

「対決するクラスはどのように決められるのですか」

「司令塔になった生徒には今日の放課後、多目的室に集まってもらうことになっている。恐らくはくじ引きで選択権を１人に与え、クラスを選んでもらうことになるだろう。くじに勝った時にどのクラスを選ぶのか、予あらかじめ相談しあっておくことだな」

　勝ったクラスが好きなクラスを指名し、後は自動的に残りが対決する形か。

「そんなのＤクラスがいいに決まってるじゃんか。勝てる可能性が高いんだからよ」

「確かに、総合力で劣っている点からＤクラスに甘んじているクラスと戦えば、勝率を上げることができるだろう。だが、必ずしも格下と戦うことが利点ばかりではない」

　そうであるなら、必然的に３クラスがＤクラスを指名する可能性が高くなると茶ちや柱ばしらは言う。龍りゆう園えんが失脚している今、確かにＤクラスは対戦相手としては一番やりやすい。

「今回の試験で重要なのは相性。それぞれのクラスの持ち味を生かすことが最重要だ」

　対戦クラスがＡクラスやＢクラスになっても、絶望する必要はない。

　クラスにとって有利な種目を選べば、こちらにも十分勝機はあるということだ。

　だが、当然相手が上のクラスほど、手て強ごわくもなってくるのは避けられない。

　茶ちや柱ばしらの発言を聞いても、誰一人笑顔をこぼすことはなかった。

　堀ほり北きたも頭の中で想像を膨ふくらませる。

　今のＣクラスで戦いを挑んで、ＡクラスやＢクラスに勝てるかどうか。

「どうやら慰なぐさめにもならない発言だったな。ならあえて現実を突きつけよう。おまえたちが敗北し、かつＤクラスが勝つことがあれば……再びおまえたちは最下位に転落するだろう」

　再びチョークを手にした茶柱は、現在のクラスポイントを書き記していく。




　３月１日時点のクラスポイント

　Ａクラス・１００１ポイント

　Ｂクラス・　６４０ポイント

　Ｃクラス・　３７７ポイント

　Ｄクラス・　３１８ポイント




　ＣクラスとＤクラスのクラスポイントは拮きつ抗こうしている。１年かけてＣクラスに上がってきたが、最後の最後で敗北すればＤクラスに逆戻りするということ。

　つまり生徒たちにしてみれば、何としても勝ちをキープしたいところだ。

「それからクラスポイントの変動に関してだが……１種目につき30ポイントが増減する。７連勝なら２１０ポイント、５勝２敗なら90ポイントが『相手のクラス』から移される。そして勝利によって学校側から報ほう酬しゆうとして１００ポイントが与えられる」

　最大で３１０ポイントを得ることも出来るということか。

　種目の勝敗で対戦相手のクラスポイントを奪えるというのも大きい。これまで減らしたくても減らせなかった上位陣のクラスポイントが、一気に下がる可能性がある。組み合わせと結果次第では、Ｂクラスに上がることもＤクラスに落ちることも十分起こりうる。

「もし対戦相手のクラスポイントが不足していた場合は、その不足分を学校側が一時的に補う形で補ほ填てんされる。つまり、クラスポイントがマイナスになってしまったクラスは、表面上は０ポイントのままだが、それ以降に学校に対し返済していく形を取ってもらう」

　見えない形で、クラスポイントが０以下にもなるということか。

　ただ、今回は全クラスが２１０ポイント以上持っているため、その心配はなさそうだ。





　　　　１






　茶柱がいなくなった後、授業までのわずかな時間。

　生徒たちは教きよう壇だんに置かれた種目のルールが書かれた紙を手に取った。

「少しいいかしら」

　そこに堀ほり北きたが割り込み、携帯で先に全てを撮影する。

　自分の席で落ち着いて見られるように、先手を取って行動したんだろう。

　オレは自分の席に着いたまま、その様子を見守っていた。

「あなたにも見せてあげるわ。興味ないかも知れないけれど」

「ありがたい配はい慮りよだな」

　すぐにチャットから、写真が２枚送られてくる。




　選抜種目試験、種目を決める際のルール。





　・マイナーすぎる種目、複雑すぎる種目、及びそのようなルールの制限

　　極めて細かなジャンルなどは不許可とする場合がある。

　　筆記問題などを種目にする場合、学校側が問題作成を行い公平性を保つものとする。

　　種目において、基本ルールを逸いつ脱だつし改変する行こう為いは禁止とする。




　・使用できる施設に関して

　　特別試験当日は、多目的室にて司令塔が種目進行を行う。また、体育館、グラウンド、音楽室や理科室など学校内の施設は基本的に使用可能であるが、一部例外も存在する。




　・種目制限、時間制限に関して

　　同じ内容と判断される種目は各クラス１つまでしか採用できない。また種目の消化にかかる時間が長すぎる場合や、時間制限のない種目などは採用が見送られるケースもある。




　・出場人数に関して

　　種目に必要な人数は、交代要員を除き申請する10種で全て違っていなければならない。

　　最少人数は１人であり、最大人数は20人まで（交代も含め20人を超えてはならない）。

　　１クラスの出場する人数が交代を含め10人を超える種目は最大２つしか登録が出来ない。




　・参加条件に関して

　　各生徒が出場できる種目は１つであり、２つ以上の種目に参加することは出来ない。ただしクラスメイト全員が種目に参加した場合に限り、２つ以上の参加を可能とする。




　・司令塔の役割に関して

　　司令塔は７種目すべてに関与する権利を持つ。どのように関与するかは種目を決めるクラスが定めること。学校側が承認して初めて関与の採用となる。






　大きく分けて６つのカテゴリになっていた。

　参加人数が種目につき１人から20人。20人必要な種目は相当限られているだろうが、それでもやり方次第では組み込むことも出来る。２つの種目で40人近くを使うようなことになれば、２度目、ケースによっては３度目の参加をする生徒も出てくるということだ。少数精鋭に絞ろうにも、種目別に必要人数を変えなければならないとなると途端に難しくなる。

「まったく、大変な特別試験を用意してくれたものね、学校も」

「そうだな。でも１年の集大成としては的を射た種目かも知れない」

　多くの生徒が参加し、力を合わせなければ勝つことが出来ない仕組みだ。

　体育祭の時にも似ているが、今回は体力面だけが優位というわけでもない。考え方次第では学力のみに特化させた戦い方や、器用さ、精神面などが輝く可能性もある。

　自分たちの強み弱みだけじゃなく、他クラスが得意不得意とするものを見極めることも、鍵になってくるだろう。この種目選定を考えると、学校が用意した特別試験の期間にも頷うなずけるものがある。相当数のヒアリングを重ねて厳選しないと、最大限の力は発揮できないな。

　それにウチのクラスには、種目そのものに参加するかも怪しい生徒もいる。全員が参加しなければ２周目に行けないのなら、そういった調整も強いられる。

　堀ほり北きたは一通り説明を理解した後も少し不服そうな顔つきだ。

「この特別試験に不満がありそうだな」

「ええ、幾いくつもね。何より不満なのは、当日にどちらのクラスの種目が多く選ばれるかが、大きく勝敗の鍵を握っている点。対戦相手の用意した種目に偏かたよるだけで相当不利だわ」

　自分たちの用意する種目は絶対の自信を持って選ぶものだけ。

　当然、相手のクラスの種目よりも自分たちの種目で勝負をしたい。

「学校側が10種目を作って各クラスに伝達。当日７種目に絞ってもらう方が公平でしょう？」

　確かに公平かどうかの観点で見れば、堀北の言い分は正しい。

「その分下位のクラスが勝つ確率は下がりそうだけどな。運が良ければ下のクラスが上のクラスに勝つことも出来るありがたい試験とも取れるだろ」

　上のクラスほど、多くの面で優れていると考えるのが普通だ。

「それは……確かにそういう見方も出来るけれど……やっぱり気に入らない試験」

　それにしても───。

　生徒たちが話し合いながら、種目について把握している時間。

　平ひら田たは微動だにすることなく顔を俯うつむかせ時間が経たつのを待っていた。

「先日までクラスの中心だったんだけどな」

「私のせいかしら」

「さあ、どうかな」

　平ひら田た自身の問題だが、それを本人含め誰がどこまで理解しているかは不鮮明だ。

「なぁ。話し合う前に１つ、確認しておきたいんだけどよ」

　平田が動かぬまま、クラス内で話し合いが始まろうとしていた時に須す藤どうが発言する。

　そして一度オレの方を軽く見た後、クラス全体を見渡す。

「前回の結果に、大勢が納得いってねえんだよな。そうだろ寛かん治じ」

「……まぁ、納得って言うか、ちょっとよく分かってないんだけどさ。なんで賞しよう賛さん票の１位が綾あやの小路こうじだったのか、全員気にしてんだよ。どうして42票も得たのかさ」

　視線の多くが、オレに向けられる。それは綾小路グループからも例外じゃなかった。

「他クラスから……沢山賞賛票を入れられてたってことだよね？」

　釈明や弁明をする時間もなかった２月末。

　この質問がぶつけられることは、既に予測できていたことだ。

　ただ、ここでオレがベラベラと話をするわけにはいかない。

　オレはこのクラスにおいてカーストの下位であり、堂々と何かを話せる立場にない。

「それについては、私から説明するわ」

　堀ほり北きたが率先してそう言う。

「待てよ、俺たちは綾小路に説明して欲しいんだよ。ダチが……消えたんだぜ？」

「それは無理なんじゃないかしら」

　立ち上がり、堀北はオレを庇かばうように話し始めた。

「無理……ってなんでだよ」

「多分綾小路くん自身も、よく分かっていない出来事だったはずだから」

「……綾小路が分かってない？」

「ええ。簡単に説明するなら、全ては坂さか柳やなぎさんの仕組んだ作戦だったということよ。何な故ぜ彼女がそんなことをしたのか、私なりに推理してみた。それも説明していくわ」

　順を追って話すように、堀北が分かりやすく答えていく。

「まず山やま内うちくんをターゲットにした彼女は、賞賛票を与えるから安心しろと彼に言った。事実、彼は最後そのことを口にしていたから間違いないこと。でも、その裏で彼女は別の生徒に賞賛票を与えるのを決めていたはずよ」

「そりゃ、そうだろうけどよ。それが何で綾小路なのかって話なんだ」

「そうね。あなたはどう思ってるのかしら？　須す藤どうくん」

「それは───たとえば、実は綾小路がスゲェヤツってこともあるんじゃねえのか。だから賞賛に値すると判断した……とか」

「あなた彼が凄すごかったところを見たの？　私は足が速いだけの生徒という印象よ」

「それは……まぁ、俺もそうだけどよ」

「筆記試験も大して好成績は残していないし、足が速い以外にスポーツ面で、彼が目につくようなシーンは１つもない。むしろ足の速さの割に他が伴ともなっていないところを見ると運動音おん痴ちの可能性すらある。かと言って話術などが得意なイメージはもっとないわ」

　オレについて完全に周囲が理解している通りであり、否定できる材料はどこにもない。

「つまりあり得ない」

　すっぱり、迷わず堀ほり北きたは言い切る。

「たまたま選ばれただけってことかよ。なんか納得いかねーな」

「考えてもみて。仮に綾あやの小路こうじくんが凄すごい人なんだとしたら、そんな人物にわざわざプロテクトポイントを与えるような真ま似ねをする？　手て強ごわいと思っている相手に賞しよう賛さん票を入れることほどバカなことはないわ。投票する例外があるとすれば、最初から賞賛票を勝ち取るであろうことが予測できていた一いち之の瀬せさんくらいじゃないかしら」

　事実一之瀬には、総数98票の賞賛票が投じられていた。誰か思わぬ生徒に賞賛票を与えるくらいなら、重ねてしまえという意思からの結果だ。

「確かに手強い相手にプロテクトポイント渡すなんて、絶対しないよねー」

「しないしない」

　堀北の説明に合わせ、恵けいや佐さ倉くら、あるいは男子たち多くが納得する。

「何な故ぜ山やま内うちくんが坂さか柳やなぎさんのターゲットにされたのか、その理由は分からないけれど、彼女が山内くんの退学を望んでいた、と仮定すれば一連の流れ全ては納得できるのよ。彼女の思惑通り、私たちのクラスでは山内くんと綾小路くんの一騎打ちが濃厚だった。なら、綾小路くんに多数の賞賛票を集中させることで、山内くんだけに退学を絞ることが出来る」

「つまり……春はる樹きが退学したのは、坂柳の戦略だったってことかよ」

「そう。そして綾小路くんが選ばれた───利用されたのは単なる偶然。目立たず、かつＡクラスの弊へい害がいにならない人物。そうやって絞った結果じゃないかしら」

　この説明には基本的な理が詰まっている。

　堀北の説明から、変にオレを切り崩す方法は存在しない。

「山内くんを狙った理由、綾小路くんを守った理由、考えられるのはそれくらいよ」

　須す藤どうや池いけも、そう聞かされれば納得するしかない。

　それでも須藤は噛かみつかずにいられなかったのだろう。

「私が彼を擁よう護ごしたのが気に入らない？」

　堀北は須藤を見て、そう聞く。

　直接答えず、須藤は視線を逸そらした。

「擁護したのは、山内くんが退学した一番の原因は、彼じゃなく私だと自覚があるからよ」

　クラス内で山内の戦略を暴ばく露ろし、追い込んだのは堀北自身。

「もし責める相手がいるとしたら私にならなければおかしいわ」

「それは……」

　須藤に、堀北を責められるはずがない。

　本当は分かっている。不要な生徒が切り捨てられるのは仕方がないことだと。

　ただ、どれだけ理があっても、全員が全てを納得できる話でもない。

　何な故ぜなら、現実にオレはプロテクトポイントを入手している。

　１人だけが安全圏けんから、この試験を傍ぼう観かんしているからだ。

「今回の特別試験……オレが司令塔に立候補してもいいか？」

　タイミングを見てオレはそう切り出す。

　坂さか柳やなぎから連絡は来ていないが、このケースならまず１００％司令塔のはず。

　なら、こちらも司令塔でなければ勝負として成立しないだろう。

「前回のクラス内投票で、オレがクラスに不信感を持たせたのは事実だ。なら、この試験で人柱になることで、その疑念を払ふつ拭しよくしたい」

「綾あやの小路こうじ……」

　少し驚いた様子で、須す藤どうがオレを見る。

「それいいじゃん。これなら誰も退学しなくて済むし、綾小路も疑われなくなるし！」

　退学者を出さずに済むならと、池いけがオレの司令塔に賛成を表明する。

「や、ちょっと待ってよ。いや綾小路くんが引き受けてくれるのは嬉うれしいんだけどさ、私は綾小路くんが司令塔になるのはちょっと反対かも」

　この話に口を挟んだのは思わぬ生徒、篠しの原はらだった。

「確かに綾小路くんにお願いしたら、負けてもプロテクトポイントがあるから誰も退学にはならない。でも、それって最初から勝負を捨てに行くような気がしない？　負けるための準備っていうかさ。堀ほり北きたさんの言うように、綾小路くんは普通なんだし」

　オレが全ての指示を出す、という図式で勝利するビジョンが見えないということだ。

「ＡクラスやＢクラスと対決なんてことになったら、坂柳さんや一いち之の瀬せさんが出てくるんじゃないの？　司令塔って重要そうだし、綾小路くんじゃ勝ち目ないって。私たち負けたら、多分またＤクラスに戻っちゃうって分かってる？」

　そんな篠原の意見に、一部の生徒も確かにと頷うなずく。

「一応、司令塔の立候補者を募った方がいいんじゃないかなって思ってさ」

　しかし、退学のリスクを負ったポジション。気軽に手を挙げる生徒はまずいない。

　もし平常時なら、平ひら田たが頼りになったかも知れないが、今回はそうもいかない。

　今も話し合いに参加しようともせず、ただ１人俯うつむいている。

　この状況下で、唯一退学を恐れず司令塔に立候補する生徒がいるとすれば……。

　全員が一同に堀北を見る。

　ただ、今回のようなケースじゃ、恐らくは───。

「申し訳ないけれど、退学のリスクを負うのは私も避けたいわ。綾小路くんが立候補してくれるのなら、それにあやかりたいところね。篠原さんが言うように、ＡクラスやＢクラスとの戦いになれば、正直今の段階で勝てる絶対の保証もないし」

「でもさー。堀北さんってさっきまで綾小路くん庇かばってたのに、司令塔にさせたいんだ？」

　話を聞いていた恵けいがそんな突っ込みを入れる。

「彼が山やま内うちくん退学に関して無関係であることの証明、その協力を惜おしまなかったのは、お礼に司令塔になってくれるかも知れない、そう思ったからよ」

　ある意味、うまい具合にオレへの逃げ道を塞ふさいできた堀ほり北きた。

　こっちの思った通り、堀北はオレに司令塔を丸投げしたい狙いがありそうだ。

　コイツはオレの実力に対して他の生徒よりも高く見ている。

　ここで司令塔を任せることに対して、中途半端な生徒をたてるよりも手堅いと判断してのことだろう。負けても最悪プロテクトポイントでどうとでもなるしな。

「司令塔の立候補者は他にいるかしら？」

　もし反論が許されるとすれば、それは司令塔への立候補者だけ。

　しかし退学のリスクを負える生徒は、他に現れない。

「司令塔とは言っても、事前にこちらで念入りな打ち合わせは出来る。当日はその指示、パターンに従って行動してもらえば、誰が司令塔でもそれほどの差はないはずよ」

　それもそうか、と深く考えていない生徒からは納得の声が出る。

「何にせよすぐに授業よ。学校側が時間を設けてくれるわけじゃないし、どこかで時間を作って集まった方が良さそうね」

　平ひら田たが率先して動かない今、堀北がクラスのまとめ役を担になうことになりそうだ。






○対戦相手









　その日の昼休みはＣクラスの生徒の『ほぼ』全員が、教室に集まることになっていた。

　弁当持参組じゃない生徒たちは一度買い出しに出たがすぐに再集合する予定だ。

　オレもその買い出し組の１人として、一度教室を出る。

　そして周囲に人の気配がない場所まで移動し、２か所に連絡を取る。

　１か所は予あらかじめ携帯でメールを送っておいたのですぐに連絡が取れた。

　そしてもう１か所。

　その用事が終わり、買いものを済ませたところで教室に戻る。

　戻ってこなかったのは２人。

　１人は何者にも縛しばることの出来ない男、高こう円えん寺じ六ろく助すけ。

　そしてもう１人は、平田洋よう介すけ。

　この２人を除く37人が集まる形となった。

「やはり平田くんは参加しないようね」

「そうみたいだな」

　心配する声も聞こえてくるが、時間は刻一刻と流れている。

　種目を決めるための話し合いの回数は、１回でも多い方がいい。

「何が心を入れ替えるだ！　あいつ、結局真面目に参加しねえじゃねえか！」

　須す藤どうが声を荒あららげて怒りたくなる気持ちは分かる。

　あるいは、高こう円えん寺じも表面上は真面目になるかもと期待した生徒はいたはずだ。

　しかし現実はそう甘くない。

　いや、人間はそんなに簡単には変わらないともいえるか。

　なまじ口が立つ分、高円寺はのらりくらりと逃げ続けるのだろう。

　だがいつまでもその手が通用するとは思えない。

　いずれまた、クラス内投票のような試験がやってくる。

　そうなった時、ツケを払わされるのは高円寺自身だ。

「無視して始めようぜ、くそっ」

「あなたが苛いら立だつだけ損よ。さて、先生から支給された種目に関するマニュアルをコピーしておいたから全員に配布するわ。食事中に熟読して、具体的な話し合いは放課後に行っていくつもりよ」

　仕切る人間がいない今、堀ほり北きたが主導で引っ張っていくしかない。

「何か分からない点等、食べながらでもいいから随時私に質問してもらえるかしら」

　既にマニュアルを読破した堀北は、疑問を持つ部分はないようだった。
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　授業はつつがなく終わり、その日の放課後。

　茶ちや柱ばしらが司令塔になった者はすぐに廊下に来るよう伝え、先に出て行く。

　その後真っ先に席を立ったのは平ひら田ただ。

「あの……種目について、話し合い───」

　女子の１人、西にし村むらが慌てて声をかけようとする。

　そんな声は平田の耳に届かず、静かに教室を出て行く。

「平田くん……」

　西村、そして他の生徒は平田の強く拒絶するオーラをまざまざと見せつけられる。

　唯一例外がいるとすれば、高円寺だ。一連の騒動に気づいていないとでも言うように涼しい顔をして携帯を見ていた。

「私……ちょっとトイレに行ってきます。すぐ戻りますからっ」

　そう言って立ち上がったのは王美雨ワンメイユイ───皆からはみーちゃんと呼ばれる生徒だ。

　トイレと言ったものの、恐らく平田を追いかけて行ったんだろう。

「彼が使い物にならない以上、やっぱり私がやるしかなさそうね」

　率先して教きよう壇だんに向かう準備をする堀北。

「悪いが後は任せた。オレは司令塔の件がある」

「ええ、多目的室で対決クラスの決定だったわね。選択権を得たらＤクラスを選んで」

「分かってるが、期待はしないでくれよ」

　オレは席を立ち、Ｃクラスを後にした。

　司令塔の役目を担になうことになったオレは、廊下へ。

「今度はおまえか綾あやの小路こうじ。一体誰が司令塔なんだ」

　呆あきれたようにため息をつきながら、茶ちや柱ばしらは２人が消えていったであろう方向を見る。

「オレですよ、司令塔は」

「……ほう？」

　茶柱と合流し特別棟に向かう。

「たかだかクラスの対戦決めに、特別棟まで行くんですね」

「当日のシステム、その使い方の説明もあるからな」

　特別棟には人の気配が少なく足音がやけに耳にまとわりつく。

「せっかくプロテクトポイントを得たのに大変なことだな。司令塔にされるとは」

「されたわけじゃないですよ。オレが自分で立候補したことです」

　茶柱の歩みが一歩止まる。

「……おまえが？」

「何か変ですか」

「目立つのを嫌ってるんじゃなかったのか？」

　そんな茶柱からの疑問が飛んでくる。

「受け身でいるかそうでないかの違いだけですよ」

「なるほど。どちらにせよ、断れるような雰囲気じゃなかったというわけか」

　プロテクトポイントを持つ生徒は、必然的に司令塔になりやすい。

　断れば１人だけ安全圏けんにいることになってしまう。

　押されて崖がけから飛び降りるか、自分から飛び降りるかの違い。

「しかし、どんな形にせよ司令塔になったからには大きな責任が生まれる。おまえが手を抜いたりすれば、Ｃクラスに敗北を与えることになる」

　周囲に人がいないため、茶柱は強気な発言をしてくる。

「それはあんたの脅おどしか？」

　オレが視線を向けると、茶柱は小さく笑った。

「どう思われてもいい。だが私は楽しみになったぞ綾小路。これでやっと、おまえの実力を見られるんだからな」

　Ａクラスを目指している茶柱はその部分に大きく期待を寄せているらしい。

「勝てる保証なんてどこにもない」

「そうかな。私には、生あい憎にくとおまえの負ける姿は想像できない」

　その後、オレと茶柱の間に特別な会話がされることはなかった。
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　特別棟にある、多目的室。そこが今回の特別試験のメインとなる教室らしい。

「どうやらおまえ以外の３人は、既に到着しているらしい」

　教室の扉が開けられる。目に飛び込んできたのはそれぞれのクラスを受け持つ担任の教師と、生徒たち。Ａクラスは坂さか柳やなぎ、Ｂクラスは一いち之の瀬せ、Ｄクラスは金かね田だ。

　大方の予想通り全てプロテクトポイントを持った生徒たちだ。

　そして向かい合わせに並べられた２台のパソコンと、共通の大きなモニター。

「各クラスの司令塔が集まったところで、対決するクラスを決めたいと思う。このくじを１枚ずつ引いてもらう。赤い丸がついた紙を引いた生徒に、選択権が与えられる」

　くじの入った箱。

　それを差し出される。Ａクラスから引くよう促されるが、坂柳はそれを拒否。

「残り物には福があると言いますし、私は最後で構いません。どうぞ一之瀬さん」

「じゃあ、遠慮なくー」

　一之瀬からのくじ引き。Ｂ、Ｃ、Ｄと順に引く。折りたたまれているわけではなく、引いてすぐに結果が分かる仕様だった。赤い印は、Ｄクラス金田が引き当てることに。

　つまり対戦相手を選ぶ権利は、Ｄクラスが得たということ。

「最後の１枚の確認をするまでもないようですね、真ま嶋しま先生」

　真嶋先生は残された最後のくじを引き上げる。当然、そこには赤い丸はない。

「どうやら、残り物に福はなかったようだな」

「それはどうでしょうか。必ずしも私が引くことが幸運とは限りませんし」

「やっぱりＡクラスはどこと当たっても余裕なのかな？」

「そんなことはありません。出来ればあなたのクラスは避けたいですよ一之瀬さん」

　社交辞令か本音か分からない形で、坂柳が言った。

「指名するクラスを教えてもらおうか」

　真嶋先生の促しで、金田が小さく頷うなずく。

　朝から放課後までの間に、Ｄクラスでも話し合いは行われたのだろう。

　どのクラスとの対決が一番勝率が高いのか。

「では遠慮なく。Ｄクラスは───Ｂクラスとの対決を希望します」

　金田の口から告げられる、意外な宣戦布告相手。

「Ｂクラスでいいんだな？」

「はい」

　念押しの確認を受け、真嶋先生が対決クラスを決定させる。

　Ｄクラス対Ｂクラスが確定することで、自然とＡクラスとＣクラスの対決も確定する。

「てっきりＣクラスを狙うかと思っていましたが、Ｂクラスですか。何な故ぜです？」

　坂柳が理由を求め金田に問う。

「ここから逆転を狙っていくためには、ひとつでも上のクラスのポイントを奪わなければ。かといってＡクラスと戦うのは、今は避けたいですからね」

　Ａクラスは流石さすがに厳しいと判断してのＢクラス狙い。

「そうですか。私としてもＢクラスという強敵を避けられて助かりますし、Ｄクラスのご健闘をお祈りします」

　金かね田だに感謝するように坂さか柳やなぎは会え釈しやくした。だが、ここに至るには少しカラクリがある。もちろん金田が指名権を取ったのは偶然だが、誰が引いてもこうなる予定だった。

　オレは放課後までの間に、予あらかじめ一いち之の瀬せと石いし崎ざきに対して連絡を取っていた。

　そしてＡクラスとの対決を譲ってほしいとの希望を伝えていたのだ。

　一之瀬は純粋にＡクラスを対戦相手に希望する予定だったようだが、オレへの借りを返すということで譲ることを引き受けてくれた。石崎たちはどうやら、最初からＢクラスを指名する方針だったらしく、そもそも揉もめることにはならなかった。

　全てはＡクラスの坂柳との対決のため。

　唯一面倒だったのはオレが選択権を得ていた場合だ。

　堀ほり北きたからはＤクラスを選ぶよう言われていたため、その時は多少言い訳が必要だったが。

　当たりを引くのは４分の１の確率、それほど心配はしていなかった。つまりここでのやり取りは出来レース。オレがある程度根回ししているのは、坂柳も承知の上だろう。

　こうして各クラスの対決先が決定する。

「では特別試験当日に向けてのシステムの説明を行う。この多目的室では、このようなパソコンを２台使用する。このパソコン上で、どの種目に誰を割り当てるかを司令塔が全てリアルタイムで選んでいく」

　大きなモニターに左側のパソコンの画面が大きく映し出される。

　茶ちや柱ばしらがそのパソコンを操作し、真ま嶋しま先生が説明を続ける。

「これはＡクラスの生徒の一覧表だ。マウスを操作し、選ぶ生徒の顔写真をドラッグし、種目の枠にドロップする。間違えたり、途中で変えたいと思った場合には、マウスを使い枠外にドロップし直せば再度選択可能だ。あるいは指先で画面にタッチする方法でも構わない」

「なんかテレビゲームみたいですね」

「ほんとよねー」

　一之瀬と星ほし之の宮みや先生の、ちょっと楽しそうな会話。

「各種目ごとの生徒選択には時間制限がある。それは今カウントされている数字になる。種目に必要な人数が多いほど選択の時間が与えられる。１人につき約30秒だと思っていい」

　つまり10人の種目であれば３００秒。

「もし時間内に選びきれなかった場合には、不足している生徒の数だけランダムに選択されてしまうので注意するように。逆に過多だった場合にはランダムで弾はじきだされる」

　つまりタイムオーバーは許されないということだ。

「試合が始まると大型モニターにはその様子がリアルタイムで映し出される」

　テレビで流れるような、将棋の対局映像がモニターに流れだす。サンプル映像だ。

「司令塔による関与だが、試合開始後、常に自分のモニターで確認できるよう文字で表示されている」

　一度切り替わり、パソコンの画面になる。

『待ったをかけ、一手司令塔が指し直すことが出来る』と表示されている。

　これが事前に説明のあった『司令塔の関与』だろう。

「内容が確認できると同時に、クリックで関与を発動させられる。覚えておくように」

　またモニターは切り替わり、対局に戻る。

「司令塔からの指示方法は通話形式ではなく、チャットの文章を機械が自動で読み上げる仕組みを採用している。文章を打ち、エンターを押せば出場者のインカムに送信される」

　あとはそれを自動的に機械が読み上げて、伝えるということか。通話形式にしなかったのは不正を防ぐためだろう。今回の例題では『一手司令塔が差し直せる』という関与だが、上う手まく会話を組み合わせれば二手三手を伝えることも出来てしまうからな。

「司令塔が関与を逸いつ脱だつした行動を取れば、その時点で反則負けを宣告する場合もある」

　やはりそういうことか。文章は逐一第三者にチェックされると思った方がいい。

「インカムは１つの種目につき１人までしか身に着けられない。団体戦であっても、指示を受け取れるのは１人だけだ。誰にインカムを装着させるかも司令塔が指定する」

　やることは想像以上に多そうだな。

　予あらかじめ決めておくものだろうが、不測の事態は常に想定していなければならない。

「司令塔の指示は、各々ルールに沿った上で自由なタイミングで差し込み可能だ」

　自分のパソコンで表示、切り替えは随時自由で、拡大や縮小といったことも可能だ。

　種目中の生徒たちを観察したり、次の種目に備えたりとやれることは少なくない。

「以上が司令塔の役割、その操作方法だ。何か質問は？」

　全員に視線を送る真ま嶋しま先生だが、誰一人分からない疑問はもうないようだった。

「では、本日はこれで終了とする。操作方法の再確認等がしたい場合は、試験１週間前までなら、多目的室にて教師立会いの下行うことを許可する。以上だ」

　こうして、オレたち司令塔への説明が終わり、解散が告げられる。
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　帰宅したオレは、堀ほり北きたに対決クラスのことをチャットした後、早速司令塔としての役目について考える。思えば、こうして学校の試験に面と向かって挑むのは初めてのことだ。

　正直なところ、これが個人戦であれば、オレはほぼ負けることはないと思っている。

　だが、今回の試験はクラス全体を指揮するという戦い方。

　クラスの持つ力の範囲の中でしか戦うことが出来ない。

　孫そん子しなどの類たぐい稀まれな軍師でも、子供の兵隊では大の大人相手に万に一つの勝ち目もない。

　キーとなるのは司令塔のみが使える『関与』だが、そもそも戦うための大前提が必要だ。

　それはＣクラスの現在のポテンシャルを把握すること。

　誰が誰を好きか嫌いか、何が得意で不得意か。

　その組み合わせを理解せずして、勝ちへの道筋は開けない。

　そして、その情報収集力や統率力という意味では、オレはクラスの中でも下から数えた方が早いほどに不足している。篠しの原はらや小お野の寺でらの好きな食べ物一つ知らない状態なのだ。

　なら、まずは何をすべきなのか。

　決まっている。クラスのことをよく知っている人物に話を聞く。

　シンプルだが避けては通れないことだ。

　それが出来るのは『恵けい』『平ひら田た』そして『[image: ]くし田だ』の３人だろう。

　誰かからだけではなく、全員から聞きたい。

　ただし今、現状で間違いなく協力してくれるのは恵だけだ。

　平田は再起不能状態であり、[image: ]田に関してはクラス内投票での傷が深い。表面上は一切表情に出していないが、堀ほり北きたに対しては相当ご立腹だろう。オレに対して、どこまで懐かい疑ぎ的てきな目を向けているかは未知数だが、警戒心は以前より強まっていると見た方がいい。

　日暮れ時も深まり始めた６時前。

　チャイムと共に、１人の来訪者がやって来る。

　オレは迷わずカギを開け部屋の中に招き入れる。

「……やっほ」

　来訪者……軽かる井い沢ざわ恵は、制服姿のままだった。

「まだ学校に残ってたのか」

「あんたと違って、あたしには友達が多いからね。今日は、あたしが主役だし」

　ちょっと変わった言い回しをして、こちらに視線を向けてくる。

「恵が主役？　どうしてだ」

　理解できない様子を見せると、少し怒ったように視線を外した。

「……なんでもいいでしょ。それより、こんな時間にあたしを呼ぶなんて、珍しいわよね。しかも警戒しないでいいなんて。誰かに見られたら困るんじゃないの？」

　どこか落ち着かない様子でオレの部屋を見回している。

「いいんだ。いろいろ巡り巡って、その必要性も相当薄れてきた」

「Ａクラスの橋はし本もとくん、だっけ。あと上級生にもあたしたちのこと見られてるから？」

「そんなところだ」

「あたしと清きよ隆たかの関係、ちょっとずつオープンになってるわよね……問題なし？」

「全く問題ない」

　即答したことが恵の安心に繋つながったのか、安あん堵どの吐と息いき。

「それなら、まぁいいんだけどさ」

　確かにオレと恵けいの繋つながりが知られていないことで出来る動きもある。

　だが状況は少しずつ変わり始めた。

　それに、これからはスパイ的な活動よりも表立って動いてもらう方がやりやすい。

「けどさ……仮にもクラスメイトの男子と女子よ？　もしここに来るとこ見られてたりしたら、二人きりになってるって変な噂うわさ、立っちゃうじゃん」

　そんなことを気にするタイプだったか？

「今回のオレは司令塔の役目を担になってる。Ｃクラスの中心人物である恵を呼び出すことにもそれほど強い不自然さを呼ぶことはない」

　安心させるために、一応そんな風に建前も付け加えておく。

「うーん。まあ、そうなんだけどさ」

　その点に関しては、まだ恵の中で引っ掛かる部分もあるらしい。

「って言うかなんで司令塔の役目なんて引き受けたわけ？　プロテクトポイント持ってるからって、それで負い目感じるようなタイプじゃないでしょ」

　流石さすがにオレのことはある程度分かっているだけある。

「内心はさておき、クラスメイトから見たオレの心証があるからな。それに、山やま内うちが退学したばかりで疑ぎ心しん暗あん鬼きになってる状態だ。ああしておくのがベストだった」

「そんなもん？」

「そんなものだ」

「あたしだったら、何言われたって司令塔になんてならないけどね」

　恵の場合は、そういう立ち位置を築いているからな。プロテクトポイントは私のモノだと強気に出ても誰からも咎とがめられない。実に見事なもんだ。

「その辺のことはさておき、クラスの内情を教えてくれ」

「内情ねー。どこから話せばいいのやら。あたしも全部は分かんないからね？　特に男子の事情なんて全然詳しくないし」

「それは別に問題ない。出来れば後日、[image: ]くし田だや平ひら田たにも個別で話を聞きたいしな」

　あくまでも展望。

　本当にそれが実現するかは、今の状況では未知数だ。

「そりゃその２人からも話が聞けたら、クラスのことは全部理解できるだろうけど……」

　難しそうに腕を組み、恵が話し出す。

「[image: ]田さんはともかく、今の洋よう介すけくんは無理じゃない？　相当参ってるみたいだし」

「おまえも気になるか？」

「そりゃ、ね。Ｃクラスの誰から見ても、洋介くんの現状は歓迎しないでしょ」

　平田が不在のＣクラス。確かに百害あって一利なしだ。緩和剤の役目を果たしてくれる存在がないことで、クラスに安定感を欠いている。

「ともかくまずはおまえからだ」

「なんか、あたしからだと話しにくいから質問形式にしてよ」

　それが希望なら、こっちから一人一人女子の事情を聞かせてもらうことにしよう。

　生徒名簿順にＣクラスの女子全員のプロフィールを頭に叩たたき込こんでいく。
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「───って感じかな」

　10分足らずの時間だったが、恵けいから必要になりそうな情報はあらかた聞き出した。

「ねえ。なんかにメモとか取らなくて良かったわけ？　もう１回って言われても話さないからね？」

「問題ない」

「頭に全部叩き込んだってやつ？」

「一通りはな」

　あーそうですか、凄すごい凄いと褒めてるようには見えない態度で褒められた。

「にしても対戦相手はＡクラスでしょ？　流石さすがに今回はキツイんじゃないの？」

「戦うのはオレじゃなくて、クラスメイトであるおまえらだろ。いくら司令塔が介入できるからって、戦局をひっくり返せるばかりじゃない。むしろおまえの方は大丈夫か？」

「あ、あたし？　あたしは～……」

　自分で何か言おうとして、何も出てこないようだ。

「……あたしの出番ないようにしてよ？」

「それはオレだけで決められる問題じゃない。相手の戦略によっては２回くらい出番がある可能性もあるだろうしな」

「いやいや、無理だから。あたし勉強もスポーツも得意じゃないし」

　ふるふると首を振って、出たくないをアピールする。

「清きよ隆たかなら坂さか柳やなぎさんにも勝てるって」

　ぐっと親指を立てられる。自分の出番を減らしたいのと、そして責任を負いたくないだけだろう。

　ただ、実際のところ恵にもオレの存在がどの程度かは測り切れていない。

「誰も期待してない分楽でしょ？」

「まあそうだな」

　負けて当たり前の状況というのは、楽と言えば楽だ。

「それで、もしかして話はそれだけ？　直接会って話さなきゃならないことだった？」

　それだけなら電話でいいじゃん、と口を尖とがらせる。

「直接会って話す方が分かることもあるだろ」

　期待したような返答じゃなかったのか、恵の表情は硬いままだった。

「ふうん……。とにかく話は終わりよね？　じゃあ、あたし……帰るけど？」

　これ以上、状況に変化が見られないと思ったのだろう。

　必要最低限の話が終わったところで、恵けいがそう切り出した。

「また必要なことがあったら連絡する」

「……はいはい」

　何かを期待していて、それを諦あきらめたような表情。

　だが最後まで意地を貫くつもりだったのか、自分からは言い出さない。

　言い出してくれた方がこっちとしても、行動しやすかったんだが……。

「ちょっと待ってくれ。まだ少し話があるんだった」

　部屋に入られた時に見つけられないように、引き出しにしまっていたモノ。

　オレはそれを取るために立ち上がった。

「何よ……話すことがあるんだったら早くしなさいよね」

「今日、おまえの誕生日だろ」

「え───ちゃんと、分かってたんだ……？」

　引き出しから、予あらかじめ用意しておいたモノを取り出す。学校のショップに頼んで、取り寄せてもらったものだ。誕生日のラッピングもしてもらっている。

「少しからかっただけだ」

「へ、変なフェイント挟まないで、プレゼントあるんだったら早く渡しなさいよね。他の友達から沢山良いの貰もらってるから、ハードルは上がっちゃってるけどね」

　そう言って、顔を背けながらオレの方に手を伸ばしてきた。

　オレはそんな姿を見て、すぐに手渡すのを止めた。

「欲しかったのか？」

「べ、べべ別に？」

「別にというのなら、無理に渡す必要もないか」

「は、はぁ!?　１回渡すって決めたんなら、最後まで渡しなさいよね！」

　よく分からないことを言われる。

「ホワイトデーのお返しも兼ねてるからな」

「出た……手間だからって一度にまとめちゃおうってヤツ？」

　呆あきれたようなため息をつきながら、オレからプレゼントを受け取る。

　四角い小さな箱、しかも軽いため恵はちょっと怪け訝げんそうな顔をした。

「中身入ってる？」

「空箱を渡すほどの勇気はない」

　そんなことをすれば、恵が怒るのは目に見えているからだ。

「じゃ、ここで確認するけどいいよね？」

　警察官から職務質問を受けるように、箱の中身を確かめようとする恵。プレゼント用に包装された紙を丁寧に剥はがし、出てきた箱の蓋ふたを外す。

　そこから覗のぞかせたのは金色に輝く金属片。

「な……何よコレ!?」

　そう驚くが、誰がどう見てもそれが何かは明白だ。

「ネックレスだ」

「そ、それは見れば分かるけど！　なんかめっちゃ重いプレゼントだし！」

「重い？」

「だ、だってネックレスとか友達に贈るレベルのモノじゃないっしょ！」

　そう言われても……。

　オレは恵けいの言っていることがイマイチ分からず、首を傾かしげる。

　しかし回答が返ってくるどころか、まだ言いたいことがあるらしい。

「しかも、しかもよ？　あたしに似合う感じじゃないし！　ハート形とか、さ！」

　ネックレスの核となる部分についた、ハート形のことだろう。

　どうやらオレからの誕生日プレゼントは、あまり良いモノじゃなかったらしい。

「ハート形とか、さ！」

　その部分が相当気に入らなかったのか、改めて強調される。

「ふう、ふうっ」

　顔を真っ赤にさせながらの抗議を受け流石さすがにオレもちょっとダメージを受ける。

　誰が対象であれ、プレゼントは喜ばれるために贈るものだ。

「これ高かったんじゃないの？」

「安くはないな。２万そこそこか」
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「にま……。どうして、わざわざこんな高いネックレスにしたのよ……？」

「どうしてって……」

　恵けいが、更に顔を赤くしながらオレを見てくる。

　ここは素直に答えた方が良さそうだな。

「正直、女子に誕生日プレゼントなんて渡したことがなかった。だから、とりあえず情報収集しようと思ってネット検索した。そしたら大手通販サイトの『楽観市場』で、女性の誕生日プレゼント第１位がその店のネックレスだって推おされてた。女子高生に大うけとも書いてあったからな」

　恋人かどうかを問わず、お返しとして最適と謳うたわれてあったのを記憶している。

　誕生日とホワイトデーのお返しを合わせるならそれなりの金額が必要だと判断したが。

「うわ……ぁ」

　なんだか、ドン引くような眼めで見られる。

　もしかするとオレは、少し間違えてしまったのかも知れない。

「あんた頭いいのに、そういうとこはちょっとバカなんだ。て言うか世間知らず。そもそも女子高生に大うけとかいうけど、この手のは女の子は自分で選びたいもんなの。自分に似合うものや趣味ってあるしね。まぁ指のサイズ確認が必要な指輪じゃなかっただけ、救いだけどさ……。ハッキリ言って、１００点中10点くらいだからね？　評価」

　高いプレゼントを用意したものの、惨さん憺たんたる結果らしい。

　女子高生の何たるかを語らせてしまったが、確かに反省すべき材料は少なくない。

　良かれと思って選んだものではあるが、本当に相手の気持ちを考えたものかと言われると疑問が残る。

「もし、オレが適当に菓子折りを選んでたら？」

「15点は上げたかな」

　２万円近くしたネックレスより、菓子折りの方が上だったとは。

「開封した以上返品は利かないだろうが、不要なら置いて帰ってくれ。後日菓子折りで良かったら用意しておくから」

　自身の勉強不足を嘆なげきつつ、オレはそう提言する。

　10点よりは15点の方が恵としても嬉うれしいだろう。

　そう思ったのだが……。

「…………」

　恵はネックレスを見やり、そしてオレを見る。

　そして、仕し舞まうと思われたネックレスを首に着けた。

　ちょっと鏡借りるからと言って、部屋の鏡で自分の首元を確認する。

「うーん。思った通りハート形はちょっと子供っぽいかなぁ。だけどあたしの素材がいいから、何でも似合っちゃうってのはあるわよねー」

　高校１年生が何を言っているのかと思わなくはないが、恵は真剣だ。

　しばらく自分の角度などでネックレスの見え方なんかを確認して満足げに頷うなずいた。

　試着だけして返してくるかと思ったが、ネックレスを丁寧に戻してから、箱を自分のカバンに入れる。

「ま、女の子への初めてのプレゼントみたいだし？　一応、貰もらっておいてあげるわよ」

「……それなら、それでいいんだけどな」

　突き返されたところで、他の誰かに渡せるものでもないしな。






○クラスに欠けているもの









　対決するクラスが決まった翌日。

　話し合いは昨日と同じく放課後にされるのか、この日の昼休みは特に制限はなかった。

　いつもの綾あやの小路こうじグループで集まり昼食をとることに。

　すぐに教室の端で合流し移動を始める。

「昨日の話し合いはどこまで進んだんだ？」

　オレは友人たちに、気兼ねなく昨日のことについて話を聞くことにした。

　司令塔の集まりによる対決クラス決めは、説明等含め１時間ほどだったが、クラスに戻った時には既に生徒たちは帰路に就いた後だった。

「堀ほり北きたさんから連絡受けてない？　……のも無理ないかも」

　歯切れの悪い愛あい里りの言葉。少しして話し出す。

「種目のマニュアルがあったじゃない？　結局、皆ルールを把握するので四苦八苦で……」

「話し合いにもならなかったんだよ。完全に時間の浪費をしてる」

　呆あきれるように啓けい誠せいがため息をひとつついた。

　昼休みの間の補ほ填てんだけでは理解が浸透しきらなかったようだ。いったんルールの把握だけで話し合いが終わったのか。Ｃクラスらしいと言えばらしい。

「それに、問題はクラス内だけじゃない」

「どういうこと？　ゆきむー」

「大勢の生徒が一度に集まれる場所は、学校の敷地内じゃ限られてるだろ？」

「そりゃ、カラオケやモール内のベンチとかじゃ40人は無理よね。それがどうしたわけ？」

「昨日の話し合いが終わった後、俺が一番最初に教室を出たんだが……その時Ａクラスの生徒が何人かいたんだよ。Ｃクラスの傍の廊下に」

　それがどうかしたの？と波は瑠る加かと愛あい里りは不思議そうに顔を見合わせる。

　明あき人とも分かっていなかったようだが、少しして気がついたようだった。

「……スパイってことか」

「そういうことだ。今回の試験はクラスで決める情報がモノを言うだろ？　Ｃクラスの話し合いに聞き耳を立てるだけでも、ある程度情報を拾うことが出来る」

　どんな種目が選ばれそうか、あるいは誰が何を得意であるか。

　１つでも多くの材料を手に入れておく方が優利に違いない。

　既に戦いは始まっているということだ。

「その観点から見ればＣクラスは早くも出遅れているってことさ」

「こっわ。坂さか柳やなぎさん、もう仕掛けてきてるんだ」

　ぶるっと身震いするように波瑠加が自分の両腕をさする。

「じゃあ私たちもさ、Ａクラスから情報を集めた方がいいんじゃない？　目には目を歯には歯をってヤツでさ」

　逆にやり返してやればいいと波瑠加が言う。

　しかし、啓けい誠せいが安あん易いに肯こう定ていすることはない。

「それが簡単にできるなら苦労しないんだろうけどな」

「え？」

「多分俺だけじゃない。堀ほり北きたとかも分かってるはずだ、そんなことをしても無駄だって。あのＡクラスが、今更教室に40人近く集めて話し合いをすると思ってるのか？」

　まとまりを欠くＣクラスでは、何をするにしてもまずは統一するところからがスタート。

　Ａクラスのように坂柳たち上位一部の生徒が全ての方針を決めるスタンスではない。

　誰が司令塔をするのか、誰が種目を考えるのか、誰が情報収集をするのか。

　向こうサイドは試験が始まった瞬間に役割が決まっている。

　仮にＣクラスのような話し合いが教室で持たれるとしても、偵てい察さつを阻そ止しするために２、３人見張りを立てておくくらいはしているだろう。

「でもさ、一応探りくらい入れてもいいんじゃない？　油断してるってこともあるかも。案外堂々と教室に集まって話し合いしてるかもよ？」

「もしそうだとしたら、俺は逆に怖いな。そこで流されてる情報の信しん憑ぴよう性を疑う」

　聞き耳を立てた情報が偽物だったなら、時間を浪費することにしか繋つながらない。啓誠の考えは的を射ている。情報は隠すモノだし、隠されていない情報は疑うべきだ。

「だけど情報戦をやること自体は絶対に必要だ。肝心なのはその方法、だな……」

「私たち……勝てるのかな？」

　既に包囲されているような感覚に陥ったのか、不安げな愛あい里りがそう漏もらす。

「今の時点じゃ、一歩も二歩もリードされてると見た方がいいな」

　何も決まっていないＣクラスが優位な部分は１つもない。

「でも、まさかＡクラスと戦うことになるなんてねー」

「悪いな。クジに負けたからだ」

　実際はオレが勝っていてもＡクラスを選んでいたわけだが、表面上謝っておく。

「あ、いや、それは違うって！　ごめんごめん！　全然きよぽんは責めてないから！」

　想像以上に波は瑠る加かが謝罪を重く受け止めたのか、慌てた様子を見せた。

「４分の１の当たりクジを掴つかんで来いは、流石さすがに厳しいぞ波瑠加」

　そんな言葉が明あき人とからも飛んできて、波瑠加が委い縮しゆくする。

「だ、だからそういうつもりで言ったんじゃないってば……」

　状況を変えたいと思ったのか、少し考えた後。

「ちょっとくらい手を抜いてくれればいいけどね。Ｃクラス相手にするわけだし、みやっちだってそう思うでしょ？」

「手加減ねえ……そんなタイプに見えるか？　あの坂さか柳やなぎが」

「……全く見えない。山やま内うちくん潰しだけじゃなくて、徹底的にＣクラスを虐いじめそ」

　げんなりとして、波瑠加が天井を見上げた。

「しかし災難続きだな清きよ隆たかは。こんな状況で司令塔なんて」

　啓けい誠せいが労をねぎらうように、こちらの肩を叩たたいてきた。

「まあ、プロテクトポイントがあるのは事実だしな。オレが司令塔に立つ以外に選択肢はない。負けたいわけじゃないが、誰も退学になる心配がないのは正直ありがたいところだ」

　今オレに出来る、友人たちに向けて送れる言葉はこんなところだ。

　どんな理由があるにせよ、身勝手にＡクラスとの対決に導いてるわけだしな。

「対戦相手がＡクラスなんだ、仮に負けたって清隆の責任にはならないさ」

「司令塔で坂柳さんも出てくるわけだしね」

　下馬評は１００人のうち99人は坂柳勝利に乗っかるところ。その点でも、負けたところでオレの立場がクラス内で変わることはない。逆に勝利したとしても、堀ほり北きたのリーダーシップ、緻ち密みつな戦略が功を奏そうしたと評されるに留とどまるよう動くだけのこと。

「まあ……勝つのは難しいだろうな」

　腕を組み、啓誠もどこか諦あきらめたように息を吐く。

　しかし、その中で明人が思いがけない発言をする。

「Ａクラス相手だからって、絶対に勝てないってわけでもないだろ」

「そう……なの？　いや、私だって負けたいわけじゃないけどさ……」

「秘策ってわけじゃないが、Ａクラスから勝利をもぎ取る方法はあるんじゃないか？」

　そんな風に明あき人とは言い説明を始める。

「この試験が発表された時、俺も上位クラスと戦うのは無む茶ちやだと思った。でも、池いけの発した偶然から、ちょっとした勝機を見み出いだすことが出来た」

「池くんが言ったこと？　って、もしかしてじゃんけんのこと？」

　思い出したように波は瑠る加かが言うと、明人が肯こう定ていするように頷うなずいた。

「馬鹿みたいな種目だと最初思った。けど、運の要素が左右する種目なら、誰が相手でも必ず５割前後の勝率があるってことだ。ババ抜きでも大富豪でもいい、運が大きく左右する種目を５種、当日に持ち込むのも悪くないんじゃないか、ってな」

　そんな明人の説明を受けて、波瑠加が目を輝かせる。

「その戦略で戦えばＡクラスでもＢクラスでも、互角に戦えるじゃない！」

「そうだね！　私もそれ、悪くないアイデアだと思う！」

「いや……そう甘くはない」

　喜ぶ３人とは対照的に、その戦略を啓けい誠せいが冷静に受け止める。

「ちゃんとした計算をしてみないと分からないが、この戦略で勝てる可能性は５％から10％あるかないか、そんなところだろうな」

「ええ？　たったのそれだけ？　そりゃ、きっちり50％とは言わないけどさ、20、30％くらいは勝てそうなものじゃない？　５種目選ばれて、４勝するって難しいこと？」

「波瑠加の言ってるような展開になるには相当な運が必要だ」

　勝負する７種目の内５種目がＣクラスの種目になり、かつ運よく自分たちの種目で４勝以上する可能性。各種目の勝率を５割で計算、それを確率として導き出したら……。

　頭の中でその確率を計算していく。

　７種目の内、自分たちの５種目が全て選ばれる確率が８・33％。

　５種目戦って、50％の勝率で４勝以上する確率が18・75％。

　その２つを潜くぐり抜ぬけて導き出される結論。１・56％。

　５％どころじゃないってことだ。運だけで勝ちを狙うのは得策とは言い難がたいだろう。

　とは言え、これはシンプルな面だけを見た、運で４勝以上するための計算式。

　実際には様々な要因が絡まり合って確率は変動するが、戦略と呼ぶに乏とぼしいモノであることに違いはない。

　それなら多少リスクを負ってでも、自分たちの得意な分野を種目にすべきだ。

　５割の運に頼るような種目は少ない方がいい。

「ダメか。いや、もしかしたらと思ったんだけどな」

　見通しが甘かったと明人が頬ほおを掻かいた。ふと愛あい里りがこっちを心配そうに見ていることに気付く。視線を合わせると一層心配そうな顔をした。

「清きよ隆たかくんは……その、大丈夫？　司令塔───」

　Ａクラスに勝つことの難しさが露見するにつれ、そんなことを思ったらしい。

「そうよきよぽん。プロテクトポイント持ってるからって、無理しなくて良かったのに」

　波は瑠る加かが愛あい里りの言葉に半ば被かぶせるように言ってきた。

「波瑠加の言う通りだ。少なくとも俺たちは、おまえが坂さか柳やなぎと繋つながってたなんて思ってなかった。そうだよな？」

　全員が頷うなずいてみせてくれた。信頼されるというのは悪い気がしない。

「そりゃさ、色々疑ってたクラスメイトもいたみたいだけど、堀ほり北きたさんの説明でほとんど納得できただろうしねー。っていうか、最初はプロテクトポイントって凄すごく良いモノだと思ったけど、なんか持ったら持ったで厄介なものよねー」

「プロテクトポイントを手に入れられる人が羨うらやましいって思ってたけど、清きよ隆たかくんをみてると、私もやっぱり同じような立場になったら、すぐに使っちゃうような気がするの」

　誰もが野ざらしの中、１人だけ安全圏けんにいるという事実。生半可な気持ちじゃその安全を保持し続けるのは簡単なことじゃない。弱気な愛里に対して啓けい誠せいは腕を組んで否定する。

「俺は周りになんて言われようと、プロテクトポイントを吐き出したりはしないけどな」

「でも、それでクラスメイトの反感とか、妬ねたみとか、恨うらみとか買っても？」

「そもそも大前提が間違ってる。実力で勝ち取ったモノにとやかく言われたくない。むしろ自分を守るために、清隆は意地でも保持しておくべきだったんだ」

　まるで自分が人柱になったかのように、憤ふん慨がいして啓誠は腕を組んだ。

　これまで沈黙していた明あき人とがオレを見て言う。

「実際、Ａクラス相手に戦うのは厳しいんだし、清隆が受けてくれたのはありがたいことだろ。他の生徒だったら、退学２号になったかも知れないんだぜ？　それとも、啓誠なら司令塔に立候補できたか？」

「それは……まあ、そうなんだけどな」

　ただ、啓誠の釈然としない気持ちは分からないでもない。もっと有能な生徒を司令塔に据えて、確固たる勝ちを拾いに行く。そんな姿勢を誇こ示じしたかったのだろう。

「今回も退学なんて嫌なオプション付きだけどさ、それがなかったら、誰が司令塔に一番合ってたのかなぁ。やっぱり堀北さん？」

　首を傾かしげ何人か思い浮かべる様子を見せる愛里。

「まー順当よね。あるいは平ひら田たくんや[image: ]くし田ださんとか？　ゆきむーでもよかったかもね」

　司令塔として安定した結果を残せるであろう生徒の名前が挙げられる。

「平田、な……どうなんだかな」

　対Ａクラスに関する話は、憂ゆう鬱うつになるだけだと思ったのか、明人が話題を変える。

「なあ啓誠、ＤクラスとＢクラスの戦いはどう見る」

　同じ特別試験でも、もう一方の対戦チームについて言及した。

「十中八九勝つのはＢクラスだろ。連携力が違うし、総合力は圧倒的に高いしな」

「そうよねー。司令塔も、やっぱり龍りゆう園えんくんじゃなくて金かね田だくんだったし」

　龍園のいないＤクラスは恐れる必要がない。その感覚は恐らく合っている。

　しかし、石いし崎ざきたちＤクラスは早い段階でＢクラスと戦うことを望んでいた。その判断は意外とバカにできない。もしオレがＤクラスを率いる立場だったなら、対戦相手に指名するのはＢクラスだからだ。Ａクラスは坂さか柳やなぎを筆頭に、[image: ]かつら城ぎ、橋はし本もとと油断の出来ない相手、そして学年でも高い学力を持つクラスメイトたち。Ｃクラスに関しては、オレと戦うことを好ましくは捉えていないはずだ。もちろん、表に一切出てこないことを期待する面もあるだろうが、Ｄクラスの優位性は基本的に学力ではなく身体能力。それを最大限生かすなら、やはりＢクラスを選んでおきたいところだ。ただ、それは勝てるとか優位に立つとか、そういうレベルにまでは至らない。あくまでも負けない可能性を高めるため。

　実際にＤクラスが勝てるかどうかは、ここからの選択、そして運次第だろう。

　まだ小さな芽が出てきたに過ぎない。

「あ、ちょっとアレみて」

　呟つぶやくように波は瑠る加かが視線を向けた先。そこには食堂に足を運ぶ平ひら田たの姿があった。

　その足取りは見るからに重くふらふらとして、ゾンビや幽霊のような動きに近い。

　瞳には覇は気きがなく、いつも明るかった平田とのギャップが大きい。

「重症……よね」

　それ以外に語る言葉などない、と波瑠加は小さく呟いた。誰よりもクラスのことを想おもい行動してきた男。入学してからの１年間、誰一人欠けることなくクラスが機能してきたのは、紛まぎれもなく平田の功績が大きかった。

「今回の特別試験じゃ、まず平田は役に立たない。ただでさえＡクラスと戦うのはきついのに、序盤から大きなハンデを背負ってるよな」

　やや冷たいようにも受け取れる啓けい誠せいの発言。

「私たちでどうにか───出来るわけもないよねえ」

　平田に対してのアプローチはそれ以外の生徒が頻回に行っている。

　今のところ、誰一人の言葉も届いていないのか、全く変化は見られないが。

　むしろ腫はれ物ものに触れてしまうことで、余計に被害が広がっているようにも見える。

　綾あやの小路こうじグループは平田と特別親しい人間はいない。

　そんなメンバーたちの声など、当然ながら届くはずがないと結論が出ている。

　だからこそ、啓誠の他ひ人と事ごとのようなセリフにも過敏に反応することはなかった。
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　いよいよ、本格的な話し合いが始まる放課後。唯一、すぐに席を立ったのは平田。

「平田くん！」

「ひ、平田くんっ！」

　何人かの女子が、一斉に平田に対して声を投げかける。その中にはみーちゃんもいた。

　だが、足を止めることはなく、もはやクラスがどうなろうと知らない。そんな姿勢。

　ただクラスの邪魔にはならないよう、登校し、授業を受け、帰路に就こうとする。

　そんなサイクルを繰り返していくだけなんだろう。

「待って、平ひら田たくん！」

「待つのはあなたたちの方よ」

　追いかけようとするみーちゃんたちだったが、堀ほり北きたの言葉に釘くぎを刺される。

「これから話し合いなのよ。これ以上人数を欠けさせるつもり？」

「で、でも……」

「今の彼は誰にもどうすることもできないわ。さあ、席に戻って」

　飛び出したい気持ちを押し殺させ、全員を着席させる堀北。

　今は頭を切り替えて、クラスの方針を固めていくのが最優先だろう。

「にしても高こう円えん寺じ、残ったんだな」

　意外な男の参加に、須す藤どうが驚き交じりに言う。

「フッフッフ。私はこのクラスの仲間だよ？　当然参加するさ」

　白々しいことを、まるで当たり前のように言う。

「しかし、話し合いはこの１回で終わらせてもらいたいものだねぇ。私も多忙なのだよ」

「難しい相談ね。今回の特別試験は、一朝一夕で決められるものではないわ。仮に種目を決められたとしても、その種目で勝つための動きを長期にわたってしなければならない」

　教きよう壇だんに立った堀北が、真っ向から高円寺の希望を一いつ蹴しゆうする。

　その堀北に対し高円寺はそれ以上反論せず、ニヤリと笑う。

　ひとまずはこの話し合いを聞かせてもらおうというスタンスを取るようだな。

「それならば、私は今回だけの参加になりそうだねえ」

　あくまでも、高円寺はブレない。クラスの方針がどうあれ、まとまって協力していく考えはないようだった。須藤が無言で立ち上がるが、堀北の視線を受けすぐに座り直す。ここでまた揉もめていたら、話がいつまでも前に進むことはない。

「私としては、次回も参加してもらえるようあなたに働きかけていくだけよ」

　そう諭すように語る堀北に高円寺は笑みを見せ、腕と足を組んだ。

　どうぞ話し合いをしてくれという合図だ。

「あのさー堀北。参加種目に関して素朴な疑問、聞きたいことがあるんだけど」

「何かしら池いけくん」

　挙手した池が立ち上がる。

「合計で７種目戦うって話だけど、俺たちの出番はないんじゃねーの？」

「俺たち、とは誰を指していて、どういう意味なのかしら？」

「えーっと、まぁ簡単に言えばそんなに凄すごくない生徒のこと？　運動が特別得意なわけでも、勉強ができるわけでもない生徒はさ、出番なんて来ないんじゃないかなって。７種目全部が全部、大人数の種目になるわけでもないし。もし少数精鋭で勝てる種目だけを選んでったら、結構な人数が何もしないってことになるんじゃねーの？」

　どのクラスにも40人近い生徒が在籍している。

　１つ２つ多人数の種目が選ばれたとしても、７種目戦って20、30人。

　つまり組み合わせ次第では半数近くが種目に参加することはない、と言いたいようだ。

「そんなの分かんないじゃん。20人とかの種目になったら？」

　池いけの意見に割り込むように、恵けいが発言する。

「バッカだなー軽かる井い沢ざわ。サッカーでも１チーム11人で出来るんだぜ？　それ以上必要な種目ってなんだよ。俺なんて１つも思いつかないぜ？」

「それは～……野球とか？」

「野球は10人だろ、サッカーより少ないし」

「野球は９人よ」

　堀ほり北きたから鋭い指摘が、即座に飛んでくる。

「……まぁ、だから要は全然いらないってことじゃん」

「いやでもあるぜ？　アメフトはサッカーと同じ11人だし、ラグビーは確か15人だ」

　10人以上必要となる種目を、須す藤どうが挙げる。

「いやでもさーラグビーとかやるかあ？　俺ルールも知らないぜ？」

　けしてマイナーなスポーツじゃないが、縁のない人間には全く未知の領域だ。体育の授業でやるものでもないしな。Ａクラスの生徒だって例に漏もれないだろう。

　今からラグビーの練習を始めるような展開はあまり想像できない。

　種目として申請しても通るか怪しい上に、誰にとってもメリットは少なそうだ。

「だからさ、俺たちの出番は来ないと思うわけさ」

「何が言いたいの？」

「その……こういう集まりとか、この後の練習とかいらないんじゃないかなって」

「楽をしたい気持ちは分かるわ。確かにやりたくもないことをやることになれば、精神的に負荷がかかるのは間違いない。それに、貴重な休憩や休みが削けずられるものね」

「そ、そこまでは言わないけどさあ……」

「でも、私は全員が協力し合う必要があると判断しているの」

「理由聞かせれてくれよ。俺は納得できる話なら全力でサポートするぜ」

　須藤が言う。

「どれだけの人数が必要になるか、それは相手のルール次第だからよ。たとえば相手にバレーを提案されたとする。通常バレーは６人対６人のスポーツだけれど、ルールもある程度決める権利がある。時間制限30分の試合で、10分ごとに全員交代のルールが設けられたとしたら？　参加人数はどうなるかしら」

「えっと……６人が10分で交代だから……」

　それだけで18人。ほぼ半数の生徒が参加することになる。

　しかも、一度に必要な人数は６人のため、どの学年どのクラスでも問題なく参加可能なルールと言える。学校側も申請許可を出しやすい。

「もしそんな種目が１つじゃなかったら？　蓋ふたを開けてみれば、全員が２つ３つの種目に強制参加しなければいけない場合もある。それくらいの心構えは必要ね」

　もちろん、Ａクラスの出してくる種目とルール次第だが。

　楽をさせないという意味では、フェイクでもその手の種目を混ぜてくるかもしれない。

「今はまだピンと来ない人もいるでしょうけど、これは想像以上に複雑な特別試験よ」

　種目一つ一つを切り抜けば、馬鹿らしいと思うものも出てくるだろう。

　池いけが言ったじゃんけんや、トランプのような類たぐいの種目があってもおかしくない。

　何としてでも４勝するためには、格かつ好こうをつけているような余裕はないからだ。

　どんな内容になろうとも、確実に勝てるだけの種目、そして人選が必要とされる。

「今日は長い時間拘束するつもりもないわ」

　というより、拘束してもすぐに良いアイデアが出るとは限らない。

「だから今日はひとまずこの場にいる全員に課題を出させてもらう。明日の放課後までに『自分が得意な種目』そして『絶対に負けない種目』があればそれを考えてきて欲しいの。個人戦チーム戦に関係なくね」

　５種目の内、必ず入れておきたいのが『１対１の種目』だ。恐らくどのクラスにとっても絶対に落とせない自信をもって挑むものになるだろう。しかし裏を返せば、落としてしまった時のダメージは計り知れない。他人には負けない特技や才能を持った生徒が望ましい。

「でも、学校側が認めるものじゃないとダメなんだろ？　基準がよく分かんないんだよな」

　マイナー過ぎる種目やルールは学校からノーを突き付けられる。

　その部分がハッキリしないのは多くの生徒が抱える問題だろう。

「今は気にしなくて構わないわ。学校に通せる種目であるかどうか、それは意見が出そろってから考えれば良いことだもの。今はどんな種目でも歓迎するわ」

「つまり格ゲーとか、カラオケとかそんなんでもいいわけ？」

「ええ。問わずよ」

　改めて堀ほり北きたが、その点を念押しして心配ないことを伝える。正しいやり方だろう。

　まずは自分が得意とするものを聞きだすことから始めるのは重要だ。

「得意なものが１つもない場合どうすればいいわけ？」

　波は瑠る加かから、堀北に質問が飛ぶ。

「自信のない人は白紙で構わないわ。自分が絶対の自信を持てない種目を採用するのはリスキーだもの」

　１つでも多くの種目は上がってきてほしいだろうが、厳選している時間はないってことか。今のところ堀北の判断に間違いはなさそうなので見守って大丈夫そうだ。

「いいのかね？　そんなに早く話し合いを終わらせても」

「これだけ短ければ、次回も参加しやすいでしょう？　高こう円えん寺じくん」

「１回は１回さ。私が参加するのはね」

「……でも、今日出した『課題』はクリアしてもらわないと困るわ。そうでなければ、参加したとは言い難にくいんじゃないかしら？」

「得意な種目を考えてくる、だったねぇ」

　顎に手を当て、笑みを崩さない。

「そうよ。あなたが１回は参加したというのなら、その結果だけは出してもらわないと」

　それが出来ないなら２回目も参加しろという堀ほり北きたの狙い。

　高こう円えん寺じは優雅に立ち上がると、一言だけ堀北に告げる。

「私に出来ないことなどないさ。パーフェクトヒューマンだからねぇ」

「どんな対戦相手が来ても、どんな種目であっても、あなたなら必ず勝ってくれる、そう確信していいのね？」

　半ば挑発であり、そして期待を寄せずにはいられない部分でもあるだろう。

　その問いかけに高円寺はなんと答えるだろうか。

「私が参加した種目で勝ちをもたらす。なるほど、それを約束すればいいわけだね？」

「そうよ。それが出来るなら、この特別試験あなたは好きにしていて構わない。今後話し合いに参加する必要はないし、こちらから何か意見を求めはしないわ」

「お、おい鈴すず音ね」

　とんでもない話に須す藤どうが慌てるが、堀北は続ける。

「でも覚えておいて。あなたが不参加になった場合や、あるいは種目に負けた場合……その時は全ての発言に疑いを持つし、クラスメイトのあなたに対する不信感は急増する」

　悪くないアイデアだな堀北。こうすることで、高円寺を当日にフル活用しようという狙いだ。学力、身体能力共に一級品である高円寺だが、唯一の不安材料は性格。当日に休まれたり不真面目にされるくらいなら、今を我慢しようという算段だ。果たして高円寺はどう答えるのか。高円寺は教室を出て行きかけたが、足を止める。

「１つだけ言っておくよ。そんな言葉で私を縛しばれると思わないほうがいい。誰にも負けない天才であることは事実だが、その才能を君のために使うかどうかを決めるのは私自身だ」

　つまり、高円寺の答えは実質ノーに近いものと取れた。今後の発言を疑われようと、不信感が急増しようと関係ない。自分のやりたいようにやっていくというだけ。

　その言葉を残し、高円寺は再び歩き出すと教室を後にした。

「……一筋縄ではいかないわね、彼は」

「あいつ、マジで舐なめてやがるよな……。何が誰にも負けない天才だよ。俺が対戦相手だったら、バスケでぶちのめしてやんのによ」

　須藤がそう毒づきたくなる気持ちは十分に分かる。

　如い何かに才気優れる人間がいたとしても、オールマイティーというわけにはいかない。

　実際、バスケで須藤と戦えば高円寺に勝てるのかという疑問は湧わいてくる。

「彼が当日に働いてくれるなら、ある程度結果を残してくれるかも知れないわ。どれだけ響いたかは分からないけれど、今は様子を見るしかなさそうね。そうでしょう？」

「そうだけどよ……」

　確かに高こう円えん寺じが負けるビジョンが思い浮かばないのも事実だ。あれだけの大言と自信を見せつけられると、あるいはという可能性も浮かんでくるだけに侮れないのも正直なところだ。須す藤どうもその点はよく分かっているだろう。

「けどよ、あいつが真面目に試合なんてやると思うか？」

「どうかしらね」

　真面目にやれば勝てても、真面目にやらなければ勝てない。
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　次の日。オレは朝登校してきた堀ほり北きたにこう告げられる。

「平ひら田た君に関しては、少なくともこの試験中は、戦力として計算しないことにしたわ」

　昨日、高円寺も参加した放課後の集まりを無言で拒否した平田。

　あの様子を見せられては、堀北がその決断を下すのも無理はない。

「妥だ当とうな判断だな。あてにするには不安要素が多すぎる」

　強引に参加させることが出来ても、逆効果になるだけだろう。

「この試験だけならまだいいのだけれど、場合によってはこの先もずっと続くわね」

　その心配は、けして大げさなものじゃない。

　復調を期待したいのは共通の認識だろうが、その方法は今現在不明だ。

「もし平田の離脱が仕方ないと考えるなら、退学してもらう道もあるんじゃないか？」

　オレがそう話を持っていくと、やや驚きながらも冷静に受け止める。

「それは……そうね、そういうことも、考えなければいけなくなるかも知れない。今回彼が自じ暴ぼう自じ棄きになって司令塔をやりたいと言い出さなかったのがせめてもの救いね」

　今回の特別試験で、平田が司令塔に立候補してくることも十分にあり得た。

　そしてわざと敗北し退学する。簡単なことだ。

　ただ、本人がこの学校に未練がないとしても、それで他人を困らせたいわけではない。

　だからこそ負けに行くための立候補はあえてしなかったと見るべきだ。

　今も大人しく生活をしているのは、退学することでクラスはマイナス査定を受けるからなのだろう。辞やめる時は他人に迷惑をかけずに辞める動き。

　しかしそれは、あくまでも『今現在』に限っての話だ。

「でも───いつまでも善人のままとは限らないわよね。いつ自暴自棄になるか……」

「そうだな」

　堀北が言う自暴自棄になってしまえば、平田もどう出るか分からない。

　退学ついでに、クラスを半壊に追い込む恐れだって絶対にないとは言い切れない。

「だからこそ、爆弾を抱えた彼には今、出番を与えたくないの。そして、誘発しないようにクラスをまとめ上げておきたい」

　Ｃクラスの中でのぶつかり合いこそ、平田が一番毛嫌いすること。

　それを避けるために、今回堀ほり北きたは最初から積極的にかかわっている。

「大変だな」

「司令塔になったあなたも、これから大変になっていくのよ」

「全部任せる。司令塔の関与部分にしても、堀北なら適切にアイデアを出せるだろ」

　ジロリと薄眼で睨にらみつけられる。

「あなたそれで坂さか柳やなぎさんに勝てるの？」

「さあ」

「さあって……私は勝つつもりでいるの。もっと参加してもらえない？」

　そんなことは言われるまでも無く分かっている。

「オレがクラスに積極的にかかわって、種目のメンバーをどうするか決めたり、司令塔関与のルールを決めていくのか？　その姿を想像してみろ」

　そう言うと、だんだんと堀北の顔つきが強こわ張ばっていく。

「……恐ろしいまでに想像がつかないわね」

「だろ？」

　オレはあくまで、クラスにおいては日陰の存在。司令塔になってもそれは変わらない。

　いきなりアレコレと指示を飛ばしだす方がどうかしている。

　堀北がまとめ上げた戦略を基準にして、それを利用する形を取らせてもらおう。

　話をしていると、ガラッと教室の空気が変わるのを感じた。

　平ひら田たが登校してきたのだ。多くの生徒が直視しないようにしながらも、気に掛ける。

「お、おはよう、平田くんっ」

　朝、遅刻ギリギリで登校してきた平田にみーちゃんが声をかけに行く。この場の悪い空気にめげない勇気のある行動だ。しかし相手にされず無視されてしまう。

　平田はそのまま誰に反応することもなく、静かに席についた。

　それでもみーちゃんは笑顔を崩さない。

「誰に想像できたかしらね、今のこの事態が」

「まったくな」

　みーちゃんの健闘も虚むなしく平田の孤独な時間は続いていく。

「それにしても、彼女だけは平田くんに声をかけることを諦あきらめないわね。彼とそれほど深い接点があったようには思えなかったけれど……」

　みーちゃんが平田に対して特別気をかけていることは、堀北も気がついている。

　そして、どうしてこんなことを続けるのか疑問に思い始めたようだ。

「優しいから、なんじゃないのか？」

「それなら、他の生徒に対しても同じように見せないと辻つじ褄つまが合わないわ」

「確かに」

　山やま内うちが退学しそうな時に、もっとみーちゃんが親身になっていてもおかしくない。

　とするなら、やはり平田に声をかけ続ける理由は１つしかないだろう。

「恋、かもな」

「残された可能性はそれでしょうね……まったく、くだらない感情だわ」

　呆あきれたように腕を組んで、理解できないと左右に首を振る。

「クラスのリソースを彼に割かせるのも、制限をかけるべきかも……ね」

　一定期間、平ひら田たのことは全員で放っておくという考え。

「それは難しいんじゃないか？」

「そんなことないわ。もう、彼女を除いて積極的に声をかける人はいないもの」

　どこまでも献身的なみーちゃんに対しても、無視を決め込む平田。

　ここで更に踏み込んでいける生徒は、確かにそう多くはないだろう。

「動機はなんであれ、何とか忘れてもらいたいものね」

　どうすれば諦あきらめるのだろうかと、堀ほり北きたは考える。

「ある程度なら、私も文句を言うつもりはない。でも、明らかに悪影響が出はじめてる」

「まあ、身が入ってないのは事実だろうけどな」

　それにクラスの雰囲気は、平田が絡むたびに険悪になる。

　平田に強く無視されたみーちゃんだが、再びめげずに平田に近づいていく。

「あのね平田くん、今日お昼に───」

　ランチを誘おうとでも思ったのか、そう声をかけに行ったみーちゃんだが……。

「もう放っておいてくれないか」

「っ」

　教室の中に、平田のやや厳しい言葉が飛ぶ。

　言葉を投げかけたみーちゃんに対して、平田が拒絶を露あらわにする。

「鬱うつ陶とうしいんだ」

　その声には冷たい感情しか含まれていない。

「そ、その、私……ただ、お昼を、一緒に、食べたくて……」

　懸命に笑顔を保とうとするみーちゃんだが、感情に押しつぶされ笑顔が崩れていく。

「食べないよ。君とは絶対に」

　これ以上ない、ノーを叩たたきつける平田。

　そんな平田を見たくない女子たちは露骨に視線を外す。

「ねえ、ちょっと洋よう介すけくん。それはいくら何でも言いすぎなんじゃない？」

　ここで、恵けいが動いた。いや、この状況で、動かざるを得なかったのかも知れない。

　恵の取り巻き立ちから、何とかできないかと頼まれた様子が簡単に思い描ける。ここで平田が引いてくれれば、恵のメンツも保てるし、ひとまずはクラスに落ち着きを取り戻せる。

　しかし───

「馴なれ馴なれしく下の名前で呼ばないでくれるかな。僕とはもう何でもないよね？」

「そ、それはそうだけど。じゃあ平田くん、みーちゃんに強く言いすぎ」

　名前を訂正し、それでも恵けいは果か敢かんに平ひら田たに向かった。

　女子をまとめるリーダーとして、その役目をきっちりと果たす。

「普段君が取ってる態度に比べれば、些さ細さいな違いだよ」

　反撃を止めない平田。

「なっ……あ、あたしはクラスの為に───！」

「もう静かにしてくれるかな。じゃないと……分かるよね？」

　続けようとする恵の言葉を、平田は強引に塞ふさぐ。

　もしこれ以上余計なことをするなら、何もかも暴ばく露ろする、そんな脅おどしじみた発言。

　少なくとも弱みを平田に見せている恵にしてみれば、そう捉えることは必然だ。

「何よ、あーウザい。もう知らないからね」

　こうなってしまっては、恵には取れる術すべがない。

　止やむ無なく撤退する形で引き下がる。

「いつまで僕の傍に立ってるつもり？」

　呆あつ気けなく恵を撃沈させた平田は、動けないでいる泣きそうなみーちゃんに追い打ちをかける。平田に全てを拒絶され、みーちゃんは俯うつむき加減に自分の席に座った。

　平田も、二度とみーちゃんから声をかけられることはないだろうと思ったはずだ。

「クラス全体の士気低下は、酷ひどいものね……」

「高こう円えん寺じは全く気にしてないみたいだけどな」

　重苦しい教室の中だが、１人の男だけは何一つ気に留めていない。

　平田とみーちゃん、そして恵との口論の中でも、自分の手入れに余念がない様子。

「どうしてウチのクラスは、こうも問題児揃ぞろいなの？」

　おまえもその１人に数えられてると思うけどな、という言葉は飲み込んでおいた。
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　どんなに空気が悪くとも、時間は等しく流れていく。

　授業が終われば、当然放課後がやって来る。

　２度目のクラス会議。正確にはオレが参加しなかった１回を含めて３回目か。

　試験が始まって既に３日目。そろそろ前に進みたいところだろう。

　平田は１人、今日もすぐに教室を出ていく。

　みーちゃんはすぐに迷いを見せる。

　そして奮い立たせるように一度立ち上がった。

　だが、足が一歩前に出ない。

　朝、平田に拒絶されたことが脳のう裏りを過よぎったんだろう。

　立ち上がりかけた足が折れ、椅子に座り込む。

「それでいいのよ───」

　堀ほり北きたの残ざん酷こくだが、優しい言葉がオレの耳に小さく飛ぶ。今は平ひら田たにかかわらない方がいい。それが無難だと堀北やクラスメイトたちは分かっている。

　時折嫉しつ妬とした男子たちが平田に不満を漏もらすが、それも今は聞こえてこない。落ちて行った男を蔑むような連中ではないのか。あるいは平田だからこそ、悪く言えないのか。

「みーちゃん、今日話し合いが終わったらさ、一緒に帰らない？」

　[image: ]くし田だが、そんなみーちゃんの精神状態を見越してか声をかける。

「こんな時は彼女が頼もしいわね」

「そうだな」

　困っている友人を放っておかない[image: ]田。

　平田を救えないのなら、せめてみーちゃんをという[image: ]田の方針。

　それが心証の点数稼ぎ、そんな動機であれ救いになるのであれば良いことだ。

　しかし、みーちゃんは頷うなずくことはなかった。

「では私もこれで失礼するよ」

　やはり、高こう円えん寺じは参加する意思はないようで、平田の後に続き教室を出る。

　既に堀北からお墨付きが出ていると言わんばかりに、堂々とした様子だった。

　結局話し合いは37人で行われることになりそうだ。

　高円寺を見送った後、堀北は席を立つと教きよう壇だんの前に立つ。

　それを横目に見ながら茶ちや柱ばしらも教室を後にした。

「さて。全員自分が得意とするものを考えてきてくれたかしら」

「待ってくれ。話し合いの前に気を付けたいことがあるんだ」

　話し合いの前、一番初めに挙手したのは啓けい誠せい。

「何かしら、幸ゆき村むらくん」

「オレたちＣクラスの話し合いを、盗み聞きされるのを心配してる」

　教室を締しめきっていても、すぐそばの廊下に張り付かれれば声は聞こえてくる。

「そうね。この学校では、まともな話し合い一つすることすら許されないわね」

「対策を立てるべきじゃないか？　たとえば見張りを何人か立てるとか。何もせずに堂々と話し合うのは、正直問題だと思う」

「ええ、その通りよ」

　既に分かっていると、堀北は頷く。

「でも見張りを立てることが対策になると私は思わない」

「……どうして」

「見張りを立てて、教室に近づくなと警告でもするつもりかしら？　廊下は生徒全員が平等に使うことの出来る共有スペースよ。いえ、もっと厳密に言うならこのＣクラスだって例外じゃない。他クラスの生徒を拒絶するだけの権利は持っていないもの」

　もし通るのを妨ぼう害がいすれば、その点にクレームを付けられる可能性もあると堀北は言う。

「だから見張るだけ無駄ということ」

「なら、ここで話し合うことを全部筒抜けにさせるつもりなのか？　誰が何を得意で不得意としてるか、そんな情報をタダで与えるのは百害あって一利なしだ」

「それに関しては、これを使うことで解消するわ」

　堀ほり北きたが取り出したもの。それは携帯電話だ。

「クラス全体のグループチャットを作って、この特別試験専用の議論を行うの。口頭で意見を交わしつつも、重要なことはここでやり取りをする。そうすれば他クラスが盗み聞きをしていようとも問題は生じないわ」

　そのアイデアを聞き、啓けい誠せいも納得したように頷うなずく。

「なるほど……それなら大丈夫そうだな」

「じゃあ、私が全員にコンタクトを送って作ってもいいかな？」

　そう申し出てきた[image: ]くし田だに、堀北も反対しない。

　唯一クラス全員の連絡先を知っている生徒と言っても、過言じゃないからな。

「あの───」

　堀北と啓誠の話の途中、みーちゃんが立ち上がる。

「ごめんなさい。今日、私……その、用事があるので……」

「それって……平ひら田たくんを追いかけるの？」

　[image: ]田の問いかけに、小さく頷いたみーちゃん。

　重たいはずの足を動かし、歩き出して平田を追おうとする。

「待ちなさい。今そんなことをしても意味ないわ」

「それ……どういう意味ですか」

　堀北に対して、みーちゃんが思いがけず強い口調で問い返した。

「彼は今役に立たない。あなたまで引きずられるわよ」

「私は、私は平田くんを見捨てたくないんです」

「見捨てるとか見捨てないの話をしているんじゃない、今はそっとしておくというだけよ」

「なら、いつになったら平田くんを助けてあげるんですか」

「……それは彼次第よ」

「違う。そんなの、違う、私は違うと思いますっ」

　そう言って、みーちゃんは歩き出した。そして制止を聞かず教室を出て行く。

「全く───今は放っておかないといけないのよ」

　誰一人、当然みーちゃんを追う真ま似ねはしない。

「私も少し席を外すわ。全員帰らずに待っていて」

　みーちゃんを追いかけ連れ戻す意思を示し、堀北までが教室を出る。

　他人に任せておいてもダメだと思ったんだろう。

「めちゃくちゃだな……平田のせいでまともに話し合いも出来ない」

　そう啓誠が毒づきたくなるのも無理はない。

　結局、オレたちは３日目にしてまだ何も進みだせていない。オレは席を立つ。

「おい綾あやの小路こうじ、おまえまで追うつもりかよ。鈴すず音ねは待てって言っただろ」

　須す藤どうにそう注意される。確かに、こんな風に一人一人が抜けていては酷ひどくなる一方だ。

「分かってる」

「分かってるって、オイ！」

　廊下を歩きだしたばかりの堀ほり北きたに、声をかけ呼び止める。

「堀北」

「……動かないよう指示したはずよ」

「みーちゃんを強引に連れ戻すつもりだろうけど、おまえが動く必要はない。オレが行ってくる。おまえはクラスをまとめる役目だろ」

「あなたも司令塔。けして他ひ人と事ごとではないのよ？　クラスの戦力を分析しなければ、司令塔としての力は発揮できないの」

「その辺は、あとでおまえに考えてもらえばいいだろ。どうせオレには何もできない」

「そういう問題じゃ……」

「おまえに平ひら田たの問題が解決できるのか？」

「それは……」

「放置しておくのが得策だと考えてる人間が追うことじゃない」

　平田が壊れることになった１つの要因である堀北は近づくべきではない。

「だったら、解決……できると思うの？」

「周りの努力次第だ」

「それで解決するなら、とっくに解決していなければおかしいわ」

　みーちゃんだけじゃない。多くの生徒が平田のことを心配し声をかけてきた。

　そして効果が一切表れていないことを確信したからこそ、堀北はみーちゃんの行動を疑問視し始めている。

「まあ、後でな。みーちゃんと平田を見失ってしまう」

「早く戻ってくるのよ」

　母親のように送り出される。歩き出すと、バッタリと橋はし本もとに遭そう遇ぐうする。

　単なる偶然……ではないだろう。オレたちＣクラスへの監視目的で近づいてきたか。

　今のオレと堀北との会話も聞かれていた可能性はある。

　橋本は驚いた様子はなく、どこか面白そうに笑って声をかけてきた。

「よう綾小路」

　とはいえ、ゆっくりと話し込んでいる暇はない。

「悪いな、今ちょっと急いでるんだ」

「クラスメイトを追いかけてるなら、あっちの方に走ってったぜ」

　軽く頷うなずいて答え、オレはみーちゃんの後を追う。

　ここ２日間の平田の行動は全て同じだ。

　放課後に誰とも会わないために一目散に寮の自室へと戻るのは間違いないだろう。
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　学校を出て間もなくして、まずはみーちゃんの姿を見つける。

　そしてその先に、平ひら田たの帰っていく背中も。

　あの場で勇気を出して飛び出した割には、平田に声をかけられずにいるようだ。

　拒絶された今朝のことが、脳のう裏りにこびりついて離れないのだろう。

「声、かけないのか？」

「……綾あやの小路こうじくん」

　みーちゃんがオレに気づく。

　オレはみーちゃんに並んで歩きだし、平田の背中を見つめる。

「ちょっと、尻込みしてしまって……」

　今朝声をかけて、拒否されたばかりだもんな。

「ならどうして追いかけてきたんだ。他の奴やつは大体諦あきらめてる」

「それは……どうしてだろう」

　どうやら、深くは考えていなかったらしい。

　自分が平田を追いかけ続ける理由を考えるみーちゃん。

　単に平田が好きだから、という理由だけではないだろう。

　しばらく悩んだ後、答えを少し見つけたのかみーちゃんが話し出す。

「皆、今の平田くんはそっとしておくべきだって言う。でも……私、それは違うと思うんです。苦しい時、辛つらい時だからこそ、助けてあげなきゃいけないんじゃないかって……」

　だから追いかけてきた、と言う。

「それでみーちゃんが嫌われることになってもいいのか？」

　一度だけならいいが、繰り返していれば平田の対応はどんどんとキツイものになる。

　怒鳴られるようなことにだって、ならないとは言い切れない。

「……嫌」

　平田からの拒絶を思い出して、みーちゃんが首を左右に振った。

「嫌だけど……だけど、私が嫌われることで、少しでも平田くんが、自分は一人じゃないって感じてくれるなら、救われるって後ででもいいから、思ってくれるなら……嫌われたって平気です！」

　強がり。心が挫くじけないための強がり。

　だが、その瞳の力強さだけは間違いなく本物だと思えた。

「私は間違ってますか？　綾小路くん」

「いや。正しい」

　今、平田のことを放置することは、けして事態を好転させてはくれない。

　そんなことをすれば、あいつは深い闇に囚とらわれ抜け出せなくなる。

「なら声をかけるか」

「はいっ」

　みーちゃんが重くなっていた足を、再び前に。

　そして駆かけ足で平ひら田たとの距離を詰めていく。

　後で堀ほり北きたには怒られることになるだろうが、今はこうしておくのがベストだ。

　どこまでも『平田を追い込む』には、ああいう優しさが一番ダメージを与える。

　そして近いうち、あいつの心は壊れて、強引に退学する道を選ぶだろう。

　一人で教室近くに戻って来ると、橋はし本もとが携帯を弄いじりながらオレを見つける。

「よう」

「Ｃクラスからの情報は盗とれそうか？」

「いや、残念ながら。肝心な部分を携帯で話されたんじゃ、手の打ちようもない」

　肩を竦すくませる橋本は、携帯を仕し舞まう。

　携帯を使う戦略は聞き耳を立てていてわかったようだ。

「おまえが戻って来るのを待ってたんだ。どうだったんだ？　追いかけた成果は」

「見ての通り、空手だ」

　みーちゃんを連れ戻せなかったことをアピールする。

「なかなか一枚岩になれなくて、大変そうだな」

「大変なのはそんなクラスをまとめてる堀北だ」

「プロテクトポイントを持ってるからって、おまえが司令塔になる必要はあったのか？」

　饒じよう舌ぜつに絡んでくる橋本。こちらから１つでも情報を引き出す狙いか。

「相手はＡクラスだ。まずウチのクラスに勝ち目はない。退学が必然となったら、猶ゆう予よのあるオレがなる以外に選択肢はないと思う」

「なるほど、確かにそうだな」

　どこか納得のいってない様子の橋本だったが、諦あきらめたように歩き出す。

「軽く偵てい察さつには来たが、無駄だから止やめとけとウチの姫様には言われてたのさ。それでも俺は拾える情報は拾っておこうと思ったんだが、流石さすがにそこまでバカじゃなかったか」

　軽くオレの肩を叩たたいて、橋本はどこかへ歩いて行った。その背中を見送った後、種目決めの話し合いが始まっていた教室に戻る。みーちゃんを連れ戻せなかったことを目で堀北に伝えつつ、着席。そのことに関しては、堀北から突っ込まれることはなかった。

　携帯では既に得意不得意の話し合いがそれなりに進んでいるようで、半数以上の生徒からの回答が出ている状態だった。

　オレの知っている知識、そして恵けいの補足で理解できるイメージ通りの流れのようだ。須す藤どうはバスケ、小お野の寺でらは水泳、明あき人とは弓道、といったようにまずは各々得意とするスポーツが並んでいる。続いて堀北や啓けい誠せいのような学力に自信のある生徒は、特に高得点を取れる科目を挙げているといった形だ。ただ、スポーツの一点特化と違って学力勝負は相当な実力がないと種目にするにはハードルが高い。

「綾あやの小路こうじくん、廊下に他クラスの生徒はいたかしら」

「さっきまではいたみたいだが、携帯を使って会議を始めたのに気付いて帰ってった」

「そう。当然と言えば当然ね」

　今、偵てい察さつがいないことを流れから理解した須す藤どうが動く。

「バスケ、バスケは絶対に入れてくれ！」

　堀ほり北きたに直じか談だん判ぱんする須藤。

「あなたの実力は疑わない。どのクラスの相手であっても負けることはない。そうね？」

「バスケには色んな戦い方がある。１on１を選んでくれりゃ、必ず１勝を取って見せるぜ」

　バスケットの本来のルールは、５対５でコート上で行われるモノだ。

　だが、派生ルールは幾いくつか存在する。須藤が提唱する１on１もその１つ。ルールを手堅くすれば十分種目として認定されるだろう。

「そうね。あなたのバスケット選手としての実力は、疑いようがない。１対１なら、まず間違いなく１勝をもたらしてくれると思っているわ」

「絶対だ」

「でも、今回の特別試験、そう簡単にはいかないの」

「な、なんでだよ」

「１対１に特化した種目は１つしか選べないからよ」

　種目を決めるルールの上で『種目参加の人数が同じものは選べない』とある。

「もし１対１の種目が幾つでも許されるのなら、特化した人だけを選べばいいものね。ウチのクラスには水泳が得意な小お野の寺でらさんがいる。勝つためなら彼女に１対１で水泳勝負をしてもらう形でも解決するもの」

　それで手堅く１勝を取ることが出来る。

　もちろん、男子をぶつけてくるリスクはあるが、小野寺のタイムなら十分に勝負できる。

「英語の勝負なら、王ワンさんは常に満点に近い成績を収めている。そんな風に、１対１に特化させた戦い方で勝つ可能性の高い生徒は、少なからずこのクラスにいるのよ」

　勝利をもたらせると思っていた須藤の顔が、少しだけ曇くもる。

「私はバスケットの初心者だから、単純に興味本位として聞くわ。仮に正規のバスケット、つまり５対５で勝負したとして。あなた以外の４人を運動の得意じゃない女子で固める。そのチームでどんな対戦相手が来ようとも勝てる？」

「正直、弱いチームなら俺１人で勝てる自信はあるぜ……。けど、バスケ経験者が混じって来るとなると……絶対とは言い切れねえ」

「正直者ね。ここで無意味に勝てると豪ごう語ごしないあなたを、私は素直に尊敬するわ」

　だからこそ、と堀北は前置きする。

「あなたも良く考えて。バスケットの種目を捨てるのは確かに惜おしい。なら、５対５で、かつ最小限の戦力で絶対に勝てると思うメンバーを選んで。そのうえで私が納得できたなら、１種目として学校側に提出することを約束する」

「……分かった」

　真正面から堀ほり北きたの話を受け止めた須す藤どうが、頷うなずく。

　そして自らのシミュレーションをするため、席に戻って行った。

　難しいところだ。須藤は運動神経が良い。バスケットで使うことが最大限力を発揮できるのは間違いないだろうが、他の使い方も出来る生徒。

　今回のような試験では、多くの場面で強カードの役目を果たしてくれる。

　安あん易いに１対１で消費してしまうのは惜おしいという考え方をしておくのも大切だ。

　それに、バスケットを種目に入れるかは、最後まで冷静に見極めたいところだろう。仮に５対５で勝てる可能性が見えてきても、相手だってバカじゃない。10種目の中にバスケットがあれば須藤が出てくることを読まれてしまう。

　手堅い５人で固め、須藤対策をして勝ちを拾いに来ることもあるだろう。逆にその１戦だけは完全に捨てて残りを拾いに行くこともある。

　と、堀北たちはこんな話をこれから延々と繰り返していくことになる。

　オレは携帯でチャットを見ているフリをしながら、ルームを閉じた。

　どうせオレは司令塔。得意不得意を聞かれることはない。

　この話し合いには形だけ参加するが、詳細は全て堀北に任せる方針から変わらない。

　１時間ほどやり取りをし、全員から意見を集め終えた堀北。ここからは全体で集まるというよりも、堀北が個別に詰めていく形にシフトしていくんじゃないだろうか。
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　木曜日、平日の通学路の朝。

　春が近づいてきたとはいえ、今日は例年よりも気温が低く寒い一日になるようだ。

「おはよーおはよー、寒いねー」

　背後で、そんな元気な声が聞こえる。

　オレが話しかけられているとは思わず、無視して歩いていると慌てた声に変わる。

「ちょ、ちょっとちょっと～？　綾あやの小路こうじくん？」

　どうやら、おはようと声をかけられたのはオレらしい。

　振り返った先にいたのはＢクラス担任の星ほし之の宮みや先生だった。

「待ってってば～」

　冷たい手がオレの手を掴つかまえる。

　女教師が自然と男子生徒の手を掴むのは如何いかがなものか。

「すみません。話しかけられてると思わなかったので。何か用ですか？」

「用がないと話しかけちゃダメ？」

　手を掴んだまま、上目遣いに見上げてくる。

　明らかに自分が可愛かわいいと分かっている人種の行動だ。

　普段、[image: ]くし田だの一挙手一投足を見ていたせいか、そんなことが分かり始めた。

「そういうわけじゃないですが……」

　少し強引に腕を引いて、星ほし之の宮みや先生の手を振りほどく。

　そんなオレの仕草を見て、何な故ぜかははーん、と悪い笑みを浮かべてきた。

「ねえねえ。流石さすがに彼女くらいできた？」

「いえ全く。出来る気配もありませんけど」

「えーそうなの？　こんなに恵まれた環境なのに、勿もつ体たいないなー」

　どの辺りが『こんなに恵まれた』なんだろうか。

「あー分かってないなー」

　それじゃダメよ、と星之宮先生がオレの耳元に囁ささやく。

「この学校の生徒たちは、すごーく恋愛しやすい環境にいるってことなの」

「どうしてですか」

　聞き返すと、星之宮先生は少しだけ引いた。

「本当に分からないの？」

「はい、全く」

　オレが肯こう定ていすると、星之宮先生はポンポンと肩を二度三度と叩たたいた。

「なんか、一周回って綾あやの小路こうじくんが違うベクトルで可愛かわいく見えてきたかもっ」

　いや、全然さっぱり、この人が何を言いたいのかが分からない。

「先に断っておくけど……私は今の状況を嘆なげいてるのよ。前から思ってることなんだけどね、同じ寮で男女が暮らしてるのは問題だと思うのよー」

「そうなんですか」

　部屋が別々なのだから、全く問題ないように思えるが。息がかかりそうな距離から逃げるように離れる。すると、また星之宮先生は距離を詰めてきた。

「これは私の友達に聞いた話なんだけど、ある企業に就職した子たちは、会社の寮で２か月の研修を受けるのが伝統だったの。部屋は２人１組で、もちろん男女は別々ね」

「はあ」

　離れようとするたび、次はもっと詰めてくるので諦あきらめて話を聞くことに。

「でも、２人で同じ部屋を使うとトラブルも起きやすくて。ある男の子は大の納豆嫌いで、臭いを嗅ぐのはもちろん、見るのも嫌。だからルームシェアする子に一番最初に言ったの。『俺の前では納豆は絶対に食べないでくれ』ってね。でも言われた男の子は納豆が大好きだった。納豆が嫌いって言っても、強引に食べさせなきゃ問題ないだろうってことで、シェア初日に納豆嫌いの子の前で納豆を食べちゃったのよ。その結果、納豆嫌いの子は怒って寮を飛び出しちゃったってわけ」

　この人は一体何が言いたいのだろうか。男女が同じ寮で暮らすこととは関係性が薄いように思える。

「関係ない話してると思ってるでしょうけど、これが大切なの」

　そう言って星ほし之の宮みや先生は続ける。

「このことが企業にバレちゃってね。その年でルームシェアの制度は撤てつ廃ぱい。翌年からの新社会人には１人部屋が与えられることになったってわけ。ちょうどこの学校の寮みたいにね。そしてその結果、前年とその年とで大きな変化が起きた。なんだと思う？」

「そこで男女の問題が出てくるんですか」

「そ。ルームシェアをしてる時は、カップルが出来ても精々１組か２組。ところが、１人部屋になった途端カップルは７組も８組も出来ちゃったのよ。ルームシェアしてるとさ、意中の子が出来て部屋に遊びに行っても、もう１人邪魔者がいるわけじゃない？　変に噂うわさも立ちやすいから、皆警戒しあって恋にまで発展しない。だけど───」

　１人部屋なら気兼ねなく男女が、しかも内密に会うことが出来る。

「恋愛に発展する確率もグンっと上がるわけ」

　だから、まだ彼女がいないということに驚いているのか。

「ならお聞きしますけど、実際のところ彼氏彼女が出来てる生徒は多いんですか？」

「それが、今年は特にそうでもないのよねー」

　オイ。なら、それでオレにとやかく言うのは間違っているのではないだろうか。

　星之宮先生にそれを言ったところで無駄そうなので、奥にしまっておく。

「先生の理論が間違っているのでは？」

「それはないっ」

　確信を持って、否定する。

「今が学生にとって、如い何かに恵まれた環境であるかが分かってないのよ」

　ポジティブなのか何なのか。

「いつか後悔するから、今のうちにしっかり恋愛しておいた方がいいんじゃない？」

　この人は、本来勉学に精を出すべき生徒に何を吹き込んでいるんだ。

　色んな教師がいるのは百も承知しているが、ある意味一番見えないかも知れない。

「あの、聞いても良いですか」

「え？　年下がどこまで許容範囲かって？　ごめん、流石さすがに高校１年生はちょっと……」

「一言もそんなことは言ってません」

「分かってるって。今のは笑うところだからね？」

　笑うところだったのか。謎の勢いにペースが流されてしまう。

「何々、聞いて聞いて」

　自分から話の腰を折っておいて、強引に戻して来たな。

「恋愛推奨してますけど、他クラス間の生徒同士の恋愛とかになると大変そうですよね」

「どうして？」

「クラス同士競い合うわけですから、トラブルの種にもなるでしょうし」

　当たり前に行きつきそうな考えを話すと、先生の目が光ったのが分かった。

「それがまたいいんじゃな～い！」

「……はい？」

「本来なら自分のクラスのために全力を尽くすわけでしょ？　でも、自分の彼氏彼女はライバルの他クラスにいる。だからこそ、そこに苦悩や葛かつ藤とうが生まれる。ドラマが生まれる」

　自分で自分の言ったことに感動し、繰り返し頷うなずく。

「当たり前の関係性が複雑に絡み合えば、より競争は激化するでしょ？」

「それは、まぁそうかも知れませんね」

　実際そうなるだろう。恋人のために裏切る存在が出てきてもおかしくはない。

　そしてそれを全て把握し管理することは、事実上不可能だ。

「何を話している」

「噂うわさをすれば何とやら、ね」

　噂？　妙なことを口にした星ほし之の宮みや先生。本人にその自覚は全くなさそうだが。

　星之宮は話を打ち切り、オレから少し距離を取った。

「ただの世間話よサエちゃん。そんな怖い顔しないでもいいじゃない」

「ウチの生徒だ」

「随ずい分ぶんと綾あやの小路こうじくんを気にかけてるみたいだし。ま、でも彼が有能かどうかは、もうすぐ特別試験で分かるけどね。学年一優秀だって噂の坂さか柳やなぎさんと戦うんだし」

「だったら、今ここで無理に絡む必要はないだろう」

「あ、それは確かに。さっすがサエちゃん」

　茶ちや柱ばしらをからかい、星之宮先生は笑った。意味もなくオレに絡んできていたわけではないらしい。星之宮先生が去った後、茶柱は何となく横目でオレのことを見た。

　何を話していたかが気になっている様子だ。

「何話してたか知りたいですか」

　通学路ということもあり、オレは気を遣って話しかける。

　茶柱は何も言わずこちらから続く言葉を待っているようだった。

「ルームシェアの話ですよ」

「ルームシェア？　……また、くだらないことを」

　どうやら、茶柱にもルームシェアが関連した話に覚えがあるらしい。

　要は先ほどのある話の企業というのはこの学校のことだと考えられる。

　そして、元々は１人部屋、ではなくルームシェアの形を取っていた。

　ま、裏を取ろうと思えばすぐに取れそうなことだが、オレにはどうでもいいことだな。
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　その日、ちょっとした珍しい出来事が起こる。

　それは昼休みに入り、綾あやの小路こうじグループで昼食のために移動を始めていた時のこと。

「なあ一いち之の瀬せ。絶対抗議した方がいいって！」

　明あき人とたちと歩いていると、少し荒ぶる声が聞こえてきた。その声の主は、１年Ｂクラスの柴しば田ただった。それ以外にもＢクラスの生徒、一之瀬と神かん崎ざきが同行している。

「めっずらしいよね、柴田くんってあんな風に怒ることあるんだ」

「確かに意外だな」

　波は瑠る加かと明人が驚くのも無理はない。

「そうなの？」

　他クラスとの交流がない愛あい里りにはイマイチ分からないようだったが。

　サッカー部に所属する柴田は、平ひら田たと少しタイプは違うが明るく元気な人気者だ。

　オレが知る限りあんなふうに声を荒らげるタイプじゃない。

「でも単なる偶然ってことはないかな？」

　怒っている柴田に対して、一之瀬が諭すように言う。

　しかし柴田には思うことがあるらしく、すぐに否定した。

「それはないって。今日で３回目なんだぜ？　絶対喧けん嘩か吹っ掛けてきてるって」

　移動中のオレたちに気付いた神崎が、柴田に軽く促す。どこかばつの悪そうな顔をしてオレたちを見て平静を装よそおうものの、既に遅い。どこか気まずい雰囲気と沈黙が流れる。

「ねえ、これからお昼に行くところなの？」

　そんな風に、一之瀬がオレたちに声をかけてくる。

　特定の誰かというよりは、グループ全体に向かって。

　Ｂクラスのリーダーとの接点が薄い仲間は、どう答えていいか分からず戸惑う。

　隣に立っていた波瑠加に肘ひじで腹を突っつかれ、オレが渋々代表して答える。

「……ああ。カフェの方に。何か関係があるのか？」

「そっか、偶然だね。私たちもなんだよ」

　それを聞いて一之瀬が嬉うれしそうに手を叩たたく。だが、ここで妙な感じに気づいた。いつもなら目を合わせて話をしてくる一之瀬だが、視線を向けてくることはなかった。

「良かったらさ、これから私たちと一緒にランチしない？」

　そんな予想外な誘いに、オレたち一同は面食らって顔を見合わせる。

「一之瀬、どういうつもりなんだ？」

　そんなことを言いだすと思っていなかったのか、神崎が慌てたように聞く。

「どういうつもりって……Ｃクラスと戦うわけじゃないんだし、問題はないでしょ？」

「それはそうなんだが」

　神かん崎ざきはオレたちへの誘いをあまり歓迎はしていないようだった。

　しかし一いち之の瀬せの決定となれば、断れるはずもない。

　一方のオレたちも、どうしていいか分からず答えられずにいると……。

「時間も勿もつ体たいないし行こうよ」

　そう笑顔で言われると、当然誰にも断ることは出来なかった。
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　カフェの一角に２つのテーブルを借りて、食事を取ることになったオレたち。

　ＢクラスとＣクラスの、しかも異色の組み合わせでの場が設けられる。

「ごめんね、急に誘ったりして。今日は私がご馳ち走そうするから遠慮しないで」

　そんな風に一之瀬が謝りつつも、そう言う。

「いいのか一之瀬」

　奢おごると言ったことに対して、神崎が少し過か剰じような反応を示した。

　一之瀬は１つ前の特別試験、クラス内投票で退学者を出させないため龍りゆう園えんと取引をした。

　その際にクラスの持つプライベートポイントは全て吐き出したはずだ。

　何らかの方法で捻ねん出しゆつしたんだろうが、生活に余裕はないだろう。

「どうせオレたちも普通に食べるつもりだったんだ、自分たちの分は自分たちで出そう」

　オレがそう言うと、グループの全員も納得したように頷うなずく。

「私が強引に誘ったんだし、気にしなくていいのに……」

「いいんだ。その方がオレたちも委い縮しゆくせずに食べられるしな」

　対等な関係で食事できるように、という建前を持ち込み一之瀬の奢りを回避する。

「それで……俺たちを誘ったのはどうしてなんだ？」

　そのことを聞かずにはいられなかった啓けい誠せいが、一之瀬に聞く。

「さっきの柴しば田たくんにみんなが驚いてる様子だったからね。下手に憶おく測そくを広げられるよりも、正直に話した方が混乱もないんじゃないかなって思ったの」

　その一之瀬のジャッジは、ある意味で正解かも知れない。多分声をかけられなかったら、オレたちはしばらく柴田のことで談義していた。どうしてあんなふうに怒っていたのだろうと。そして場合によっては、第三者にも話をして意図せず広めていた可能性もある。

「いいのか、話しても」

「強く警戒する必要あることだと思う？」

「Ｃクラスの中に、関係者がいる可能性は否定しきれない」

「そうだとしても影響はないんじゃないかな」

「確かに単なる愚ぐ痴ちだもんな」

　柴田が言うと、神崎はやや鋭い目で見る。

「な、なんだよ神崎」

「いや……」

　その真意は柴しば田たには伝わらなかったようだが。

　愚ぐ痴ちというワードを安あん易いに口にしたことに対する突っ込みだったんだろうが、そのことに他の生徒は気づいていないので然さ程ほどの問題にはならない。

「どの道ここまで聞かれちゃったなら、話すのが最善じゃないかな？」

「……そうだな」

　柴田の迂う闊かつな一言が決定打となり、神かん崎ざきも折れる。

「簡単に言うと、ちょっとＤクラスから強い嫌がらせを受けてるみたいなんだよね」

「嫌がらせ？」

　柴田が食い入るように言う。

「なんか俺や中なか西にし、あと別べつ府ぷも似たような被害にあってるんだよ。なんて言うか、無意味に絡んでくるって言うか、後を付けられてたりするって言うか。別府のヤツはアルベルトに無言で壁際まで追い込まれてかなり怖かったらしいぜ」

　ここまで話してしまったら、あとは同じだろうと判断したのか神崎も話に参戦する。

「一応２人にも聞き取りを行ったが、まず間違いないだろう」

　つまり特別試験が始まってからＤクラスに一部の生徒が狙われているという話。

「喧けん嘩かとかにはなってないんだよね？」

「今のところは」

　追い掛け回したり追い詰めているだけで、物理的な被害は今のところなさそうだ。

　もちろん向こうが手を出してくれば、それは大問題に発展するわけだが。

「Ｄクラスなりにプレッシャーを与えようとしているんだろう。試験当日までに何度かこの手の嫌がらせを繰り返して、動きや判断を鈍らせるのが狙いと思われる」

「勘弁してほしいぜ。ただでさえＤクラスって怖いイメージなんだからさ。Ｃクラスだって面倒事に巻き込まれたことがあるから分かるよな？」

　柴田が言ったのは、恐らく須す藤どうと石いし崎ざきや小こ宮みやたちが揉もめた時のことだろう。

　そんなやり取りを見て静かに聞き入っていた啓けい誠せいだったが、口を挟む。

「他よ所そのクラスに進言するのも変な話だが、そこまでおかしなことじゃないだろ。確かにＤクラスは柄の悪いイメージがあるが、ある程度強引な圧力はあってもおかしくない。現に俺たちもＡクラスからは偵てい察さつ紛まがいの真ま似ねを受けてる」

「そう、なのか？」

　啓誠は頷うなずき、Ａクラスの生徒が教室の近くまで盗み聞きしに来ていた話をする。

「Ｄクラスも必死だから、拾える情報は拾っておこうと思ってるってことかー」

　Ｃクラスの話を聞いて少しだけ柴田は納得した素振りを見せる。

　とは言え、確かに受けている被害はＢクラスの方が大きそうだ。

「正攻法で戦えば、間違いなくウチが有利な試験だ、無理もないだろう。校則に触れないギリギリの範囲までは、今後も仕掛けてくる可能性があると見た方がいい」

　神かん崎ざきがそう分析する。ただ、少し引っかかるのは一部の生徒にしか接近していない点だ。

　一いち之の瀬せや神崎に仕掛けるにはリスキーだと判断したのか……？

　あるいは何か別の狙いがあるのか。

「金かね田だくんが指示する考えとは思えないし、石いし崎ざきくんかな？」

「そういうことになるだろうな」

「気になるのも分かるけど、私たちは私たちに出来ることをするだけだよ。結束力が乱れないように足並みをそろえて種目を選んで、本番を精いっぱい戦うだけ。違う？」

　そう問いかけた一之瀬に、Ｂクラスの男子たちが同意する。

「つまり一之瀬さんたちはＤクラスに対して何かしたりはしないってこと？　偵てい察さつも？」

「うん。私たちはしないかな。来週上がって来る10種目、その全部に対応するつもり」

　あくまでも自分たちのクラスだけで戦うということ。

　情報に惑わされず真実だけと向き合うのだろう。確実で手堅い手段だ。

「なんて言うか、本当に綺き麗れいなクラスなんだな、Ｂクラスは」

　呆あきれたように言った啓けい誠せいは、更に続ける。

「上のクラスに勝つためなら普通はどんなことでもするんじゃないか？　偵察も無言の脅おどしも、それが効果的ならやって然しかるべきだ。相手に何もせず自分たちの力だけを信じ抜いてるのは、俺たちには正直真ま似ねできない」

　Ｃクラスも表面上はＡクラスに対して何もしていないが、あの手この手で情報が集められないかと苦心している部分は少なからずある。

「どうかなー。私たちがそこまで器用じゃないってだけかも知れないよ？」

　そんな風に言って、一之瀬はちょっとだけ笑って見せた。

「ともかく何が言いたいのかは分かった。俺たちが柴しば田たのことを勝手に言いふらせば、それだけＤクラスの作戦に参ってるってことをアピールしてしまうからな」

　何な故ぜ一之瀬がオレたちをランチに誘ったのか、それを紐ひも解といた啓誠。

　嫌がらせ紛まがいの仕掛けでダメージを負っていると知られれば、助長するだろう。

　そうなれば、Ｂクラスは今よりも対応を迫られる。それなら毅き然ぜんとした態度を取り続けて、Ｄクラスの作戦の無意味さを訴うつたえたいということだ。

「だから、出来る限り広めないで欲しいなって」

「こっちも言いふらすメリットはないし、Ｂクラスを敵に回したくないからな」

　同意する啓誠に続いて、波は瑠る加かや明あき人と、愛あい里りも迷わず首を縦に振った。

「皆、本当にありがと」

　Ｃクラスの生徒にお礼を言う一之瀬。その中で一度だけオレとも目が合う。

　その時、ふと一之瀬は髪の毛を少しだけ触った。

　そして風に乗ってか、微かすかなシトラスの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　視線はすぐに外され、また全体を見る一之瀬。やはり今日の一之瀬は少し変だな。

　ともあれ、それは今オレが指摘するようなことじゃない。
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　昼食を終え一いち之の瀬せたちと別れた後、波は瑠る加かが漏もらす。

「やっぱ一之瀬さんって可愛かわいいよね。あの最後の笑顔とか反則。そう思わない？」

「俺は、別に……」

「あ、ゆきむー思い出して顔赤くなってる」

「なってない」

「無理に否定しなくていいって。そりゃさ、女の子でも一之瀬さんは可愛いと思うんだから、男子なんて絶対イチコロよね」

　愛あい里りも同意なのか、激しく首を縦に振った。

「みやっちも綾あやの小路こうじくんも、どうせ同じ意見でしょ？」

　オレと明あき人とは、啓けい誠せいのようにターゲットにされるのが嫌で、苦笑いして誤ご魔ま化かす。

「私の気のせいじゃなかったらなんだけど……一之瀬さんって前から香水使ってたっけ」

「あ、それ私も気になった。シトラス系の香水つけてたよね？」

「うん。私、それが一番驚いたかも。何か心境の変化とかあったのかなぁって」

「ねえ今の話、３人はどう思う？」

　そんなことを男子に聞いたところで分かるはずもないだろう。

「香水なんて付けてたか？　付けてたとしても、今日はそんな気分だっただけだろ？」

　適当に啓誠が返すと、波瑠加が露骨に嫌なため息をついた。

「男子ってホント……ちょっとした変化に気がつかないんだから。ねぇ？」

「……そんなことより。俺たちだけじゃなく、向こうの対決も大変そうだな」

　これ以上弄いじられるのは勘弁だと、明人が話題を変える。

「Ｄクラスだって、上のクラスに勝つためにはなりふり構ってられないだろうからな。もしかすると、これからもっとＤクラスの嫌がらせは増えていくかも知れない」

　啓誠も逃げるように、明人の話に乗る。その予想は多分当たっている。

　今は３人程度らしいが、もう少し被害者が増えてもおかしくはない。

「龍りゆう園えんも不在なんだ、それくらいやらないと勝ち目は出てこないんだろ」

「それにしたって、やり方まで龍園くんを模範してどーすんのよって感じだけど」

　確かに、プレッシャーをかけていくやり方は龍園がやりそうな戦略だ。

「けど無意味だろ。Ｂクラスの牙が城じようを崩せるほどじゃない。俺は今日話をして思った、対戦相手がＡクラスで良かったのかもなって。Ｂクラスと戦うのだけはごめんだな」

「え、どうしてゆきむーはそう思うわけ？」

「あいつらの結束力の固さとか、自分たちを過信せず真面目に取り組む姿勢は、多分どのクラスも勝てない部分だ。どんな種目も安定して結果を残してくる。勝てる気がしないな」

　Ｂクラスは全てを水準以上に仕上げてくる。それを啓誠は恐れたようだ。

「でもさー、全部水準以上だったとしてもさ、負けたら意味ないでしょ」

　７種目全てで80点や90点の戦いをしても、１００点の戦いをされたら負ける。

「当日７種目、どんなものが選ばれるかも分からないのに勝ち続けられるのか？　俺たちＣクラスやＤクラスは、特化して勝てる種目もあるかも知れないが、逆に惨ざん敗ぱい、散々な結果になることだってあるクラスだ」

「そっか……そうかも知れないね」

　啓けい誠せいの説明に納得した愛あい里りが二度三度と頷うなずいた。

「ねえねえ、ちょっと」

　廊下の角を曲がったところで、先頭を歩く啓誠の腕を掴つかみ波は瑠る加かが呼び止める。

「なん───」

　聞き返そうとしたその口を手で押さえ、正面を指さす。

　その先にいたのは池いけと篠しの原はらだった。ちょうどオレたちの少し前を歩いている。

「な、なあ篠原」

「何よ」

「その……えーっと」

「歯切れ悪いわね、何？」

　オレたちが静かになったことで前の会話が小さくだが届く。

「……日曜とか……ひ、暇してる？」

「日曜？　今のところ別に予定とか入れてないけど……え、なに？」

「何って言うか、その、ちょっと遊びに、とかさ。行かないかなって」

　そんな２人のやり取りが、小さくだが聞こえてくる。波瑠加と愛里は顔を見合わせどこか楽しそうに、啓誠と明あき人とは互いに呆あきれたように二極化した反応を示す。

「日曜ってホワイトデーよね。もしかして篠原さん、池くんにチョコあげたのかな？」

「そうかもっ」

　池の誘いに最初は怪け訝げんそうだった篠原だが、少しずつ事情を把握し始めたようだ。

「いやほら、一応、チョコ貰もらったしさ……お礼とか、しようかなって」

「義理なのに律りち義ぎー。って、あんたさ、お金あるの？」

「少しくらい貯ためてるって。……べ、別に嫌ならいいけどさ」

「……嫌とか言ってないじゃん」

「じゃ、じゃあ……」

「か、勘違いしないでよ？　もうすぐ特別試験だし、息抜きできる最後のチャンスだしね。あんたが奢おごってくれるって言うなら、悪いことじゃないしさ」

　なんだか今朝のルームシェアの話が思い出される。

　オレの知らないところで、色々と小さな種が芽吹き始めているのかも知れない。

「行くぞ」

「え、待ってよ、今いいところなんだし」

「人の恋愛事に首を突っ込むなよ」

　波は瑠る加かの首根っこを掴つかまえ、明あき人とが逆方向に歩き出す。

「もうちょっとくらい聞いてもいいじゃない。なんかわくわくするしさ」

「俺はしない」

「これだから無頓着な男子は……ねえ、愛あい里り？」

「う、うん。私もちょっとわくわくしたかも……。でも、見られてたら恥ずかしいよね」

「そりゃそうだけど、そこは見られてる方が悪いってことでさ」

　ここでオレたちに遭そう遇ぐうすると、折せつ角かくの芽吹きを邪魔することにもなりかねないしな。
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　それぞれの得意な種目を持ち寄り、それらを情報として集める段階は続いていた。

　放課後の集まりは日増しに少なくなっていったが、代わりに大規模なＣクラス専用のグループチャットは活発になっていく。高こう円えん寺じと平ひら田たはまだ参加していないが、ここで時間帯を問わず議論できる形へと移行。

　結果的には発言する勇気を問わないこっちの方がＣクラスに合うのか、意見交換も活発に行われるようになった。と、あくまでもこれは外から眺めている限りの情報。

　オレは堀ほり北きたにすべてを任せ、その完成を待つだけの状態だ。

　戦略、司令塔としての役割はその後から考えていけばいい。

　それでも、不安な要素は幾いくつか残っている。高円寺と平田の存在だ。

　特に今の平田は、堀北では何一つ解決できない部分だろうからな。

　グループチャットに参加していない２人は、特別試験に対して前向きには動いていない。

　前者の高円寺はいつも通りだとしても、平田の不在は痛い。

　その平田の生活は一変したまま、まるで別人のような状態がずっと続いていた。

　表現は悪いが、腫はれ物もの状態。目の上のたんこぶ。重要な存在でありながら誰も触れることは出来ず、その腫れが引くのを祈るしかない状態だ。本来であればオールマイティーな存在として、どの種目にも参加できるカードとして使えるだけに、非常に惜おしい。

　そして、他にもある不安要素。

「……平田くんっ！」

　帰路に着こうとする平田に、みーちゃんが追いかけ声をかける。

　もう何度目の光景だろうか。

　また１人、また１人と諦あきらめて行く中、みーちゃんは挫くじけずに平田に声をかける。

　それが恋のなせる業わざなのか。いや……恋だとしても疑問が残る。

　しつこくすることで嫌われるかもしれない、そんな恐れは必ずあるはず。

　それでも彼女が繰り返し平田に声をかけるのは、何な故ぜだろう。

「なんか、平田くんホント見てられないよね……」

　教室内に残された女子たち、恵けいがそんなことをグループ内に話す。

「うん。軽かる井い沢ざわさん、放っておいていいの？」

「もうあたしが言ったって無駄だと思う。恨うらまれてるかもしれない」

　先日、恵が声をかけた時の、平ひら田たの強い拒絶は記憶に新しい。

「そうだよね。平田くん、軽井沢さんに振られて、山やま内うちくんもいなくなっちゃって……」

　そんな女子たちの話し合いを横目に、オレは教室を後にする。

　とは言え今日の目的は平田じゃない。もう一つの不安要素解消のための探り。

　みーちゃんの後に教室を出て行った、別の生徒に用がある。

「なあ、ちょっといいか？」

　オレがその少女に声をかけると、少しの間をおいて振り返った。

「どうしたの？　綾あやの小路こうじくんっ」

　この特別試験の期間中、特に発言をしていない[image: ]くし田だに声をかけた。

　クラスメイトを助けるわけでもなく、邪魔をするでもなく。

　静かなクラスのパーツの１つとして過ごしている。

　いつもの[image: ]田なら、サブリーダー的ポジションになってクラスを支えている。

　しかし、今回はそれが全く見られない。恐らく理由は２つ。

　１つは前回のクラス内投票で、自らの立ち位置が揺らいだこと。

　山内に利用されたとはいえオレの退学に加担していたという事実が明るみに出た。

[image: ]

　多くの生徒が同情の余地ありと判断したが、それは[image: ]くし田だにとっては些さ細さいな問題。

　自らが善人であるという見せかけのプライドに、傷を入れられた事件。

　もう１つは、堀ほり北きたがリーダーの役目をしていること。

　[image: ]田にとってみれば、そっちの方が本命と見ていいだろう。

　過去の事件を知る堀北を、[image: ]田は当初から嫌っている。

　それに付け加えて、クラス内投票ではその堀北に強い叱しつ責せきを受けた。

　どんな理由があれ不当な退学者を生み出そうとした行こう為いを糾きゆう弾だんされた。

　致命的なまでに、プライドは傷つけられたはずだ。

「今回、堀北のサポートには付かないんだな」

　それを分かっていながら、オレはあえて話を放り込んだ。

　この特別試験で[image: ]田がどう動くつもりなのかを、把握しておきたいからだ。

　普段のニコニコした仮面は、遠くから見ていてもその本心は見えてこない。

　仮面の下に眠る、本当の素顔を見なければ分かってこない。

「歩きながら話そ？」

「そうだな」

　下手に会話を聞かれたくない[image: ]田は、そう促して歩き出す。

「今日はこれから予定あるのか？」

「うん。Ｂクラスの子たちと、ちょっと遊ぶ予定があるの。こんな大変な時期に遊ぶなんて悪いことだと思う？」

「いや、息抜きは必要だ。それは学年全体が分かってることだと思う」

　24時間、試験のことだけを考えて過ごすなんて愚おろかしいことだ。

　締しめる時は締める。緩ゆるめる時は緩める。

「分かってるんじゃない？　私が何もしない理由なんて。私は綾あやの小路こうじくんを退学にしてもいいと思って、山やま内うちくんに加担してた。それを明るみにされたのに、どんな顔してクラスを引っ張っていくような真ま似ねができると思うの？」

　あえて、[image: ]田は本命である堀北のことには触れなかった。

「なんか納得いってないって顔だねー」

「まあ、な」

「言っておくけど、堀北さんがリーダーしてるから手を貸したくないわけじゃないよ？」

「本当か？」

「本当本当」

　うんうん、と二度三度頷うなずいて見せる。だがそれは嘘うそだ。

「あ、疑ってる」

　そりゃ疑う。そんな顔をしなくても、[image: ]田もそう考えるに決まっている。

　だからオレが疑ってくると決めつけている。

「綾小路くんには、今の私はどう見えてるの？　正直に言ってみてよ」

「そうだな……」

　見た目には、可愛かわいらしい笑顔を見せるクラスメイトの姿。

　しかし───。

　オレは仮面の下、そこに隠した[image: ]くし田だの本性を想像してみる。

「あのクソ女、絶対にぶっ殺してやる！　クラスメイト全員の前で恥をかかせやがって、絶対に許さねぇからな！　殺す！　殺す殺す殺す！　絶対にぶっ殺す!!」

　青筋を立て、堀ほり北きたに対して罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる。

　聞くに堪えない用語を連発する。

「…………」

　そんな風に想像した姿を、オレは声に出して表現できなかった。

「今、ものすごく失礼なこと考えてた？」

「いや……全く」

　ちょっと想像が過激すぎたため、オレもちょっとだけ言葉に詰まった。

　それを頭から振り払い、本題を切り出すことにした。

「協力出来ないのなら、その事情は最大限汲くむつもりだ」

「その代わりクラスの情報が欲しい……かな？」

　この特別試験が意味するものを[image: ]田はよく分かっている。

「正解だ」

[image: ]

「今の綾あやの小路こうじくんなら、クラス内にも頼れる人はいるんじゃない？」

　変わらぬ笑顔で、だが協力を二つ返事では引き受けない[image: ]くし田だ。

　契約を結んだ間柄でも、[image: ]田からの警戒心は再び再燃し始めている。

　オレが敵なのか味方なのか、最後のターニングポイントを迎えているのだろう。

「全員、[image: ]田ほどじゃない」

「そういってくれるのはうれしいんだけどね。私にも色々とあるから」

「色々？」

「意地悪だなぁ綾小路くん」

　自分の立場が以前より後退してしまったことは、[image: ]田にとって大きなマイナス。

　１年間かけて構築してきた[image: ]田桔き[image: ]きようのキャラクター像の歪ゆがみ。

　クラスメイトから依然支持が高いのは間違いないが、それでも歯の奥に引っ掛かるものがあるだろう。信頼を得るのは難しいが、失うのは一瞬だという典型的なパターンだ。

「じゃあ逆に質問させてくれ。どうやったら協力してもらえる？」

「今回は諦あきらめてもらうしかないかな。私が私らしく、安心してクラスで過ごせるようになるまで、おとなしくしていようと思うの。それじゃ不服？」

　つまり協力はしないが妨ぼう害がいもしないということ。

　ただ、種目になれば最低限の成果は出すということでもあった。

「オレだけじゃなく堀ほり北きたに対しても同じってことでいいのか？」

「そうだね。そう受け取ってもらってもいいよ。私にとって、この学校は思ったよりもずっと居心地の良いものだったってことが、この間認識できたから」

　しばらくは偽りの仮面を被かぶり、演じ続けてくれる。

　こちらにとって好材料を提出してくるのも、[image: ]田のテクニックなんだろう。

　ここで[image: ]田から協力を得られないのは痛いが、素直に飲んでおいたほうがよさそうだ。

「わかった。無理言ってすまなかったな」

「ううん。頼ってくれたのは素直にうれしいよ」

　オレは、玄関まで来たところで[image: ]田と別れることにした。

　[image: ]田は一度も足を止めることもなくケヤキモールのほうへと向かっていった。
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　週末が終わり、あっという間に日曜日、３月14日のホワイトデーを迎える。

　正直この日、オレは日曜日であることに感謝を覚えていた。

　机に用意したお返し数個。

　これが平日だったなら、オレはどのタイミングで渡せばいいか分からず苦労しただろう。

　朝、授業の前に渡すのか、それとも放課後に渡すのか。

　渡す順番や他クラスの場合にはどうしたらいいのかなど、考えることが山積みだ。

　何より周囲にその様子を見られるのが、どうにもイメージとしてよろしくない。

　周囲の視線を気にせず返すのが一番良いのは分かっているが、とてもじゃないが無理だ。

　しかし休みの日なら、シンプルにポストに投とう函かんしておけばいい。

　鉢合わせを避けるため、早朝に部屋を出たオレは寮のポストに向かった。

「えーっと……」

　それぞれ、オレにバレンタインチョコをくれた生徒のポストに投函していく。

　全部のチョコを入れ終え、さあ部屋に戻ろう、と思ったところで一いち之の瀬せと出くわした。

　何か見ちゃいけないものを見たかのような一之瀬の反応。

「お、おはよ綾あやの小路こうじくん」

「あ……ああ、おはよう」

　まだ時刻は７時前だというのに、なかなかレアな遭そう遇ぐうをしてしまった。

　しかし今日も一之瀬はオレと視線を合わせようとはしてこなかった。

「ちょっと目が覚めちゃって、散歩から戻ってきたところだったんだ」

　こちらを見ているようで少しズレた位置を見つめながら、一之瀬が言う。

　ポストをチェックして部屋に戻るところだったのだろう。

「あー、えっと、どうぞ」

　ポストを見れるよう道を譲る。会え釈しやくされ、一之瀬がポストの中を確認すると……もちろんオレの入れたお返しが出てくる。

「見てたなら分かると思うが、一応、その、お返しだ」

　ポストから箱を取り出した一之瀬は、少しのあいだ固まったように動かなかった。

「お礼なんて、その、必要なかったのに……」

　言葉を思い出したかのように答える一之瀬。

「いやそうもいかない」

「……あ、ありがとう。その、ごめんね。こういうの慣れてないから、なんか緊張する」

　それはオレも同意見だ。誰にも会いたくないタイミングだっただけに戸惑う。

　少し気まずくなったので、話題を変えよう。

「……そう言えば、木曜日に話してくれた柴しば田たの件、あれからどうなった？」

「あ、えと、その、気になるんだ？」

「ちょっとな」

　話題が変わったことで一之瀬も話しやすくなったのか、いつもの感じが戻って来る。

「あの後すぐに全員に聞き取りを行ったんだけど、柴田くんから報告を受けた３人だけだったの。でも───」

「でも？」

「金曜日になって、一気に被害者が増えた感じ。他にも男子３人、女子３人。同じように付け回されたり声をかけられたって報告が昨日上がってきたの」

　つまり、これで合計９人が被害にあっていた。しかし試験が発表されてからの３日間は３人だけに絞られていたものが、金曜日で一気に６人も増えたのか。

「後をつけてた生徒は誰か分かってるのか？」

　一いち之の瀬せは頷うなずき、生徒の名前を口にする。

「分かってる範囲では石いし崎ざきくん、小こ宮みやくん、山やま田だくん、近こん藤どうくん、伊い吹ぶきさん、木きの下したさん」

　合計で６人か。

　ある程度汚いことにも手を染められる生徒たちだ。

　ここまで顔が割れているなら、こっそりやっているというわけではないようだ。

「この６人が、手当たり次第に後を付け回していくつもりなんじゃないかな」

　Ｄクラスも多くは普通の生徒だ、そう考えるのが自然だろう。

「週明けから、また細かく聞き取りはするつもり」

「想像通り被害が拡大したらどうするつもりだ？」

　やがては一之瀬や神かん崎ざきにまで及ぶ可能性はある。

「んー。どうにもできないよね。暴力を振るわれたわけでもないし……実害が出るまでは我慢してもらうことで同意してる。心のケアは怠おこたらないつもりだよ」

　もし、何かしら実害が出れば即動くだけの準備はしておくのだろう。

「そうか」

　奇妙な動きを見せるＤクラス。

　本当にＢクラスの生徒全員を狙っていくつもりなのだろうか。

　もし実行メンバーが６人しかいないのなら、あまり強いプレッシャーにはならない。

　こんなことを繰り返しても、嫌がらせをしてきてるな、くらいで終わるのが関の山だ。

　単に作戦を考えた石崎が、そこまで考えが及んでいないのか。

　あるいは、多少精神的にダメージを与えられればそれで良しとしているのか。

「私、何か対応間違えてるかな？」

　オレが何かを考えているのが伝わったのか、一之瀬が少し不安そうに見上げてきた。

「いや……今はそれでいいんじゃないか。実際学校に訴うつたえたところで、Ｄクラスに何か罰を与えられるわけでもないしな。直接文句を言いに行けば、それこそ思うつぼだ」

「うん、そうだね」

　だがＤクラスの目的が、今想像しているモノと一致しているのかを確かめておく必要はあるだろう。とは言え一之瀬は動く気がないようなので、これは余計な話か。

　専守防衛でやるというのなら、こちらから発言するのはお門違いもいいところだ。

「10種目は決まったのか？」

「うん。私たちはお互いの得意不得意を早い段階で理解してたしね。あとはＤクラスが苦手そうな種目と織おり交まぜで、昨日のうちに最終確定させたんだ。綾あやの小路こうじくんたちは？」

「オレは今回、何もタッチしてない。10種目の内容は全て堀ほり北きたに任せてる」

「でも、司令塔の関与方法についてはどうしてるの？」

「それも含めてお任せだ」

　司令塔であるオレが適当にしていると思わなかったのか、一いち之の瀬せは驚く。

「堀ほり北きたさんに対する信頼が高い、ってことなのかな。それとも……綾あやの小路こうじくんなら、どんな種目やルールでも、的確に対応できるってこと？」

「１００％前者だ。オレは一之瀬と違って仲の良いクラスメイトが少ないから、正直よく分からない。司令塔になったのだって、退学者を防ぐための人柱だ」

「でも、じゃあどうしてＡクラスと対戦することを望んだの？」

「それも堀北の考えだ。あいつには、何か勝機が見えたのかもしれないな」

　そっか、と一之瀬はこれ以上追及してこなかった。

　話も終わったので、２人でエレベーターを待つ。

「あー……油断したぁ……」

　何かを思い出したように、隣に立った一之瀬はくるくると髪の毛に人差し指を絡める。

「油断？」

「う、ううん、何でもないの気にしないで」

　乗り込んだエレベーターは、オレの部屋がある４階にすぐ到着する。

「それじゃ、また」

　エレベーターを降りて振り返ると、油断していたらしい一之瀬と一瞬だけ目が合った。

「わたたた!!　ま、またね！」

　急に慌てだして、閉じるのボタンを連打。エレベーターの扉を閉められたため、すぐに姿が見えなくなる。最後は妙な形の別れ方になったが、ともかくこれでホワイトデーの大変なイベントは乗り切れたので良しとしよう。

「そう言えば今日はシトラスの香りがしなかったな」

　休みの日の早朝だ、わざわざ香水をつけて出かけるわけもないか。
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　月曜日の朝、今日は対戦相手の10種目が発表される日だ。

　果たしてＡクラスはどんな種目とルール、そして司令塔の関与を持ち込んでくるか。

　通学路の途中で偶然にも堀北兄と橘たちばなに出くわす。

　オレを待っていたという様子はない。ただ、本当に偶然時間が重なっただけ。

　橘は特に何も言わず、静かに一歩下がった。

　始まるであろう２人の会話を邪魔しない配はい慮りよか。

　その辺は、生徒会で堀北兄を支え続けただけあって素早く丁寧な対応だ。

「特別試験の方は順調か？」

　堀北兄のことだ。深く説明せずとも、こちらの状況は把握しているだろう。

「それはこっちのセリフだ。あんたこそＡクラスで卒業できそうなのか？」

「さて。それは来週の結果次第だろう」

　確実に大丈夫とも、不安があるともその顔からは読み取ることは出来なかった。

「こっちはあんたの妹が奮闘してくれてる。思った以上に兄貴の効果があったらしい」

「そうか」

　まるで魔法の水にでも触れてきたかのように、堀ほり北きたは今活いき活いきとしている。

　平ひら田た不在時に、率先してクラスをまとめあげた。

　今も10種目すべてに対して、勝つための戦略を日々練り続けているだろう。

「普通この時期の３年生はとっくに休みになってるんじゃないのか」

「そうだな。俺もその点に関しては入学後に知らされて驚いた。大半の高校なら、既に休みに入っている時期だからな。だが当然、進学や就職に関しても順調に進んでいる。おまえたちの知らないところで着実にな」

　特別試験が行われる合間に、色々と大変なものが重なっているようだ。

「しかし、まだどこがＡクラスで卒業するか決まってないのに進学や就職か」

「いずれ分かる」

　それだけ言い堀北兄は深く答えようとしなかった。

　残される在校生には言えないこともあるということか。

　Ａクラスであることが生きてくるどうかを知るのも、卒業直前だということだ。

「何か聞き残したことがあるなら聞くといい。答えられる範囲で教えよう」

「教えられる範囲が狭そうだな」

　皮肉を言うと、堀北兄は本当に僅わずかにだが口角をあげて笑った。

「そうかも知れんな。元生徒会長としてのシガラミだと思ってくれ」

　学校全体にかかわる問題は、下手に口に出来ないということだろう。

「まあ折せつ角かくの機会だしな。オレはあんたに、ずっと疑問を抱いてたことがある」

　この何気ない偶然の中で、オレは堀北兄に質問をぶつけてみることにした。

「堀北……あんたの妹に関してだ。あいつは優秀な人間だとオレは思う。学力も、身体能力もけして低くない。１番かと言われればそうじゃないかも知れないが、２番手３番手につけるだけの実力は入学時から持ってた。生徒会長を務めるあんたほどじゃないのかも知れないが、罵ば倒とうして追い出そうとするようなレベルには思えなかった」

　そして、何よりも感じた違和感。

「そもそも妹との歳としの差は２つ、つまり２年分の成長を見ていなかった。この学校のシステム上、妹がどれだけ成長したかしていないかは、一見しただけじゃ分からないはずだろ」

　中学生２年生と３年生の堀北にはもう会うことが出来ないのだから。

　もし妹の入学時の成績を知ったのだとしても、やはり不満を生むほどではないはず。

　あの時、寮の外で見た堀北兄の妹に対する態度は、平静からは逸いつしていた。

「なるほど。確かにあの時の様子を見ていたおまえなら、不思議に思うのも無理はない」

　まさに思い出していた、オレが初めて堀北兄と接触した時のことだ。

「俺が鈴すず音ねに対して失望したのは表面上の成績にではない。心の成長だ」

「心の成長？」

「元々、今の鈴すず音ねと昔の鈴音とは大きく異なる。もっと笑顔を見せる子供だった」

　あいつが良く笑顔を見せる？

　……ダメだ、正直全く想像がつかない。

「つまり、あんたの影響を受けてクールなキャラを演じてるってことか？」

「どこまでも俺を模も倣ほうしようとしていたからな。悪い癖は、鈴音が小学校高学年になった頃から顔を覗のぞかせていた。しかし今思えば、それは放置した俺のミスだ。長年冷たくあしらうことで改善させようと試みたが、その実それは正反対、逆効果だった」

　結果堀ほり北きたは、兄の影を追い続け今のような性格になってしまったと。

「完全無欠に見えたあんたも、妹とのコミュニケーション作りには失敗したってことか」

「完璧な人間などいない。違うか」

「そうだな」

　その点は、あえて否定しない。

「要は学校で再会して、あいつと話をして分かったってことか？」

　とてもじゃないが長々と語り合っていた様子じゃなかったがな。

「話すまでもなく再会した瞬間に分かった。鈴音は、２年間何も変わっていなかったとな」

　兄にしか分からない何かが見えてしまったのだろうか。堀北兄は続ける。

「俺が言ったことには、あいつは全て忠実に応えようとしてきた。勉強をしろ、運動をしろ、アレをするな、コレをするな。それだけならまだいい。俺が好きな食べ物、飲み物、果てには好きな色や服装のセンスまで。どこまでも俺に対する強い依存を見せてきた」

　もはやそこまで来ると、ちょっとした怖いものを感じるな。

　だが入学時からの堀北の態度を見れば、それも頷うなずけるものがある。

「あんたは妹とこの学校で再会して、依存症のままだってことを感じ取ったんだな？」

　エスパーでもなければ、２年間の空白を確かめるには材料が少なすぎる。

「そうだ。小さい頃の鈴音を知る者なら、誰でも見ればわかる。あいつの───」

　言いかけて、堀北兄が言葉を詰まらせる。

「……いや、これはおまえにも伏せておく。俺にとって鈴音が本当に変わったかどうか、それを確かめる絶対の判断基準にしたい」

「まだ、妹は変わりきれてないってことだな」

　頷く堀北兄。以前よりも遥はるかに進歩を見せた堀北だが、兄貴に言わせればまだらしい。

「懸命に過去の呪じゆ縛ばくを解き放とうとはしているが、その途中に過ぎない」

　兄貴の言う判断基準とやらを、卒業までに満たせるのだろうか。

　卒業式まで、あと10日もない。

「だがもしも───」

　堀北兄が、一度足を止めオレを見つめる。

　オレもまた、何な故ぜかその強い瞳に吸い込まれ足を止めた。

「もしも鈴すず音ねが俺の幻影を追うのを止やめ、依存を断ち、そして自分自身に正直になって向き合うことが出来たなら───」

　一陣の、春の風が吹く。

「あいつは俺を超え、そしておまえにとって無視できない存在になるだろう」

　ただの親バカならぬ兄バカ、というわけではない。

　オレも堀ほり北きたの持つポテンシャルの高さには感心している部分も多い。

　何な故ぜだろうか。堀北兄にそんなことを言われたせいだろうか。

　ふと、オレの脳のう裏りにあることが過よぎった。この学校でオレがやるべきこと。

　いや、やりたいこと。それがふと見えた気がした。

「あくまでも───あいつが変われたらの話だがな」

「変わるんじゃないか？」

　オレは、そう言っていた。

「いや、ちょっと表現が違うか」

　オレは訂正する。

「あいつを変えてみようと思う。今までのように何となくではなく、本気で」

「……ほう。おまえがそんなことを言うとはな」

　ここで堀北兄と偶然会い話したことが、オレの人生に大きく関与していくような。

　その読みが的中したかどうか、それが分かるのは随ずい分ぶんと先になる。

「なあ。卒業前にもうひとつ聞いてもいいか。これも完全に個人的な質問だ」

　この先、こうして話をする機会があるかも分からない。

「なんだ」

「あんた、後ろの橘たちばなと付き合ってるのか？」

　くだらない質問であることは自覚していたが、聞いてみた。

　生徒会を卒業してもなお、２人は共に行動することが多い。

「いや、そのような事実はない」

　あっさりと否定する堀北兄。隠すために嘘うそをついている、ということはなさそうだ。

　ただ横目で確認した橘の顔はどこか複雑そうにも見える。

　少なからず、橘が堀北兄に好意のようなものを寄せているのは間違いないだろう。

「この３年間は、良くも悪くも学校のことだけを考えてきたからな」

「そうか」

「しかしおまえの口からそんなことが出てくるとはな。普通の高校生だったか」

　星ほし之の宮みや先生と話したことが影響しているのかもしれない。

「オレは普通が一番似合う高校生のつもりだ」

「そうか、そうだったな。その普通の高校生のおまえには、彼女は出来たのか？」

　こちらから振った話題とはいえ、それに乗っかって来るとは。

「今のところ全く。相手がいれば募集したいところだ」

「おまえなら鈴すず音ねを安心して任せられるが、そんなビジョンは見えそうで全く見えないな」

「当たり前だろ」

　あるわけがない。

「だ、ダメですよ。そういうのはフラグになっちゃったりするんですから」

　これまで静観していた橘たちばなが慌てて話に割り込んできた。

「フラグ？」

　堀ほり北きた兄が聞き返すと、橘が慌てて説明する、

「いや、えと、そういうのはこう逆に働く法則と言いますか……。絶対に付き合わないと思ってた２人が付き合うのは、往々にしてよくある話なので」

　オレも堀北兄も、橘の説明がいまいちよくわからず、顔を見合わせる。

「い、いえ何でもないです」

　伝わらないと思ったのか、橘はそう言って話を切り上げた。
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　教室で、朝のホームルームが終わる。

　それと同時に、対戦相手であるＡクラスの選んだ10種目が発表された。

　教室に残された資料を基に、堀北の手によって読み上げられる。

　それらを、種目に必要な人数順にまとめるとこうだ。




『チェス』　　　　　必要人数１人　持ち時間１時間（切れ負け）

　ルール・通常のチェスルールに準ずる。ただし41手目以降も持ち時間は増えない

　司令塔・任意のタイミングから持ち時間を使い最大30分間、指示を出すことが出来る




『フラッシュ暗算』　必要人数２人　時間30分

　ルール・珠しゆ算ざん式暗算を使って正確性と速さを競い１位を取った生徒のクラスの勝利となる

　司令塔・任意の１問だけ答えを変えることが出来る




『囲い碁ご』　　　　　　必要人数３人　持ち時間１時間（切れ負け）

　ルール・１対１を３局同時に行う。通常の囲碁ルールに準ずる

　司令塔・任意のタイミングで一手助言しても構わない




『現代文テスト』　　必要人数４人　時間50分

　ルール・１年度における学習範囲内の問題集を解き合計点で競う

　司令塔・１問だけ代わりに答えることが出来る




『社会テスト』　　　必要人数５人　時間50分

　ルール・１年度における地理歴史と公民の学習範囲内の問題集を解き合計点で競う

　司令塔・１問だけ代わりに答えることが出来る




『バレーボール』　　必要人数６人　時間制限10点先取３セット

　ルール・通常のバレールールに準ずる

　司令塔・任意のタイミングでメンバーを３人入れ替えることが出来る




『数学テスト』　　　必要人数７人　時間50分

　ルール・１年度における学習範囲内の問題集を解き合計点で競う

　司令塔・１問だけ代わりに答えることが出来る




『英語テスト』　　　必要人数８人　時間50分

　ルール・１年度における学習範囲内の問題集を解き合計点で競う

　司令塔・１問だけ代わりに答えることが出来る




『大縄跳び』　　　　必要人数20人　時間30分

　ルール・２回のチャレンジで、より多くの回数を跳べたクラスの勝利

　司令塔・一度だけ、対戦相手の並んでいる順番を任意に変えても良い




『ドッジボール』　　必要人数18人　時間制限10分２セット

　ルール・通常のドッジボールルールに準ずる。１勝１敗の場合はサドンデス

　司令塔・任意タイミングで、アウトになった選手を１人コートに戻すことが出来る




「思いのほかスポーツも入れてきたわね。全て筆記試験とか頭を使う種目で固めてくると思っていたわ。とは言え、フェイクの可能性も十分あるけれど」

　堀ほり北きたの第一印象。同じくして、啓けい誠せいも感想を言う。

「チェスや囲い碁ごはメジャーな種目だが、触ったことのある生徒は少なそうで、厳しいところを突いてきたって感じだ。スポーツも連携を求められる要素の強いものばかりだしな」

　このクラスで、チェスや囲碁の名前を知らない生徒はまずいないだろうが、実際にプレイ、触ったことのある生徒はそう多くないだろう。

「想定と違ったのは、司令塔の関与、その多くが最小限に抑えられていることよ。特に学力メインの種目は、関与しても勝敗に影響を与えないものばかりだわ」

「それだけ仲間の力に自信があるってことなんだろうな。Ａクラスが特に自信を持つ学力テストは４つある上に必要人数も多い。かなり厳しいぞこれは……」

　毎回テストではＡクラスが常に総合力で１位を取っている。

　どのテストも参加人数が多めなのは、その自信の裏付けからだろう。

　司令塔に出来ることも最小限のため純粋なクラスの学力勝負を強いられる。

　筆記試験だけで埋め尽くさなかったのも正しい判断だ。

　７つも８つも放り込めば、こちらも完全に勉強だけに考えをシフトできる。

　こっちが捨てる教科を作りつつ、勝負する方法を取られることを避けるためだろう。

「バレーは６人と交代要員を合わせて９人。ドッジボールは18人。大縄跳びは最大の20人。どれか１つでも入ってくれば、簡単に２巡目に入りそうな大人数の種目ね」

　10種目のどれが当日採用されるか分からない以上、全てに手を抜けない。

　しかも大人数を必要とするスポーツが多いため割り振りや練習に膨大な時間と労力を割かされることになる。大胆に体育館などを借りて練習すればＡクラスもそれを嗅ぎつけてくるだろう。つまり隠れて、密ひそかに練習を積み重ねて行かなければならない。

　だが、正式種目として採用されるかは不明。もし、オレたちが膨大な時間を使って練習したとしても、それを弾はじきだされれば苦労は全て水の泡。徒労に終わるということだ。かといって、向こうの種目をフェイクだと決めつけ練習をしなければ、その時には練習量の差が如実に表れるだろう。まず勝ち目はない。

　Ａクラスの生徒がこの１週間で、どう動くかを見極めるのも大切だが、早朝や深夜の隙すきを突いて練習しているとなれば発見は簡単じゃない。また少数で小分けして練習を行うといったこともあるだろう。

　10種目すべてに手が抜けず、どれが採用されても面倒なものばかり。

　こちらが喜んでやりたくなるような種目は、当然のごとく存在しなかった。

「この中に、チェスや囲い碁ごの経験者はいるかしら？」

　挙手を求める堀ほり北きた。宮みや本もとだけが手を挙げる。

「囲碁は家族と少し打ったことがある、けどルールを知ってくるくらいで強くないぜ」

　２種目とも絶望的なスタートラインであることは間違いなさそうだ。

　オレも遅れて手を挙げる。

「一応チェスは覚えがある。ただ囲碁に関しては全く未知数だ、触ったこともない」

　司令塔だが、教える側には回れることをアピールしておいた。

「経験者がいるだけでも救い、かしら。けれど改めてとんでもない試験よね。私たちはここで示された10種目、その全てをないがしろにすることは出来ないのだから」

　１週間足らずで、チェスや囲碁をどれだけマスターできるか。もしくじ運が偏かたよった場合、こちらの選んだ種目は２つしか採用されず、この中から５種目選ばれることになる。

　元々持っている生徒のポテンシャルに頼らざるを得ない部分はあるだろう。

　しかし何な故ぜだろう───。

「どうしたの、綾あやの小路こうじくん」

　不思議そうにオレの顔を覗のぞき見みる堀北。

「……いや、何でもない」

　関与があまりにも大きいチェス。ほぼ司令塔同士の戦いも可能な内容だ。

　この種目でオレと戦いたい、そんな強い気持ちが込められているように見えた。

「なあ堀ほり北きた。俺たちも、ここから本格的に情報戦に乗り出すべきじゃないか？」

　焦あせりを感じたのか、啓けい誠せいがそう切り出した。

「10種目の中から、Ａクラスが何を正式な種目として選ぶのか……それを探るのね」

「ああ。正直、今からこの10種目をカバーするのはかなりキツイ。何かしら情報を手に入れないと、こっちの勝ち目は相当薄くなるぞ」

「けどＡクラスが簡単に情報なんて出すわけないだろ」

　男子からそんな言葉も飛ぶが、それは誰もが分かっていることだろう。

「そのうえでやるんだ」

「あなたの気持ちは分かるわ。でも、今すぐに決断はしかねるわ。まずはそれぞれの種目の経験者がどれだけいるのか、その把握をさせて」

　情報戦は後回しにして、堀北は全10種目の把握から始めるようだった。





　　　　７






「堀北、少しだけ時間貰もらえないか」

　休み時間、啓誠は堀北に声をかける。

「構わないわ。なに？」

「ここじゃちょっと……特別試験に関することだ」

　内密な話がしたいということで、静かに廊下に出るよう促される。

　オレは見送るつもりだったが、堀北が視線を向けてきた。

「綾あやの小路こうじくんも同席させて構わない？」

「……分かった」

　あまり歓迎はしていないようだったが、啓誠は同意した。

　断る流れでもないので、２人についていく。

「俺が言ったこと、考えてくれたか」

「情報戦のこと？」

「ああ」

「そのことなのだけれど……Ａクラスから情報を手に入れるのは容易じゃないと思う」

「けど、何もしないのはあまりにも勿もつ体たいないだろ。時間は有効的に使うべきだ」

　どうやら啓誠は、一刻も早く情報を集めるための動きを取りたいらしい。

　勝つために、手を尽くしておきたいという気持ちはよくわかる。

「Ａクラスの生徒に張り付いて解決することかしら？」

「そうだな。正式な５種目を一般の生徒が知ってるかどうかも疑わしいところだ」

　坂さか柳やなぎだけ、あるいはその側近くらいにしか話していない可能性もある。

　あいつなら徹底した情報管理をしていてもおかしくはない。

「正式な５種目は坂さか柳やなぎしか知らないとしても、クラスメイトであればある程度の目星はつくはずじゃないか？　そうだろ清きよ隆たか」

「まぁ、クラスメイトなら分かってるだろうな」

　１年間共に生活してきている以上、得意不得意はある程度分かっている。

　自分たちでこれが選ばれるだろうという推理くらいは立てられるだろう。

「そこで、だ。Ａクラスから情報を手に入れる方法を思いついた」

「その方法はなに？」

「[image: ]かつら城ぎを、俺たちＣクラスの仲間に引き入れることだ」

　周囲に人がいないことを確認し、小声で啓けい誠せいが言った。

　[image: ]城。かつてはＡクラスで坂柳と対立していたリーダー格だ。

「[image: ]城を慕したってた戸と塚つかが坂柳の手で退学にされたことを、恨うらんでいるんじゃないか？　ここ数日何度かすれ違うことがあったが、明らかに以前の[image: ]城とは違った」

　坂柳に恨みを抱いているのは間違いないだろう。

　弥や彦ひこの退学が決まった日、[image: ]城と龍りゆう園えんが会い話していた時のことを思い出す。

「坂柳さんに一泡吹かせるためだけに、彼がクラスを裏切ると思うの？」

「もちろん、それ相応の交渉材料は必要だろうな」

　その点についても、啓誠には考えがあるらしい。

「俺たちＣクラスに勝利をもたらしてくれれば、４勝３敗でも１３０ポイント手に入る。クラス全体で考えれば、１年間で６００万以上のプライベートポイントが入る計算だ。更に毎月貯蓄していけば２０００万ポイント近く貯ためることも不可能じゃない」

　そこまで聞けば、何を言いたいかは見えてくる。

「俺たちがＡクラスに上がったら、[image: ]城にクラス移動の権利を提供する。それを条件にすればどうだ？　しかもこれなら、[image: ]城まで仲間になる」

「普通の生徒なら、まず引き受けない話ね。何を言っても私たちはＣクラスなのよ？」

「でも今の[image: ]城の置かれた立場ならそうも言ってられないだろ」

「確かに今の[image: ]城に居場所はないかもな。だが、裏切ってることがバレれば、次に退学させられるのは[image: ]城になる。悠長にオレたちが２０００万貯めていられるだけの時間はない。クラスポイントが順調に上がっていくと仮定して、なおかつクラス全体が完全協力したとしても、最短で半年以上かかるだろうな」

　無理なく貯めるという意味では、現実的に１年くらいを見ておいた方がいい。

　それにクラスポイントを得るためとはいえ、２０００万ポイントの対価は安くない。

「どう思う、堀ほり北きた」

「……そうね。幸ゆき村むらくんの言うように情報を手に入れることは非常に大切だわ」

「なら───」

「けれど、私は幸村くんの提案に対して、とてもじゃないけれど賛同出来ないわ」

「ど、どうしてだ」

「確かに[image: ]かつら城ぎくんが追い込まれていることは間違いないと思う。でも、だからと言って今の条件を飲んでクラスを裏切るとは思えないのよ。私たちの交渉材料はけして強くない」

　即金で用意できるなら話も違うが、１年以上先ともなると怪しいものだからな。

「でも動かなきゃ何も情報は手に入らないだろ」

「動いたところで、情報が得られるとは思っていないわ」

「試さないで何が分かるって言うんだ」

　食い下がる啓けい誠せいだったが、堀ほり北きたは首を縦に振ることはなかった。

「情報戦をすることに、すべて否定的なわけじゃない。でもその作戦はダメよ。もし新しいアイデアが浮かんだらまた相談して」

　そう言って、堀北は話を切り上げ教室に戻って行った。

「くそっ！」

　苛いら立だつように啓誠は壁を蹴る。

「……なあ清きよ隆たか、協力してくれないか」

「堀北の説得をか？」

「いや……俺たちだけで[image: ]城の説得に当たるんだ」

　それはまた、なかなか思い切ったことを言い出したもんだ。

「堀北が勝つことを諦あきらめてるとは言わない。だが、心のどこかではＡクラスに敵かなわないと感じてるんじゃないか？　そうでないなら、ダメ元でチャレンジしてみるべきだ。俺たちが[image: ]城に接触したことがバレても、何かＣクラスが不利になるわけじゃない」

　このままオレが否定意見を出しても、多分止まらないだろうな。

　それならまだ同行した方が、色々と状況は把握できるかもしれない。

「どうやって[image: ]城に接触するんだ？」

「それは───少し考える。試験まではまだ時間もあるしな」

「わかった。なら決まったら教えてくれ」

　先走って１人で行動しない様にだけ言っておき、ひとまずは啓誠に協力することにした。
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「ねえ。良かったら今から少しだけ話さない？」

　夕食前の午後６時過ぎ。オレは鍋を温める火を見つめながら、そんな堀北の言葉を聞いていた。ちょうど湯が煮立ち、グツグツと沸ふつ騰とうを始める。

「食事の準備中、だったかしら」

「いや、気にしないでくれ」

　まだ湯を沸かしただけで、特別なことは何もしていない。

「話って？　何の話だ？」

　種目を決めるための協力に関する申し出なら、断るつもりで問い返す。

「安心して、種目決めはあなたに頼らないから。それは約束するわ」

　こちらの思惑は、堀ほり北きたにも透けて見えている。

「ただ、そうね。もしあなたさえ良ければ、直接会って話せないかしら。１時間ほどで話は終わらせるつもりよ」

　電話口では話しづらいこと、あるいは直接目を見て何か探りたいことでもあるのか。

　１時間なら、それなりの時間だな。直接会うことを否定するものはない。

「分かった。こっちに来るか？」

「それでもいいのだけれど、最近あなたは何かと渦か中ちゆうの人だから。私の部屋でも？」

　予期せぬ来客が来るかもしれないことを警戒したようだ。

　堀北の部屋には以前足を運んだこともある。特に拒む理由はないだろう。

　火を止め、オレは携帯だけ掴つかむとその足で部屋を出る。そしてエレベーターに乗り込んで堀北の部屋へ。既に陽ひは落ちているが、まだ早い時間のため、男子が女子のエリアである上層階を歩いていても特別な不思議はない。
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　チャイムを鳴らすと、程なくして鍵を開ける音が聞こえた。

　いつもの真顔で迎え入れられると思ったが、意外な形で幕を開ける。

「いらっしゃい」

　思いのほか、機嫌の悪くない堀北に玄関から迎え入れられたのだ。

　その意外な部分に、逆にオレは一いち抹まつの不安を覚える。

　室内からは味み噌その匂いが微かすかに漂っていた。

「丁度夕飯の準備をしていたから。入って」

　何もそんなタイミングで呼び出さなくてもいいと思うんだが……。

　部屋に入ることを躊躇ためらっていると、視線で催さい促そくされたのでお邪魔することに。

　遅くなってからの呼び出しに抵抗があったのかも知れない。

　その程度の考えで留とどめておく。室内に入るなり、オレは奇妙なことに気付く。

　小さなテーブルに、何な故ぜか二人分の食事が準備され始めていたからだ。

　オレとの話し合いが終わった後、別の誰かと夕食を共にするんだろうか。

「なあ……」

　確認しようとすると、言葉を遮さえぎられる。

「遠慮なくそこに座って」

　いや、そこにって……明らかにその場所は箸が置かれている。

　本能が告げる。これは、オレに何かを強いるための罠わなだと。

「それで、話って？」

　オレは座ることを咄とつ嗟さに避け、話を始めようとする。

「立ち話するつもり？　こっちにも準備があるから、座って待っててもらえるかしら」

「いや……立ってたい気分なんだ」

「どんな気分よ。立っていられると私が落ち着かないの。座って」

　だんだんと堀ほり北きたの口調が厳しくなってきたので、オレは座ることにした。

　いつもの強気に、強引さと理不尽さを織おり交まぜた態度は意外と久しぶりだな。

　オレから距離を開け、そして堀北からも距離を開け始めていたため、忘れていた。

　とりあえず、座って大人しく待つか。

　ただ、パッと見た所料理はまだ途中。作り終わる頃には結構時間が経たっていそうだ。

「なあ。１時間で済むんだよな？」

「ええ、話自体は１時間もかからないわ」

　背中越しに聞こえてきた堀北の言葉に、当然オレは引っかかりを覚える。

　確かに電話口でも、話は１時間で終わると言われた。

　つまり話以外の時間は含まれていない、と。

「それ以外の時間を含めると？」

「そうね……１時間半から２時間前後ってところかしら」

　やっぱりそういうことか。

「時間も時間だし、夕食くらい食べて行ってもらおうと思って」

　誰もそんなことは望んでいない。理不尽な言葉遊びに翻ほん弄ろうされている気分だ。

　とはいえ、既に用意され始めている料理を見せられては、今更食べないと言って帰るのも気が引ける。上う手まい具合に誘い出されてしまったわけだ。

　背中越しだが、料理をして動いている堀北の手て際ぎわは悪くない。

　むしろ、高校１年生であることを考えれば随ずい分ぶんと様になっているように見えた。

「私の両親は共働きだったから、夕食を担当することが多かったのよ」

　まるでオレの視線、考えが分かっているかのように、堀北は呟つぶやく。

「面倒だとか、手間だとか思わなかったのか？」

　料理は作り出すと楽しいが、面倒な部分も少なからずある。

「兄さんがこの学校に進学したことを知ってからは、自分から料理の機会を増やしたわ」

「自分もこの学校に進んで一人暮らしになるのを見越して、か？」

「正解よ」

　トン、と包丁で何かを切り終え、今度は鍋の味み噌そ汁しるの仕上げに取り掛かる。

　しかし特別試験でないのなら、何の話をするつもりなのか。

　その点だけがまだ見えてこない。
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　更に待つこと15分ほど。

　堀ほり北きたの料理が完成し、すべてが食卓に並べられる。視界に広がっている料理は思ったよりもしっかりとしたものだ。たまにテレビなどで見る食卓を彩るメニューが並んでいる。そして、目の前に腰を下ろす堀北。

　もしもこの光景を須す藤どうが見たら激昂して殴り掛かって来るかも知れない。

　誤解だと言ったところで、何も通じたりはしないだろう。

　むしろ、こういった振る舞いを須藤にも既にしていると信じたい。

　いや、仮にそうだとしてもオレは嫉しつ妬との対象にされてしまいそうだ。

「食べて」

　そう催さい促そくされ、オレは箸を手に取る。料理を間にして向かい合う２人。

　その光景には強いデジャヴを感じる。

　入学して間もない頃、学校の食堂で手を出して堀北に利用されたことを思い出した。

「疑うの？　私を」

「どうにも、嫌な感じがするのは事実だ」

「人の親切を疑うようになったら、人間として問題がある証拠ね」

「それをおまえが言うか」

「今日は特別よ」

「…………」

　気を遣って作ったのであれば、手を付けないのも失礼な話か。

　しかし疑ってしまうのは人としての性さが。違う。これまでの経験がそう告げているだけだ。だが完全に３６０度包囲されてしまっている。

　不用意に堀北の部屋に踏み込んできた時点で、勝敗は決していたのだ。

　とりあえず汁物から手を出してみることにした。

　味み噌その香りが鼻び腔こうをくすぐる。大根をメインとした体に優しそうな具材たちだ。

「麦みそなんだな」

　一口飲んで、口内に広がる甘あま味みの強さが特徴的だ。

「よく分かったわね。九州で好まれる味噌なんだけれど、口に合うかしら」

「料理、上手だったんだな」

　素直に誉ほめてみたが、堀北は特に喜ぶ様子は見せない。

「今の時代、特別なスキルは不要だもの、誇ほこることでもないわ。作りたい物があればスーパーやコンビニで買ってきて、後はネットでレシピを調べるだけよ？」

　料理を作るだけならそうかも知れないが、盛り付け方、野菜などの切り方ひとつとってもセンスは出るものだ。一朝一夕で出来るものじゃない。

「須藤にも振舞ったりしてるのか？」

　そう聞いてみると、やや不服そうに堀ほり北きたがこちらを見てくる。

「どうして私が彼に料理を食べさせなければならないの？」

「いや……よく勉強を教えてるだろ」

「そうね。でも、だからと言って彼に料理する理由には繋つながらないでしょう？」

　些さ細さいな質問のつもりだったが、堀北は反論を続ける。

「私が彼に勉強を教わっている立場なら、今の質問にも頷うなずけるわ。日頃のお礼を兼ねての行動だもの。でも教えている私が、こんな手間のかかることをするわけがない」

　見事なぐうの音も出ない道理なのだが……。

「あなたは賢いのかバカなのか、分からないわね」

　それはこっちのセリフでもある。須す藤どうは堀北に好意を寄せている。その関連性から振舞うことだってあるはずだ。どうやら須藤からの好意に関しては、今のところ正面から受け止めてはいないらしい。ただそれは、堀北が恋愛というものに重きを置いていないからだろう。まだ、そういったことを意識できるところまで自分が成長していない。

「さて。それじゃあ本題に入らせてもらってもいいかしら」

　そう断りを入れ、堀北はノートを取り出した。そしてそれをオレに差し出してくる。

　これは？　そう聞き返すまでもないだろう。ここ最近堀北がずっと向き合っていたもの。

「Ｃクラスにとって最善と思われるプランを考えた。あなたに私の評価してもらいたいの」

　そして、こう付け加える。

「ご飯、食べたわよね？」

　実に汚いやり方だ。先に報ほう酬しゆうを渡しておいて仕事を依頼して来るとは。オレは迷わず受け取りノートを開く。びっしりと記載された特別試験に関する内容。Ａクラスの10種目に対する記載もあったが、今日発表されたばかりということもあり、それはまだ書きかけだ。

　ちなみにＣクラスが選んだ10種目は『英語』『バスケット』『弓道』『水泳』『テニス』『卓球』『タイピング技能』『サッカー』『ピアノ』そして『じゃんけん』。

　最後の１つは困った時の秘策で放り込んだようだな。

　各種目誰が得意としていてどれだけの確率で勝てそうか。堀北の評価点も書かれている。

　必要なことの全てがこのノートに集約していた。オレは静かに細部に渡るまで目を通していく。その様子を見て、堀北は驚いたような顔を見せる。

「飯のことはさておき、オレが真面目に読むと思わなかったんだろ？」

「え、ええ。突っぱねることも覚悟していたのだけれど……」

「今回の特別試験は、分析に分析を重ねたおまえのデータが必要不可欠だ。それに目を通さずして司令塔の力を発揮することは出来ない」

　オレが聞きかじったデータと照らし合わせても、何一つ相違点はない。

「ウチのクラスが丸裸になるようなデータの集合体だな」

「この１週間悩みに悩んだ末、導き出した答えよ。正確でなければ困るわ」

　これがあれば、極端な話他の誰にでも司令塔が務まるだろう。

「私はこのままノートを改良して、最終的にはＡクラスの10種目すべても割り当てる。あなたはそれを見て司令塔として挑んでもらう形になると思うわ」

「そうだな。須す藤どうや明あき人とは１対１以外の種目でも戦力になりそうだし、小お野の寺でらの場合は男子との勝負になれば確実性に欠けてくる。第３、第４候補まで考えておくのが賢明だろう」

　静かに堀ほり北きたが頷うなずく。色々な種目で輝ける可能性を持つ生徒を、簡単に確定させてしまうのは勿もつ体たいないからだ。何にせよここまでは、本当に文句のつけようのない出来栄えだ。

「ノートの内容に異論はない。が、ひとつだけ注文を付けてもいいか」

「何かしら」

「Ａクラスが選んだ種目の中に、チェスがあったよな」

　オレは水を一口飲んで、そう切り出す。

　チェスが得意な生徒はいないため、ノートもまだ当たり前のように空白だ。

「ええ。今のところ後回しにしている種目ね。私だってやったことないもの。教室の中でルールを知っているのは司令塔のあなただけ。その辺はアドバイスを聞くかもしれないわ」

「そのことなんだが、チェスの種目はおまえにやってもらいたい」

「……私に？　確かに誰かが練習しておく必要はあるけれど……。どうして？」

　とても強くなることは出来ない、そして勝てないと堀北は答える。

「オレが教えるのに適任だと思ったからだ」

「私相手なら、関係を一から構築する必要はないから楽、ということかしら」

「その側面がないと言えば嘘うそになるな」

「私が引き受けてもいいけれど……あなたに従順な生徒も少しはいるはずよね？　それにこう言ってはなんだけれど、他にも私が役に立てる種目はあると思う」

　堀北は基本的に万能な生徒だ。

　筆記試験もスポーツも一定以上の成績を出してくれる。それはこちらも疑ってはいない。

「求められるのは純粋な能力だ。向こうの設定した司令塔の関与部分は、時間制限付き。いくら坂さか柳やなぎがチェスに自信を持っていても、心もとない時間だ。開幕から使っていくとは思えない。となれば肝心なのは序盤戦だ」

　序盤で圧倒されるような事態になれば、こちらからの挽ばん回かいは極めて難しくなる。

「個別にチェスに注目してるのは単にルールを知ってるからじゃないわよね？　あなたの読みでは、Ａクラスはチェスを５種目に選んでくると思うのね？」

「ほぼ間違いなくな。チェスだけ司令塔の関与が強すぎることも気にかかる」

「確かに私もその点は引っかかってた……いいわ。あなたの裁量に従う」

　快諾してくれたことに感謝しつつ食事を続ける。

「それで、チェスの練習方法は？」

「堀北には苦労を強いることになるが、練習は夜中にネットを通じてやろうと思う」

「確かにそれなら、人目につくこともないわね。それに細部を知られることもない」

　他の練習を圧迫しないで済む部分も利点だ。
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　これで話が終わると期待していたが、そうは問屋がおろさない。

「あなたにお願いがあるの、綾あやの小路こうじくん。私のご飯食べたわよね？」

「おまえ、何度も何度も卑ひ怯きようだと思わないのか？」

　食事も半分ほど進んだところで、悪魔が再び斬り込んで来た。

　さっきのノートだけで終わらないのか。

「卑怯？　私はあなたのやり方にこそ、卑怯なものがあると思ってるのだけれど？」

「なんの話だ」

「この間のクラス内投票。私を裏で動かしていたのはあなたね？　答えて」

「待て。オレは何も───」

「兄さんが私にアドバイスを送った。あの背景にいたのはあなたよ」

　適当な思いつきで話しているようには思えなかった。

　かといって、堀ほり北きた兄がこのことをリークすることはあり得ない。

「最初は気がつかなかった。でも、じっくり考えて分かった」

　自力で、その結論に至ったということだ。

「あなたは私がどう行動するかを全部読んでいたのよ」

「否定しても信じてはもらえそうにないな」

「ええ。確かに決定的な材料は何もない。兄さんに聞いたところで、あなたの関与をほのめかすようなことは何も言わないでしょうね。でも、私の中では確信に変わってる」

　堀北は１年間を通じ少しずつ成長してきている。

　それはオレも、そして堀北兄も認めるところにある。

　だが兄との確かく執しつが減っていくにつれ、一気に開花を始めていた。

　オレよりもずっと付き合いの長い兄貴だからこそ、堀北の持つ潜在能力の高さには気がついていたはずだ。だからこそ、兄を追い続けるだけの妹に辟へき易えきしていたのだろう。

「随ずい分ぶんと居心地が悪そうね」

「圧迫面接を受けてる気分だからな」

「まぁいいわ。あなたの態度からはやっぱり崩せないことが分かったし」

　そう言って話を切り上げる。今後は裏から操るのも難しくなっていきそうだな。

「これから質問をするけれど、これは答えなくても自由よ」

　オレの視線を掴つかんで離さない堀北の目力。

「坂さか柳やなぎさんとの対決、勝てると思う？」

「全く敵かなわない相手じゃないとは思ってる。このノートを見てそう思った」

「……いいわ。私は私にできる貢こう献けんでクラスをまとめる」

「現に今、おまえは立派にやってるよ」

　平ひら田た不在の中、ほぼすべてのクラスメイトが堀ほり北きたに従い行動している。

　それを先導し勝利に導くための準備。

　オレには出来ない部分を率先して行ってくれているのは素直に感謝したい。

「これからも任せる。全部おまえが判断して決めてくれ」

「分かってるわ。でも、司令塔に関するルールの部分だけは、あなたが判断して決めてた方がいいんじゃない？」

「それもおまえがやればいい」

「……あなたは、最後まで私の用意した材料だけで戦うということ？」

「どうせクラスの詳細は分からないしな」

「まったく……それでＡクラスに勝てると思っているなら甘い考えよ」

「かもな」

　玄関先まで見送られ、オレは堀北の部屋を出た。

「今日はとりあえず、ご馳ち走そう様さまと言っておくが……次回からこの手のは止やめてくれ」

　飯を出されるたびに疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていくのが目に浮かぶ。

「そうね、別の手を考えておくわ」

　いや、そういうことじゃない。
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　啓けい誠せいはＡクラスとの対決を控えた数日前、[image: ]かつら城ぎとの接触に成功した。

　すぐにオレに電話が入り、人気のない場所へと呼び出される。

　基本的に孤立している[image: ]城は１人で行動しているため、捕まえやすかったんだろう。

「……それで、俺にどうしろというのだ？　幸ゆき村むら」

　坂さか柳やなぎに対して強い怒りを覚えたであろう男が、啓誠に鋭い眼光を向ける。

「[image: ]城、協力してもらいたいことがある」

「この時期の相談だ。何のことだと問い返すまでもない」

　啓誠が提案しようとしたことを、[image: ]城は先回りして察知する。

「なら話は早い。正式採用される５つの種目が何かを教えてもらいたい。そしてもう１つは、試験中手を抜いてもらいたいんだ」

　オレや堀北にも言っていなかったことを、啓誠は口にする。

「そんなことをして、俺に何の見返りがある」

「[image: ]城、俺たちのクラスに歓迎する」

「それは面白い話だな。Ａクラスを裏切り、Ｃクラスに落ちろと？」

　鼻で笑うように、啓誠の提案を一いつ蹴しゆうする。

「俺たちはいつかＡクラスに上がる、それだけの実力はあるんだ」

　その時に、この取引が生きてくると啓誠は再度提唱した。

　だが、[image: ]かつら城ぎにはそれがただの世よ迷まい言ごとに聞こえただろう。

「いつかＡクラスに上がる、か。どのクラスに耳を傾けても同じことを言うだろうな」

「それは……」

「本当に実力があるというのなら、こんな姑こ息そくなことをせずＡクラスに勝ってみたらどうだ。それが出来ないから、俺を利用してでも勝とうとしているんじゃないのか」

　ぐうの音も出ない[image: ]城からの、叱しつ責せきに似た強い口調に啓けい誠せいが黙り込む。

「まぁいい。仮におまえたちが本当にＡクラスに上がれるとして、情報と引き換えに今すぐ２０００万ポイントを提供してくれるとでも言うのか？　いや、それはあり得ないだろうな。もしそんな額を今の時点で俺に用意できるのなら、その前に山やま内うちの退学を阻そ止ししていてもおかしくない」

　そんな大金を持っていないことなど、当然[image: ]城にも分かっている。

「それは……」

「２年後に２０００万ポイントを用意するから待っていてくれとでも言うつもりか？」

「……そうだ」

「夢のまた夢のような話だな。おまえたちがＡクラスに上がれたとしても、その時に２０００万ポイントを用意できる保証はない。契約を交わしたとて、無い袖そでがふれなければどうすることも出来ないだろう。いや、そもそもこの話はＣクラスの総意なのか？」

　[image: ]城は単なるバカな生徒じゃない。こちらのことは手に取るように分かるだろう。

[image: ]

　もしＣクラスの総意であったなら、[image: ]かつら城ぎに会いに来る人間は堀ほり北きたクラスであるはず。オレと啓けい誠せいの時点で、これがまだ内密なものであることを察知したに違いない。

「必死なのは理解できるが、交渉としての前提すら用意できていない。俺が協力することを快諾してから話し合って許可を得る？　そんなことで引き受けると思ったのか」

　仲間のクラスを裏切るという行こう為いは簡単にできるものじゃない。

　ましてそれが義理堅い男であればあるほど。

「……坂さか柳やなぎに、坂柳に黙ってやられっぱなしでいいのか」

「なに？」

「戸と塚つかを退学にさせられて、それでも今のＡクラスにしがみ付きたいのか」

　正攻法では[image: ]城を落とせないと踏んで、啓誠は玉砕覚悟で突っ込んでいく。

「俺はそんな惨みじめな状態で卒業まで過ごす自信はないな。腰抜けのすることだ」

「最後は惨めだとののしって煽あおる手か。交渉の仕方としては０点だな、幸ゆき村むら」

「くっ！」

　そんな[image: ]城の矛先は同席しているオレの方にも向く。

「何か言うことはあるか、綾あやの小路こうじ」

「いや、[image: ]城の言う通りだ。オレたちに反論できる余地はない」

　白旗をあげる仕草を見せると、[image: ]城はすぐにオレから視線を外す。

「幸村、俺は何もおまえを責めたいわけじゃない。だが、裏切らせようと思うなら、それ相応の覚悟を持っていなければダメだということだ」

　壁にもたれたまま、どこか視線を明後日あさつての方向へと向ける[image: ]城。

　何かを見ているというより、何も見ていない。

「しかし、おまえは１つだけ正しいことを言った」

「……正しいこと？」

　既に戦意喪失した啓誠だったが、[image: ]城の言葉に顔をあげる。

「俺が坂柳に対してどうしようもない怒りを覚えているということだ。それは交渉の材料を抜きにしてでも、個人的に動くべき価値のあることではある」

　[image: ]城は腕を組んだまま、ジッと啓誠の目を見る。

「ある程度予測はついているかも知れんが、坂柳は誰にも正式な５種目を明かしていない」

　予想通り、坂柳の胸の内だけに秘めている状態か。

「俺はそれも気に入らん。今回のようにクラス全体が協力し合う試験でやることじゃない。本来なら仲間で共有し合い、確実に勝つための戦略を採って然しかるべきだ」

　５種目が何であるかがリークしないのは最大の強みだが、その分種目に向けた強化練習をすることは敵かなわなくなる。10種目万遍なくやれば、当然効率は落ちる。

「俺の勝手な予想で良ければ、教えてやらないこともない」

「ほ、本当か!?」

　とても[image: ]城を懐かい柔じゆうできないと諦あきらめかけていたところに、思わぬ形で幸運が舞い込む。

　それだけ坂さか柳やなぎに対する恨うらみは強いということだ。

「ここでのことは、絶対に他言しないと約束できるなら……だが」

「も、もちろんだ。後で堀ほり北きたたちにも、２０００万ポイントの話は持っていく」

　それを約束するように、頷うなずく啓けい誠せい。

「それは不要だ。仮に有益な情報だったとしても、おまえたちに２０００万を用意することは出来ないだろう」

「なら、何を見返りに求める」

「何もない。強いて言うなら、坂柳の敗北だけだ」

　そう言って[image: ]かつら城ぎは話始める。

「『チェス』『英語テスト』『数学テスト』。この３種目は確実に本命だ。次点で『現代文テスト』や『フラッシュ暗算』か。逆に大人数を必要とする大縄跳びやドッジボールはほぼフェイクと見ていい。俺が知る限り練習も行っていないようだ」

　[image: ]城の言ったことが合っているかどうかは、当日にならなければ分からない。

　だがこの中で３種目以上本命として食い込んでくれば、間違いないだろう。

「本当に良かったのか？　その、見返りなしで」

「言っただろう。交渉の材料を抜きにしても、動くべき価値はあると」

　難しいと思っていた[image: ]城からの情報を、思わぬ形で得た啓誠。

　その喜びがだんだんと湧わいてきたのだろう。

「や、やったぞ清きよ隆たか。これで俺たちにも勝機が出てきた！」

　ガッツポーズを取る啓誠。

「それともう１つ。俺に試験で手を抜いて欲しいという話だったな」

「え、あ、いや。それは無理にとは───」

「ふっ。ここまで交渉しに来ておいて、その情報だけで満足なのか？」

　慌てようが面白かったのか、[image: ]城が少しだけ笑った。

「そういうわけじゃないが……」

「中途半端に協力するだけで勝てる相手と思わないことだ。俺が手を抜いて、やっと互角に戦えるくらいだと考えておく方が賢明だろう。しかし、俺がおまえたちに協力できるのは、フラッシュ暗算か、万が一選ばれた時の大縄跳びくらいなものだが」

　オレはそう話す[image: ]城に、１つだけ疑問をぶつけることにした。

「坂柳に警戒されてる中で種目に参加させてもらえるのか？　大縄跳びが種目になれば１巡以上はする可能性はある。ただ、結局１人２人が種目の勝敗を左右するフラッシュ暗算で[image: ]城を頼る保証は？」

「Ａクラスでフラッシュ暗算を得意としているのは俺ともう１人の田た宮みやくらいなものだからな。田宮の実力は然さ程ほど高くない。その状況で俺を外すということは、純粋に勝率を落とすことになる。弥や彦ひこを退学させたことで俺の牙を完全に折ったつもりでいるだろうからな。駒として使いこなすためにも、まず起用してくる」

　あれだけ反抗していた勢力の[image: ]かつら城ぎを駒のように使う。

　それが坂さか柳やなぎにとってのアピールにもなるということか。フラッシュ暗算でならわざと問題を間違え、大縄跳びでなら、早い段階で縄にかかってくれる、という[image: ]城の申し出。

「だが、俺がワザと負けていると坂柳に知られるのは極力避けたい。大縄跳びは偶然に見せかけたミスも出来るが、フラッシュ暗算に関しては簡単な問題は解かせてもらうぞ」

　互角を演じながらも僅きん差さで勝つ。

「ただし当日フラッシュ暗算が選ばれたとしても、俺が指名されなかった場合には、運がなかったと思って諦あきらめてくれ」

　それでも破格の情報提供に、不満があるはずもない。

　[image: ]城が去って行ったあと、啓けい誠せいが興奮気味に言う。

「早速、このことを堀ほり北きたに伝えよう」

「いや……今回[image: ]城に接触したことは、まだ堀北に言わないほうがいい」

「ど、どうしてだ？」

「上う手まく行ったのは結果論だ。勝手に動いたことを知ったら怒るぞ」

「だとしても、情報を有益に使うべきだろ」

「話すタイミングはオレに一存して欲しい。悪いようにはしない」

　少し啓誠は悩んだようだったが、最終的には承しよう諾だくする。

　黙って[image: ]城に接触したという後ろめたい事実が、そうさせたのだろう。
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　[image: ]城の懐かい柔じゆうで情報を得たが、それでＣクラスが優位に立ったわけじゃない。

　それをよく分かっている堀北は、１つずつ不安材料の解消を試みる。

「ちょっと待って平ひら田たくん」

　放課後、席を立って一番に帰ろうとする平田に、堀北が声をかけた。

　クラス内投票が終わってから、初めての出来事だ。

　平田は振り返ることなく足だけを止める。

「私とは口も聞きたくないでしょうけれど、ひとつだけ確認させて。Ｃクラスの選択する種目であなたの出番がやって来ることはないし、当日もあなたを起用する予定はない。でも、それは状況次第で変わってしまう。あなたの状態を理解している坂柳さんが、他人数を必要とする種目を複数放り込んでくることだって考えられるからよ」

　いくらＣクラスが平田に気を遣っても、38人全員の出番が訪れる可能性はある。

「そうなった時、あなたはどうするのかしら。無気力に足を引っ張る？　それとも、最低限やることはやってくれるの？　それだけ答えてもらえないかしら」

　だが、平田は何も答えない。重たい沈黙だけが教室の中で流れる。

　そして時が進みだしたのは、平田が歩き出したのと同時。

「答えてももらえないわけ、ね」

　単純に平ひら田たに呆あきれ、堀ほり北きたは諦あきらめたように視線を外した。

「……ねえ、私たち……やっぱり勝てないんじゃないかな……平田くん、あんなだし」

　女子たちから漏もれる不安の声。

　それは、男子も同様だろう。クラスを牽けん引いんしてきた男の不在。

　それが改めて、Ｃクラスに重圧となって襲い掛かって来る。

「あなたは周りの努力次第と言った。でも結局、彼が何も変わることはなかったわね」

「そうかな」

「え……？」

　不思議そうに顔をあげる堀北だが、オレの視線の先は別にある。

「平田くん！　待って！」

　これで何度目かはわからないみーちゃんの叫び。慌てて鞄かばんを掴つかみ後を追う。

「まだみーちゃんは諦めてない」

「私には、到底理解できないわ」

「堀北にはやるべきことがあるだろ。Ｃクラスをまとめ上げて、精度を高めることだ」

　今それが出来るのは、このクラスで堀北をおいて他にいない。

　オレは、みーちゃんの後を追う。

　寮へと続く道の途中で向き合っている２人を目撃する。甘酸っぱい告白とは違う。

　平田を立ち直らせるためのクラスメイトとしてのアタックだ。

「お願い平田くん。私たちには平田くんの力が必要なの……だから───」

「みーちゃん、いい加減にして欲しい。もう僕のことは放っておいてくれないかな……」

　何度言えば分かるんだろう、と平田は重く愚ぐ痴ちをこぼす。

　その鋭い言葉の刃やいばは、間違いなく彼女の心に深く突き刺さっただろう。

　しかし、彼女の瞳の力が弱まることはない。

　突き放しても突き放しても食らいついてくるみーちゃん。

「ほ、放っておけないよ……そんな状態の平田くん、放っておけないよっ」

「なら、どうしたら放っておいてくれるのかな。教えてよ」

「それは、その、平田くんが元に戻ってくれたら……」

「元に戻る？　無理だよそれは」

　冷たい言葉は、何度でも容よう赦しやなくみーちゃんに降りかかる。

「そんなことないっ、私は、私はまた平田くんが元に戻ってくれるって信じてる」

「無理だって言ってるだろ。勝手に信じてもらっても困るんだよ」

「それでも私は信じます！」

　拳こぶしを握りしめる平田。場合によっては、手を出しかねないような空気だった。

「なら山やま内うちくんを戻してくれるのかな」

「え……？」

「元に戻るっていうのは、そういうことなんだよ」

　一度退学した山やま内うちが、Ｃクラスに戻ることは二度とない。

　それと同じで、平ひら田たも元には戻らない。

　その事実をみーちゃんに伝える。

「それは……」

「言葉にする前に分かってもらいたかったよ」

　背中を向け、歩き出そうとする平田。みーちゃんは思わず右手を伸ばしていた。

　平田の右腕を掴つかみ、引き留めようとする。

　寮の中に入られたら、また今日も１日何もできなくなるからだ。

「放してくれる？」

「は、放しません！」

　拒絶されても、みーちゃんは踏みとどまった。

　そうすればきっと、平田にも思いが伝わると信じて。

　オレは２人からは少しだけ距離を取ったまま、その場で光景を見つめる。

　下手に近づきすぎてみーちゃんの邪魔をしてはならないと判断した。

　だが、平田は露骨にため息をつく。

　そして思い切り右腕を上げ、みーちゃんの手を振りほどくように振り下ろす。

「きゃっ！」

　平田らしからぬ、強引な方法。

　みーちゃんは思わず勢いで、その場に倒れこんでしまう。

「……もう僕のことは放っておいて。そうじゃないと……僕は……僕はっ」

　転んだみーちゃんが見上げた先。

　怒りを含んだ平田の視線が、みーちゃんをまた傷つける。

「僕はもう、失うことを恐れていないんだ。これ以上つきまとうようなら……」

　最後の最後。

　今までの言葉とは比べ物にならない鉄てつ槌ついを、平田はみーちゃんに下そうとした。

　そんな時に、オレの横を１人の男が通り過ぎていく。

　金髪の髪を風になびかせ、オーデコロンの香りを振りまく男。

「おやおや、今日もウジウジとしているようだねぇ君は。醜みにくい一面を見させてもらったよ」

　軽い言葉で平田を煽あおる。高こう円えん寺じも基本的には帰宅組だったな。

「おっと、私のことは気にせず先ほどの続きをやってくれたまえよ。見ていてあげよう」

　そんなことを言われ、続けるほど平田も間抜けではない。

　むしろ乱入してきた男に対して敵意を向け始める。

「君も……僕に何か望むのかな……」

「望む？　望むものなんて何もないさ。私は全てを持っているからねぇ」

　そう答え、平田たちの脇を通り過ぎようとする高円寺だったが……。

「ただそうだねえ、強いて君に望むものがあるとするなら……」

　高こう円えん寺じにとってみればただの通り道。

　それ以上でもそれ以下でもない。

　平ひら田たの心情など、どうでもいい。

「目障りだから私の視界に映らないでもらえるかな？　ココが君にとって理想のスクールでなくなったのなら、さっさとリタイアすればいいだけじゃないか」

　高円寺らしい話だ。ウジウジし続けるくらいなら、さっさと退学しろという勧告。

「……うるさいんだよ……。僕の事情も知らないで……」

「知らないし興味もないさ。しかし推察することは出来る。クラスメイトに迷惑をかけるから簡単には退学できないとでも言うんだろう？　ナンセンスなことだねえ」

「や、やめてください高円寺くん！　平田くんは何も悪くありません！」

　高円寺の平田への執しつ拗ような口撃を止めるべく、みーちゃんが立ち上がった。

「おっと。私の言葉が気に入らなかったようだね。それは失礼」

　笑いながらも、高円寺はみーちゃんに対して一定の敬意を払う。

「しかし早く平田ボーイのことは忘れた方がいい。これはもうダメさ」

　限界ギリギリを踏みとどまっていた平田が、目を見開き高円寺に詰める。

「だ、ダメ、平田くん！」

　明らかな異常を察知したみーちゃんが、平田を止めようと２人の間に入るが、平田は先ほどよりも強くみーちゃんを突き飛ばした。そして、見向きもせず高円寺に腕を伸ばす。

　胸倉を掴つかもうとした右手だが、逆に素早く高円寺の左手に、手首を握られ抑え込まれる。

「く！」

「私は向かってくる相手には容よう赦しやしないよ？　綺き麗れいな顔に傷をつけられたくないのでねぇ」

　握力で手首を締しめあげているのか、平田に苦痛と怒りの表情が浮かぶ。

「いい加減、鬱うつ陶とうしいんだよ、高円寺……！」

「何をするのも自由だが、ガールを泣かせる君にとやかく言われる筋合いはないねえ」

　高円寺は座り込んだままのみーちゃんに一度視線を送る。

　そして、平田の手首を解放してこう言う。

「君が倒したんだ、彼女に手を差し伸べないのかい？」

「……もう僕には関係ない」

「関係ない、とは。中々手厳しいことを言われてしまったようだねぇ」

　平田を真正面から見つめることができなくなったみーちゃんが視線を逸そらす。

「まぁいいさ。それも平田ボーイの自由さ」

「え、え、えっ!?」

　転んだみーちゃんを、高円寺は颯さつ爽そうと抱き上げる。

「しかし君がいらないというなら、私がいただくことにしようか」

　何をするか分からない男の、突然の行こう為いにみーちゃんも平田も唖あ然ぜんとする。

[image: ]

「傷心し、あまつさえ怪け我がまでしてしまったんだ。私が癒いやしてあげようじゃないか」

「あああああ、あの、あのっ!?　私どこも怪我していませんっ！」

「なぁに心配はいらないさ。私はこう見えても、とてもジェントルなのさ」

　おそらくだが、高こう円えん寺じの言う傷とは肉体的な部分ではなく精神面。

　傷心を指している。と思う、多分な。

　平ひら田たとの距離を離すように、高円寺は平田から離れ始める。

「あのあの、降ろしてくださいっ！」

「はっはっは！　そうはいかないねえ。君は既に私が貰もらい受けたからねえ」

「ええええ!?」

　そんな高円寺の背中に、睨にらみを効かせる平田。

　それが届いたのか、高円寺は足を止めた。

「まだ私に不満があるのかな？」

　この場では無視して欲しかったのが正直なところだ。

「君はいつまでも僕を傷つけるんだね。どこまでも、どこまでも」

「そうじゃない。君が周囲を傷つけているのさ。少なくとも私は、好意を向けてくれるガールをないがしろにしたりはしないよ？」

　歩き出す高円寺は、騒ぐみーちゃんに耳を傾けようとはしなかった。

　寮に向かう足取りが同じだと気付いた平田は、これ以上同じ時間を過ごしたくないとどこか違う方角へと歩き出す。

　オレはどちらについて行くか一瞬迷ったが、この場は高こう円えん寺じを追うことにした。

　みーちゃんが落とした鞄かばんもそのままだしな。それを拾い上げ追いかける。

　寮の入り口に差しかかったところで、高円寺が優しくみーちゃんを下ろす。

「こ、高円寺くん、どうして……」

「フッフッフ。さてどうしてだろうねぇ」

　みーちゃんからの質問に答えず、高円寺は笑う。

「どの道今日は、平ひら田たボーイを追うのは諦あきらめたまえ」

　オレはみーちゃんに、拾ってきた鞄を手渡す。

「ありがとう、綾あやの小路こうじくん……というか、いたんですね」

　気配を殺すのは得意だからな。とは口にはしなかった。

「君がエレベーターに乗り込むまで、私はここで見張っているよ？」

「……わ、分かりました」

　今から平田を探しても、どこにいるかは分からない。

　みーちゃんはいったん諦め、高円寺から解放されるためにエレベーターに乗り込んだ。

　オレもその様子を見守り、ロビーのソファーに座る高円寺を見る。

「さて……私に何か用かな？　綾小路ボーイ」

「どうして平田に声をかけたんだ、高円寺。火に油を注そそぐ行こう為いだっただろ。それともクラスの為になると思って行動したのか？」

「君はまだ、私のことを理解していないようだねぇ」

　ちっちっち、と人差し指を軽く立てて振る。

「私がクラスのために行動することはないさ、私は私のしたいことをするだけなのでね。それが結果的にクラスにとってプラスだったとしてもマイナスだったとしても、それは単なるバイプロダクトに過ぎないのさ」

　あくまでも副産物ってことか。高円寺は自分のやりたいことだけをする。唯一例外があるとすれば、自らが退学になるリスクを負った時だけ行動を見せる、ということだろう。

「醜みにくい彼の存在が、ハエのように鬱うつ陶とうしく感じてしまってね」

　それで思わず声をかけてしまったということか。

「好き放題やるのは勝手だが、もし次にクラス内投票のような試験が行われたらどうする。正直今の高円寺以上に窮地に立たされている生徒はいないぞ」

「フッフッフ。どうとでもなるさ、私の実力ならばね」

　エレベーターからみーちゃんの姿が完全に消えたことを確認し、高円寺は立ち上がる。

「そうだ。君は確か今回の試験で司令塔になるんだったね」

「ああ」

「私はモチベーションが上がらないので、起用するのは避けてくれたまえ」

「悪いが、それを判断するのは堀ほり北きただ。オレに決定権はない」

「それは違うだろう？　彼女ではなく君が決定権を持っているんだ。司令塔の君がね」

　確かにルール的にはそうだが……高こう円えん寺じに、その辺は通じないようだな。

「ともかく、臨りん機き応おう変へんに対応を頼むよ」

　そう言い残し、エレベーターに乗り込み自身の部屋へと戻って行った。
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　オレは寮から出て、平ひら田たを探すことにした。

　学校に戻ることはないだろうから、ケヤキモールか、あるいはその周辺になるだろう。

　人気を避けることを前提とするなら外の方が可能性は高いか。

　ともかく、あちこちを歩き回ってみる。

　１時間ほど探し回ったところで、ベンチに座り込んだその寂しげな背中を見つける。

「平田」

　至近距離、手の届きそうな範囲にまで詰めたところで名前を呼ぶ。

「……綾あやの小路こうじくん」

　反応はゆっくりと返ってきて、平田が俯うつむいた顔をあげる。

　こうして正面から顔を見るのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。

　まるで眠れていないのか、目の下には見たこともないほど酷ひどいクマが出来ていた。

「少し時間を貰もらえないか」

　そうお願いすると、少しだけ平田は目を開いた。

「もう、うんざりなんだけどね。次から次に、どうして僕に構うのかな。綾小路くんだけは僕のことをよく知ってるから、放っておいてくれると思ってたのに。失望したよ」

「悪いな。嫌ならオレをみーちゃんみたいに突き飛ばして逃げるか？」

　あえて挑発と取れる発言をするも、平田はベンチから立ち上がることはなかった。

「時間、だったね。構わないよ、どうせこの学校じゃ逃げ場なんてないし。今日はもう疲れたから逃げる気力も残ってないんだ。でも……きっと期待には沿えないと思う」

　この短期間で、平田は随分と多くの生徒に声をかけられていた。

　心配する声、励はげます声。そのどれもが苦痛で仕方なかっただろう。

『誰が』の部分は全て分からなくても『何を』平田に語ったかは想像がつく。

　傷心が癒いえるよう、優しく包み込もうとしたはずだ。

　人気のないベンチで、そこに２人で腰掛ける。

「それで……話ってなにかな」

　もう分かっている、平田の中での予定調和。

　軽く聞いておいて、右から左に流すだけの作業。

「平田の話を聞かせて欲しい」

「え？」

　オレからの同情が飛んでくると思っていた平ひら田たの、気の抜けたような声。

「どんな子供だったのか。どんな考えをしていたのか。教えてもらおうと思ってな」

「……どうして？」

「さあ。何となく知りたいと思ったんだろうな。理由を求められると困る」

　重い息を吐く平田は、ゆっくりと首を左右に振った。

「今、僕は昔を思い出すような余裕はないんだ。話すことなんて何もないよ」

「余裕がないって、どうして」

「どうして、って……それは……」

　分かってるよね？と視線を向けてくる。

「どうしてなんだ？」

　そんな視線を無視して、オレはもう一度聞き返した。

「……山やま内うちくんが退学したからだよ」

　言いたくないことを言わされている。

　そんな自覚を強く持ちながら、平田はムッとしたように言った。

「酷ひどいことを言わせるんだね」

「単純に疑問に思ったからだ。気を悪くさせたのなら謝る」

「……いいよ」

　反論しあう気力もない、と平田はまたため息をついた。

　背中を丸め、意味もなく首を左右に振る。

　放っておいて欲しい、構わないで欲しい。そんなアピールをする。

「山内が退学したことと、昔のことを話せないことに関係があるのか？」

　懲りないオレの要求に対し、平田は再度呆あきれた顔をする。

「今、僕の過去なんて関係がないよね？」

「ないことはないだろ」

　切り伏せようとした平田に、オレは被かぶせるように言う。

「確かにクラスメイトが退学するのは嫌だ。それは誰だってそう思ってる。でも、いつまでもそのことを悔くいてる暇はない。選抜種目試験は、もう目前まで迫ってる。堀ほり北きたや[image: ]くし田だだけじゃない。池いけや須す藤どうだって、頭を切り替えて戦おうとしてる。なのに平田は？　いつまでも山内の退学を引きずって、協力しようとも───」

　オレは言葉をあえて一度止める。

　そして、そんな話をしたかったわけじゃないとアピールして切り替える。

「知りたいのは、平田のそんな価値観を形成した出来事の話だ」

「それを聞いて何になるのかな。僕が話すとでも？」

「話すさ。今の平田は自分を知ってほしくて仕方がないからな」

　本当は心の内をさらけ出したい。でもそれが出来ないから、今こうなっている。

　今度はオレが視線で語り掛ける。

　話せ、と脅おどすように力強く。

　平ひら田たはその目を見つめ返し、恐怖心を抱く。

「軽かる井い沢ざわさんが綾あやの小路こうじくんの前に全てを見せた意味が、本当の意味でやっと分かったよ。君のその目を見た……いや見せられたんだ。怖いくらいに深い闇が広がっている……その瞳を」

　平田もまた、抱えたその闇をオレに侵食されていく。

　この男は死を待っているわけじゃない。救われたいと日々願っている。

　だから垂たらされた黒い救いの糸を、手に掴つかんでしまう。地獄から這はい上あがるために。

「君には一度話したことがあったよね……。小さい頃から仲の良かった友達がいたけど、中学の時その子が虐いじめの対象になってしまった、って話」

「ああ。杉すぎ村むらだったな」

「名前まで、よく覚えてるね……」

　その話を知っているからこそ、平田の精神状態を予測することが出来る。

　平田はその友人を助けたかったが、自分が虐めのターゲットになることを恐れた。

　結果、傍ぼう観かん者としての時間を過ごすことになった。

　そして───

「僕の友達は───飛び降り自殺した」

　当時のことを、やっと思い出し始めたのだろう。

　少しずつ語り始める。

「命だけは取り留めたけど、彼は今も快復することなく眠り続けている……」

　平田は両手を合わせて強く握りこぶしを作る。

「命を絶たつという行こう為いを彼にさせてしまった。その責任の重さは変わらない」

「それは平田だけのせいじゃない。その根源は別の人間にある」

「そうだね。だけど、傍観者もまた同罪だと僕は思ってる」

　船の上で、平田は語った。だからこそ、自分の傍にいる人たちは救いたいと。

　事実、平田はいつもクラスの問題ごとに率先して介入した。

　解決の糸口を探るために、その努力を惜おしまなかった。

　須す藤どうが誰かと揉もめ事ごとを起こした時も、恵けいとの偽装カップルにしてもそうだ。

　だがそれだけでは説明のつかないことがある。

「君が疑問を抱えているのは分かるよ」

　視線を向けることもなく、平田は言う。

「友達が飛び降り自殺を図った。あの話には続きがあってね……」

　船上では語られなかった、その後の話。

「彼が飛び降り自殺を図ったことで、一連の騒動は全て終わったと思った。重たい犠ぎ牲せいを払って、学校から虐めはなくなったんだって。でも違った。あの事件の後、僕は人間の底知れない闇を見たよ」

　身を震わせ、その目には殺意のようなものが見え隠れしていた。

「新しい虐いじめのターゲットが、今度は僕のクラスメイトから出たんだ」

　感情を抑えて、息を吐きながら独り言のように呟つぶやき始める。

「信じられなかったよ。あんなひどいことがあったばかりで、もう新しい虐めが始まってしまったんだ。それまでただの傍ぼう観かん者でしかなかった子が、同じ目に遭い始めた。しかもこれまで虐めに加担していなかったクラスメイトたちまでが虐めを行い始めたんだ」

　虐めは無む尽じん蔵ぞうに生み出される。

「カーストの最下位が不在になれば、当然その１つ上にいた生徒が最下位に位置してしまう。ある意味自然の摂理だな」

「あんなことは二度と繰り返させちゃダメだと思った。絶対に止めなきゃって思った」

「それで……おまえは行動を起こしたのか」

　頷うなずく。二度、三度と。

「同じ過ちを繰り返さないために、僕はある方法を取ったんだ」

　平ひら田たはゆっくりと顔をあげ、正面を見つめる。

「それはね、分かりやすく言えば、恐怖で支配しようとしたんだ」

「平田が、か？」

「うん。僕は須す藤どうくんや龍りゆう園えんくんみたいに、特別喧けん嘩かが強い人間じゃない。でも、本気で人を殴れる人なんてそうはいないからね。僕が本気で拳こぶしを振るっても、殴り返してこれる相手はいなかったんだ。僕だけが上に立ち、残りの生徒全員を最下位にする。そうすることで虐めを無くそうとしたんだ。揉もめ事ごとが起これば、僕が間に入った。両方に同じだけの制裁を与えた、苦痛を与えた。そこには差なんてありはしない。だけど束つかの間まの静せい寂じやくはあったんだ」

　それが正義ではなかったこと、間違いだったことは平田も分かっていたんだろう。

　それでも、誰かが虐められる世界を見たくなかったのだ。

「結果的に１つの学年を……生徒たちを最終的に壊してしまったのかな？　笑顔は消えて、ただただ無機質なロボットのような毎日を、皆で送ったよ。このことは当時、僕の住んでた地域じゃちょっとした噂うわさ……事件扱いされたくらいにね」

「結局、学校側はどう対処したんだ？」

「異例の対応だったと思う。全部のクラスが強制的に一度解体されたよ。僕をはじめ、全員が再編されることになった。そして卒業まで厳しい監視の目が残り続けた」

　それだけ有名な事件なら、当然広くに知れ渡っている。

　この学校が察知していないはずがない、か。

　いや、その事件を知ったからこそ、平田に入学を進めたのかもしれないが。

　ともかくＤクラスで入ってきた理由がやっと見えたな。

「山やま内うちがターゲットにされ、攻撃される行こう為いがどうしても許せなかったんだな」

「うん……。僕は、僕の耳にさえ入らなければ知らないフリをしようと思った。クラス内投票のその日まで、沈黙を貫きたかったんだ」

　結果的に堀ほり北きたの裁判によって、不要な存在を炙あぶりだされることになった。

「僕はダメなんだよ。やっぱりクラスをまとめようとしちゃいけない人間だったんだ。打てる手を打っても、結果山やま内うちくんを守ることが出来なかった……。わかっただろう、綾あやの小路こうじくん。僕はもうダメだ。誰かを守るために、また恐怖で支配しようとした。アレは過ちだと、わかっていたはずなのにね……」

　声を震わせる平ひら田た。

　もはや、心のバランスは崩壊寸前。

　平田は幸せもどん底も、クラス全体で共有すべきことだと考えている。

　誰かが苦しむ、誰かが欠ける、そんなことに耐えられない。

　きっと、これまでもずっと自問自答、都度繰り返して来たんだろう。

　みーちゃんや他の生徒に、どこまで打ち明けたかは定かじゃない。

　ただ、きっと口をそろえてこういったはずだ。

『仕方がなかった』

『平田くんは何も悪くない』

『悪いのは裏切った山内だ』

　三者三様でも、平田は正義でそれ以外は悪。

　その図式だけは絶対に変わらない。

　これでは解決になるはずがない。

　クラスの誰かを守ろうとする平田に、その誰かを責めるように話しても無駄だ。

　むしろ、余計に自らの殻に閉じ込もってしまう。

「ハッキリさせておきたいことがある。山内が退学になったのは、堀北のせいでもなければ、もちろんオレの責任でもない。そのことは分かってるか？」

「……うん。アレは仕方がなかった、僕たちには、どうすることも出来なかったんだ」

　君を責めたりはしないよ、と小さく言う。

　平田には、オレが悪いわけじゃないんだと、念押ししているように聞こえただろう。

　オレのことを恨うらんでくれるなよ？と言っているように聞こえただろう。

「山内がＣクラスから、この学校から去ることになったのは、誰の責任だと思う」

「彼自身……と、考えるしかないんだろうね」

　認めたくはないと言いつつ、平田が出した結論。

　自業自得。退学にされても仕方のない能力、生活をしていた山内のせい。

「それは違うな」

　否定する。オレは真っ向から、その平田の甘い考えを一いつ蹴しゆうする。

「山内が退学したのは、おまえの責任だ平田」

「っ……！」

　顔をあげ、オレを見る。

　何を言っているんだ、と理解できない顔をしている。

「おまえが助けたいと思うなら、何としても山やま内うちを助けなきゃいけなかった」

「だ、だけど───僕は精一杯───！　でも、どうしようもなかったんだよ！」

「Ｂクラスの一いち之の瀬せは、誰一人犠ぎ牲せい者を出すことはなかった」

「それは、それは、だけど彼女の場合は特別だった。僕たちにはない、大量のプライベートポイントがあったから出来たことなんだっ」

「なら、おまえがそう導いてこれなかったことに問題がある。この１年間で一之瀬のように積み立てるなりして、退学者が出た時に救えるようにしておけばよかった」

　それで山内は退学になることなく、今も40人がクラスに残り続けていた。

「無理だよ。僕たちは入学早々にクラスポイントを失った。仮に失っていなかったとしても、今の、僕らのクラスの生徒がそんなことに応じるはずがないじゃないか」

「クラスポイントが０になったのも、応じるように導けなかったのもおまえの責任だ」

　どれだけ逃げようとしても、平ひら田たの責任であることは変わらない。

「理不尽だ、それは理不尽だよ」

「ああ、理不尽だな。でも仕方ない。おまえがその道を選んだんだ。全員を助けるなんて幻想は本来、胸の内だけにしまっておくこと。それなら誰が退学になってしまっても平田を責めることは出来ない。だが、その気持ちを周囲に対して持ち続けるのなら、失敗したときにすべての責任を受ける。それだけの覚悟が必要だ」

「───ぼ、僕は───！」

「オレは勘違いしていた。おまえは優等生タイプで、クラスメイトの多くから尊敬を集める人格者だと思ってきた。でも、そうじゃない。ただ出来もしないことを大言して語るだけの薄っぺらい無能な生徒。それが平田洋よう介すけ、おまえなんだ」

　これは突き詰めた極論。けして、無能なんかではない。

　平田という人間は高校１年生とは思えないほど良くできた生徒であり、優秀な人材だ。

　守りたいと口にすることは悪いことではないし、それが達成できなかったからといって責任が発生するわけでもない。

　それでもオレは平田を責める。

　とことんにまで責め立てる。

　重圧を与え、すり潰されるまで執しつ拗ように追い込む。

　平田を思えばこそ？　違う。

　平田が今後、全員を守れるように強くしていくため？　違う。

　きっと全員は守れない。

　また、どこかで同じように退学者は出る。

　それが出た時、クラスが潤じゆん滑かつに機能するために、平田というパーツが必要だからだ。

「いつまで夢見てるつもりだ」

　義務教育の枠から、一歩も踏み出せていないだけ。

　高校は自らの意思で進学し、自らの意思で進退を決める場所。

「それが、それが君の……本性、なのかな？　恐ろしく容よう赦しやない、冷たい言葉だ……」

　平ひら田たの右側の目から、あふれ出る涙。

　それは程なくして、左側からも同様にあふれ出す。

「おまえが何を願うのも自由だ。けど、それを願うのなら、せめて最後まで戦って、そして限界まで足あ掻がく以外に方法はない。その過程で退学者が出るのなら、それは甘んじて受け入れるしかない。それでも前に進み続けるしかない」

「残ざん酷こくな……話だね」

「今立ち止まってしまえば、周りの生徒は次々と脱落していくぞ。だからこそ、平田が最後まで前を向いて、そして前を歩き続ければ、きっと全てが終わった時、すぐ後ろには多くの生徒が立っている」

　人よりも一歩前に出るのは、とても勇気のいるものだ。

　いつどんな障害が出て来て転んでしまうか分からない。

「でも……なら、僕はどこで弱音を吐けばいいのかな……。僕だけが、１人我慢して前を歩き続けなきゃならないのかな？」

「そんなことはない。おまえが困った時は他のクラスメイトに頼ればいい。堀ほり北きたも、[image: ]くし田だも、須す藤どうや池いけ、みーちゃんや篠しの原はらだって構わない。お前が頼りたいと思った相手に弱音を吐けばいい。前や後ろなんてものは関係ない」

　前に立つ者が弱音を見せてはいけないなんて、そんな決まりは存在しない。

　後ろに立つ者たちは、転びそうな前の人間に手を差し伸べることが出来る。

　平田の弱音を、懸命にクラスメイトは受け入れてくれるはずだ。

「僕は……僕は……こんな僕が……みんなの前を、歩いてもいいのかな……」

「もう大丈夫だ。今のお前なら前を歩いても大丈夫だ」

　一度肩を叩たたく。

　その小さな衝撃で、平田の目からは更に多くの涙が溢れ出てきた。

　清算する。

　平田の背負ってきた大きな大きな荷物を、一度全部空っぽにする。

　身動きの取れなかった平田は、身体からだを起こして立ち上がれる。

「ありがとう……ありがとう綾あやの小路こうじくんっ……」

　俯うつむいた平田の顔から零こぼれ落おちる沢山の涙。

　男は特別な時以外には涙を見せられない、厄介で面倒な生き物だ。

　だからこそ、涙を見せられるような友を持ちたいとオレも思う。

　もう言葉はいらない。

　傍でただ仲間が、この男の弱音を受け止めてやるだけでいい。




　そうすれば───また、前を歩き始める。
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　夜が明けて、次の日がやって来る。

　刻一刻と迫って来る学年最後の特別試験の本番。

　登校してきた教室に平ひら田たの姿はなかった。みーちゃんの表情は、やはりどこか暗い。

　全員が頭の片隅に追いやりながらも、どこかで心配し続けている存在。

　Ｃクラスになくてはならない男が姿を見せた。

　誰もが、目を向けることすら抵抗を覚えている今。

「お、おはよう……平田くん」

　やっぱり、みーちゃんは誰よりも先に平田に対して声をかけた。

　悲しみを堪こらえ、自分なりに精いっぱいの笑顔を作って。

　それを見た平田は、距離を詰める。

「っ」

　昨日のことが頭を過よぎったのか、一瞬身を固くするみーちゃん。

　そんな姿を見て、平田は思い切り頭を下げた。

「おはよう。それから昨日はごめん。僕は、みーちゃんにとても酷ひどいことをした」

「……え？」

　平ひら田たからの感情が含まれた謝罪の言葉。

「それから、いつもいつも僕に声をかけてくれていたのに、無視をしてごめんね」

「そ、そんな、その、私は全然……」

　明らかに様子の違う平田に戸惑ったのはみーちゃんだけじゃない。クラス全体だ。

「皆も───おはよう！」

　昨日までが嘘うそのように晴れやかな、爽やかな笑顔で登校してきた平田。

「ひ、平田くん？」

「僕はもう大丈夫。もう、大丈夫だから」

　そう言ってみーちゃんに優しい笑顔を向けた後、今度は全員に対して頭を下げる。

「今更謝っても遅いかもしれないけれど……皆さえ良ければ今日からまた、クラスのために貢こう献けんさせてほしい」

　頭をあげないまま、そう言う平田。

　男子も女子も顔を見合わせ、事態が理解できないまま数秒が過ぎる。

　だが───。

「平田くんっ！」

　まず、数人の女子たちが平田の下に駆かけよると、男子も女子も多くがそれに続いた。

　待ち望んでいた平田の復帰に、喜ばない生徒はいない。

「何があったの？」

　遠巻きに状況を把握できないまま見ていた堀ほり北きたが、オレに聞いてくる。

「周りの努力次第だと言っただろ？」

「それは、そうだけれど……無理をしているわけではないのよね？」

「そんな風に見えるか？」

「見えない、わね」

「立ち直るキッカケなんて、人それぞれだ。大喧げん嘩かした次の日にも、大抵の人間はケロッとしてまた仲良くしだす」

　人間関係というものはそんな風にできている。

　一通り復帰の歓迎を受けた平田は、最後の相手として堀北に近づいてくる。

「おはよう堀北さん」

　真まっ直すぐな透き通った瞳が、堀北を見つめる。

「え、ええおはよう」

　思わず、その平田を眩まぶしいと思ったのか、堀北が動どう揺ようした。

「僕はこの間のクラス裁判の件、自分が間違っていたとは思わない」

「……そう」

「でも───君のやったこともまた間違いじゃなかった。いや、１つの正しさだった」

　あの時は受け入れられなかったこと。

　それを平田は、自分の中で消化してきた。

「僕はそのことに気がついていなかったんだ」

「頭を打ったの？　昨日までとは、随ずい分ぶんと考え方が変わったようね。虚きよ勢せいを張っている、という感じでもなさそうだけれど……」

　平ひら田たは堀ほり北きたに疑われても、屈託のない笑みを浮かべて見せるだけだ。

「失った信用を取り戻すために全力を尽くすよ。後で特別試験の詳細を教えて欲しい」

「分かったわ。状況の把握、そしてあなたが本当に使い物になるのかどうか、そのテストをさせてもらうけれど、構わないわね？」

「うん。もちろんだよ」

　手を差し伸べる平田。和解を求める握手を、堀北も正面から受けとめた。

　それからも、再び次々とクラスメイト達から声をかけられる平田。つい数分前まで、漆黒の中にいた教室とは思えないほどに明るく、爽やかな空間に変わっている。

「ともかくこれで、やっと特別試験と向き合える、ということかしら」

「そうみたいだな」

　平田の復活は、Ｃクラスにとっては何よりも大きな助けになると言えるだろう。

　高こう円えん寺じだけは何一つ、変わることはなさそうだったが。






○綾あやの小路こうじ対坂さか柳やなぎ









　長い準備期間を経て、ついに１年度最終特別試験の当日がやってきた。

　負けたクラスの司令塔は退学。しかし、今回は実質プロテクトポイント剥はがし。

　敗北クラス２人の司令塔が、手に入れたばかりのプロテクトポイントを失うことになる。

　退学者は出ないものの、クラスポイントが大きく変動することが重要と言えるだろう。

　結果次第では全体のクラスが入れ替わる可能性は大いにある試験だ。

「昨日渡したノートのデータも、口出ししてきたことも、今日は全て忘れて」

　朝のホームルームを待っている間、隣の堀北に声をかけられた。

「あなたが好きなように５種目を選んで、そしてメンバーを選定して戦えばいい」

「オレが勝手に采さい配はいして計画が狂ったら他の生徒が対応できないんじゃないか？」

「誰にも何一つ、種目とその出番の確約はさせてない。当日の10種目と順番次第では、臨りん機き応おう変へんに取捨選択すると伝えてあるから問題ないわ」

　至れり尽くせり、オレが不便なく戦えるようお膳ぜん立だては済んでるってことか。

「何があっても責任は取らないぞ」

「今回はクラス対抗戦。司令塔の関与があるとは言っても、基本的に求められるのはＣクラスの総合力よ。対する相手は坂柳さん率いるＡクラス。この学年で１番の強敵だもの。負けてもあなたの責任には誰も出来ないわ」

　オレは堀ほり北きたを横目で見ながら、最後に携帯に送られてきた堀北からのメッセージを見る。

　ここには、Ｃクラスの生徒たちが特別試験に挑んだ２週間の記録がある。

　どんな話し合いをし、どんな種目にし、そしてどんな練習を積んできたか。

「最大限生かさせてもらうさ。おまえたちの努力は」

　オレは席を立って移動をしようとしたところで、堀北に一言残しておく。

「チェスが選ばれる可能性は10分の７。けして低い確率じゃない」

　この数日間、堀北とはチェスの試合を何度も繰り返した。

「手加減してくれてるあなたに、結局ほとんど勝てなかったけれどね」

　確かに結果として、オレに勝った回数は数えるほど。だが覚えたての敗北数などカウントする必要はない。この短期間で堀北が身に付けたチェスの実力は相当なものだ。

「相手が誰だろうと、手を抜いてるオレより強い相手はいない。それを覚えておいてくれ」

「随ずい分ぶんと自信家なのね」

　オレは堀北との会話を終え、司令塔としての移動を始める。

　残された生徒たちは基本的に教室で待機し、多目的室からの指示を待つ形だ。

　種目発表後、場所の移動や着替えなどを行うことになる。モニターなどで詳細は知れないようになっているため、戻ってきてから情報を共有する形になるだろう。
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　特別棟に足を踏み入れ、目的の場所へ。すると一足先に到着していた坂さか柳やなぎと一いち之の瀬せが雑談していた。どうやらまだ多目的室は開場されていないらしい。

「おはようございます綾あやの小路こうじくん」

「おはよ、綾小路くん」

　２人同時に声をかけられ、オレは軽く手を挙げて答える。

「まだ入れないみたいだな」

「４人揃そろった段階で声をかけるように言われたよ」

　あくまでも、徹底して公平に進めるためだろう。

　多目的室に先に入れば、試験場の空気に触れ一足先に心を落ち着けることも出来る。

　特殊な試験である以上どこまでやっても、やりすぎるってことはないか。

「あとは金かね田だだけみたいだな」

「だねー」

　振り返る。金田の姿はまだ見えないが、流石さすがに遅刻することはないだろう。

「それにしても一之瀬さんはラッキーでしたね」

「え？　ラッキー？」

「今のＤクラスなど赤子も同然。彼らでは万に一つもＢクラスには勝てませんし、あとは何勝積み重ねることが出来るかという部分だけでしょう。７連勝すれば、Ａクラスの結果次第では入れ替わることもあるかも知れませんね」

「そんな、どうなるかなんて分からないよ。向こうも必死に立ち向かってくるだろうし、とてもじゃないけど油断はできない」

　そう決意を新たにする一いち之の瀬せに対して坂さか柳やなぎが面白そうに笑う。

「あれ、私変なこと言ったかな」

「いえ。上座で挑戦者を待つかのような口ぶりでしたので。少なくともＤクラスを対等に見ていないことだけは分かりました。伊達に１年間Ｂクラスを守り抜いただけはありますね」

　ちょっとした坂柳の意地悪みたいなものだろう。しかし一之瀬は心を揺さぶられない。

「私たちだって勝つための戦略を練って、ここにきてる。特に結束力が大きく試されるこの試験で、簡単に負けるわけにはいかないからね」

「なるほど、それは失礼いたしました。確かに一之瀬さんの仰おつしやる通りです」

　そんな２人の会話を聞きながら、オレは窓の外を見つめた。

　間もなく４月が迫っている今日の天気は快晴。雲一つない空が広がっていた。

　５分ほど経たっただろうか。そろそろ遅刻を意識しなければならなくなる頃。

　ようやく廊下の先から、歩いてくる足音が微かすかに聞こえ始めた。

「遅刻、あるいは怖おじ気けづいての棄き権けんではなさそうですね」

　面白おかしく坂柳が、最後に遅れてきた金かね田だに対してそんな感想を述べる。

　一之瀬もいよいよ試験が始まると、気を引き締しめ直しているようだ。

　オレたちは間もなくやって来る金田と合流し、全員で多目的室に入る。

　そのビジョンを勝手に思い描いていた。
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　ここで予想外の人物が姿を見せる。

　その人物が視界に入った途端、誰よりも驚いて見せたのは一之瀬だ。

　坂柳も同様だったが、すぐに愉快そうに目を細めた。

「……龍りゆう園えんくん？　どうして……ここに……」

　明らかな動どう揺ようが一之瀬に走っただろう。

　いや、オレも坂柳もこの想定はしていなかった。

「どうした。何を動揺してる」

　一之瀬の動揺を、あえて言葉にして伝えるのは、かつてのＤクラスのリーダー龍園。

「なるほど───これは想像していませんでした。今回の特別試験、プロテクトポイントを持つ生徒が司令塔をするであろうという絶対の思い込みがありましたからね」

　一足先に状況を理解する坂柳。そう、この男の周囲に金田の姿はない。

「この特別試験は司令塔なしでは始めることも出来ない。つまり司令塔が不在になれば当然、別の誰かが代理として参加するしかない。そうだろ？」

　確かに本番当日の予期せぬ欠席、そんな不測の事態は起こりうることだ。

　恐らくは１人か２人まで、代理としての司令塔役が認められる仕組みがあるのだろう。

　そして当然、敗北時に責任を負うのは代理の司令塔。

「そうだとしても、考えてもいなかったよ。龍りゆう園えんくんが出てくるなんてね」

「まあそうだろうな。特に一いち之の瀬せ、おまえは当日に熱を出そうが、怪け我がをしようが、他の生徒に退学のリスクを負わせないために地を這はってでもやってくる」

　敗北すれば司令塔の退学はプロテクトポイント以外では防げない。この特別試験はプロテクトポイント保持者が司令塔になる、まさに坂さか柳やなぎの言った『絶対の思い込み』があった。

　一之瀬は一度、喉を鳴らす。

　当然、特別試験発表時には一之瀬にもそれなりの警戒心はあったはずだ。だが、対決するクラスを決める場に司令塔として金かね田だが出てきたことで、その可能性も消えた。

　一之瀬の中で、消去法が勝手に成立していたのだろう。

　今回の特別試験はプロテクトポイントを持つ生徒同士の戦いなのだと。

「代理としての参加。何かペナルティはあるはずですよね？」

「ああ、金田を種目で使うことは認められなかった。当然と言えば当然だな」

　そんなことは織り込み済みだと龍園は答える。

「私を驚かせるため？　だとしても金田くんが参加できないのは痛いんじゃないかな」

　金田がどれだけの生徒か詳しく知らないが、少なからずＤクラスの戦力だったはず。

　それを欠けさせてまで奇策を打ってきたことの意味。無意識のうちに考えさせられる。

　いつから龍園が司令塔になることが決まっていたのか。最初からであるなら、それは計画の内であるということなのか。今一之瀬の頭の中は酷ひどく混乱していることだろう。

「そう警戒する必要はねえよ。俺は人柱ってやつさ。クラスが敗北すれば司令塔は退学になる。晴れてＤクラスの連中も俺を追い出すことに成功する。それだけのことだろ？」

「だったら、手加減してくれると思っていいのかな」

「クク。ああ、手を抜いてやる。だから安心して立ち向かって来いよ」

　両手を軽く広げ歓迎のムードを演出する龍園だが、一之瀬に油断など出来るはずもない。

「どんな手を使っても勝つときは勝つ、それが君の戦い方じゃない？」

「勝つと決めたら、な」

「やめて欲しいよ。プロテクトポイントを持たない龍園くんの背水の陣。なんか、私たちＢクラスの負けフラグが立っちゃってる気がして仕方ないもん」

　一之瀬のようなタイプは、下地の積み重ねによって確信、信頼、安全を構築していくタイプ。突発性のアクシデントへの対応力はけして高くない。並の相手ならそれでもいいんだろうが、龍園となるとそうもいかない。

　この衝撃は一之瀬だけでなく、すぐにＢクラスの生徒全体に行き渡るだろう。

　龍りゆう園えんが司令塔になったことには必然的に全員気がつく。

　仮に気がつかずとも、石いし崎ざきたちが周知させる。

　そうなれば一いち之の瀬せのように動どう揺ようが走ることは隠せない。

　隠居したはずの龍園が司令塔となれば、何を指示してくるか分からない怖さが出る。

「どうやらＢクラスとＤクラスの対決も───面白くなりそうですね」

　一之瀬にとっては笑えない展開だろうけどな。

　Ｄクラスの執しつ拗ような付きまといを繰り返して来た時に、行動しておくべきだった。

　そして背後に潜ひそむ龍園の気配を察知していれば、ここまでの動揺は出なかっただろう。

「さて全員揃そろったことですし、参りましょうか」

　坂さか柳やなぎを先頭に多目的室に入ると、初日には無かった壁が作られていて、丁度室内の半分で区切られていた。即席にしてはしっかりとした壁になっていて、防音性も高そうだ。１年を担当する４人の教師が並んで待機している。

「ＢクラスとＤクラスの生徒は、あちら側に移動するように」

　真ま嶋しま先生の指示と共に、２人は隣の部屋へと姿を消していった。それに茶ちや柱ばしらも続く。

　オレたちＡクラスとＣクラスの進行役はＤクラスの坂さか上がみ先生とＢクラスの星ほし之の宮みや先生。

　それぞれの試験につく担当教師は受け持つクラス以外になるってことらしい。

「５分後から試験開始だから、今のうちに気持ちを作っておいてね」

　星之宮先生はそうアドバイスし、坂上先生と最後の打ち合わせらしきものを始める。

　試験前、オレと坂柳に残された二人きりでの僅わずかな時間。

「やっと……やっとこの日がやって来ました。昨日の夜は正直眠れなくて、朝寝坊するところでしたよ」

「そんなに待たせた覚えはないけどな。そもそも、オレとおまえが出会ったのは偶然だ」

「この学校にあなたが来なければ、出会うことはなかった、と？」

　オレが頷うなずくと、坂柳は笑ってそれを否定する。

「確かにこの学校で出会ったのは単なる偶然です。ですが、私はいずれあなたと再会する日が来ると確信していました。運命として、それは決まっていたんです」

「運命か。随ずい分ぶんと抽象的なことを言うんだな」

「乙女ですから、私も」

　そう言って笑い、坂柳は杖つえを突きながらゆっくりと近づいてくる。

「もしあなたがこの学校に進学していなければ、あと３年はお預けだったはず。私は楽しみを胸の内に秘めながら、慌てず過ごせる自信がありました。でも、もうダメですね。あなたが傍にいると分かってからは、日々が長く感じて仕方なかったんです。早く戦いたい、そんな気持ちを抑え込むのには随分と苦労しました。それほどに、夢見ていたんです」

　饒じよう舌ぜつに語る坂柳。望みがついに叶かなう、か。

「夢から覚めるのが怖くないのか？」

　戦いが実現してしまえば、もう後に戻ることは出来ない。

「夢はいつか覚めるものですから」

　意に介さない。それが今日であるというだけのことらしい。

「普通なら、お手柔らかに……と申し上げるところですが……」

　その目は少女のモノではなく、獲物を狩るハンターのような鋭さを見せていた。

「全力で向かってきてくださいね」

　中途半端に戦うことになっても、坂さか柳やなぎが喜ぶことはない。

　喜ばせるために戦うわけじゃないが、これ以上絡まれても面倒だ。

　だがこの特別試験で坂柳が満足できるのかという点には疑問を抱く。

　そんなオレの気持ちを見透かしたように、坂柳が補足する。

「複雑な思いがないと言えば嘘うそになります。互いの実力を如何いかんなく発揮するには、あまりに不十分な特別試験の内容です。司令塔とはいえ介入できる要素も限られていますしね」

　司令塔１人で勝敗が決するような重たすぎる試験を、学校が実施してくれるはずもない。

　それでも勝負出来るのなら、それは些さ細さいなことだと坂柳は言う。

「かといって司令塔の関与を強くし過ぎてしまえば、別の支障が出てくる。綾あやの小路こうじくんへの配はい慮りよも必要だと思いまして。他のクラスメイトに実力を知られたくないでしょう？」

　実にありがたい配慮だ。もしすべての種目で司令塔の存在が勝敗を大きく左右させるような関与を設定されていたら、オレはその力を存分に発揮することは出来なかっただろう。

「はーい、そろそろ試験を始めまーす。席についてー」

[image: ]

　星ほし之の宮みや先生の指示が飛び、オレたちは機材を間に置いて向かい合う。

　当然相手の顔は見えない。パソコンにＣクラスメンバーの顔写真が表示されていく。

　オレを除く、合計38人。これから選択される種目に割り当て、戦っていくメンバーたち。

　そしてオレたちが用意した10種目が表示されている。

「特別試験の進行を担当する坂さか上がみです。早速ですが１年度最終特別試験を始めたいと思います。各クラス、５種目を選択し決定ボタンを押すように」

　オレは堀ほり北きたが本命としていた５種目を選び、迷わず決定する。

　程なくしてＡクラスも選定を終えたのか大型モニターにその結果が表示される。

　Ｃクラスからは『弓道』『バスケット』『卓球』『タイピング技能』『テニス』の５種目を選択。『じゃんけん』という面白い種目を１つ放り込むか悩んだが、見送ることにした。

　英語の種目はＡクラスと被かぶった時点で消去。サッカーやピアノ、そして水泳はそれを得意とする平ひら田たや小お野の寺でらが相手の種目でも役立てる可能性が高いことから見送る。

　そのうえで、Ｃクラスはスポーツを主体に戦う戦略で行く。

　Ａクラスからは『チェス』『英語テスト』『現代文テスト』『数学テスト』『フラッシュ暗算』の５種目。合計10種目。[image: ]かつら城ぎのリーク通り本命の３種目は入ってきた。次点に挙げていたフラッシュ暗算と現代文テストも食い込んでいる。完璧な解答だったな。

　とはいえ、戦局に変わりはない。オレはこの事実をあえて堀北には伝えなかったからだ。

「ここからは、完全なランダム抽選を行いこちらで７種目を決定していきます」

「それにしても綾あやの小路こうじくん。相手が坂さか柳やなぎさんなんて可哀かわい想そう、先生同情しちゃう」

「星之宮先生。慎つつしむように」

「は、はぁい。私語してすみません～」

　何な故ぜか同じ教師の坂上に怒られ、反省のポーズを取る。

「中央の大型モニターに抽選の結果が表示されるようになっているので、見るように」

　そう言って、坂上先生がモニターを見るよう促すと、画面が切り替わる。

　３Ｄの映像に変わり、抽選中の文字が表示される。

　そして映し出された１戦目は───。




『バスケットボール』　必要人数５人　時間制限20分（10分２回）

　ルール・通常のバスケットボールに準ずる

　司令塔・任意のタイミングでメンバーを１人まで入れ替えても良い




　５on５による、スポーツ。オレたちＣクラスが選んだ種目だ。

　つまり、絶対に落とすことの出来ない種目でもある。

「坂上先生。私たち生徒の私語は自由なのでしょうか？」

「特に決まりはありません。どうぞご自由に」

「つまり、舌ぜつ戦せんを繰り広げるのは自由ということですね？」

　ストレートに目的を確認するが、坂さか上がみ先生から問題点は指摘されない。

「うわー。坂さか柳やなぎさん容よう赦しやな～い」

　許諾を得た坂柳が、オレに対して容赦ない攻撃を仕掛けると見たんだろう。

「星ほし之の宮みや先生」

「はいっ、すみません！　もう私語しません！」

　生徒は自由だが教師は自由じゃない。都度怒られる星之宮先生。

「予想通りＣクラスは少数のスポーツ競技で固めてきましたね。勉強の出来る生徒が少ないので、無理もないことですが。このバスケットボールは、やはり須す藤どうくんがキーマンなのでしょうね。彼はこの学校でも屈指のバスケットマン。下手な戦力では、こちらに勝ち目はない気がします」

　舌ぜつ戦せんを望む坂柳から分析の言葉が聞こえてくるが、ここはあえて一度沈黙。

　星之宮先生や坂上先生に、オレのことで余計な印象を極力植え付けたくない。

「余計なことは話すなと───本当の司令塔である堀ほり北きたさんに命じられましたか？」

　言葉を発さずにいると、坂柳がそんな風に切り出した。

「であるなら、あなたが何を話そうと人選に影響はないはず。どうです？」

　こちらが教師相手に口数を少なくしようとしていることは坂柳も分かっている。

「堀北からは余計な話はするなと釘くぎを刺されてる。下手に話せば、坂柳の術中にはまって返り討ちにあうだけだってな」

「フフ。ダメですよ綾あやの小路こうじくん、その時点であなたは私に１つアドバンテージを渡したことになります。あなたを影で操る存在が誰であるのか、それは隠し通すべきこと。堀北さんだと自白してしまえば、彼女の性格や行動パターンから推測も出来てしまいますよ？」

「いや、それは……堀北から指示を受けたとは限らないだろ」

「あなたが今ご自分で言ったのではありませんか。堀北さんから指示を受けた、と」

　クスクスと笑う坂柳の方を見て、星之宮先生は額に手を当てて、あちゃー、と漏もらす。

　呆あつ気けなく情報を引き出された様子を見ていた坂上も、左右に首を振った。

「いや、オレは、堀北に釘を刺されたと言っただけで……指示は別の人間かも知れない」

「かも知れない？　そこは嘘うそでもハッキリと別の人間だと言い切らないとダメですよ」

　こちらを見透かし、あまつさえ敵に塩を送られるような状況。

　このやり取りだけで、坂柳とオレ、圧倒的な力の差が伝わっただろう。

　互いにこの場にいる教師２人を騙だますところから、特別試験は始まる。

「そんなものに意味があるのか？　こっちは坂柳がどう考えるかをクラスで念入りに考えた上で試験に臨んでる。堀北が全部考えた作戦だと気づかれたところで対等なだけだ」

「おやおや、開き直ってお認めになられましたね。ですが、いつから私が作戦の全てを決めると？　綾小路くんと同じように、私の後ろにもクラスメイトの人数分だけ頭脳があるんです。いろいろなシミュレートをしたうえで勝負に臨んでいるとは考えないのですか？」

「それは───」

　舌ぜつ戦せんが許可され数十秒。

　見ていられないと思った坂さか上がみ先生が試験進行を進める。

「カウントは進んでいます。私語は自由だと言いましたが、手を疎おろそかにしないように」

　もちろん、こちらの精神状態には１ミリたりとも影響はない。

　心配しているのは教師たちだけであり、オレも、そして坂さか柳やなぎにとってもただの雑談。

　両者メンバーを選び終えたことで、バスケを行う生徒が同時に発表される。

　こちらのメンバーはエースの『牧まき田た進すすむ』を始め『南みなみ節せつ也や』『池いけ寛かん治じ』『本ほん堂どう遼りよう太た郎ろう』『小お野の寺でらかや乃の』の５人。その中に須す藤どうはいない。そして１人女子を投入する布陣。エースは牧田。須藤曰いわくバスケ部で練習すれば十分通用する技量らしい。また、小野寺の本領は水泳だが、バスケットの技量もけして低くないようで、中途半端に経験の無い男子を起用するよりもチームが上う手まく機能すると判断したようだ。対するＡクラスは『町まち田だ浩こう二じ』『鳥と羽ば茂しげる』『神か室むろ真ま澄すみ』『清し水みず直なお樹き』『鬼き頭とう隼はやと』の５人。同じく女子が１人混ざっている。

　平ひら田たや恵けい、そして[image: ]くし田だの情報をもとに分析すれば勝ちに来ているメンバーだ。

　Ａクラス側に立っている坂上先生の顔はよく見えないが、オレの傍に立つ星ほし之の宮みや先生の顔はよく見える。オレの選んだ采さい配はいに対して疑問を抱いていることがすぐに分かった。

　バスケットの勝負には、絶対に入っていると思われた須藤健けんの不在。

　もちろんこれは、オレではなく堀ほり北きたたちＣクラス全体が話し合い決めた作戦。

　だがこの程度の作戦、坂柳には当然看破される。

「あえて彼を使わずに勝ちを狙いに行く作戦ということですね。須藤くんの運動神経なら卓球やテニスが得意であっても不思議はありませんし。全てこちらの読み通りです」

　最初から須藤を投入しておくほうが、Ｃクラスは危なげなく確実な勝利を呼び寄せることができる。一方のＡクラスは、バスケットが選ばれることを基本的には歓迎していなかったはずだ。バスケットの種目を見た瞬間に、須藤のことを思い描いただろうからだ。真正面から須藤率いるＣクラスのチームとぶつかれば、勝ちへの確率はぐっと低くなる。

　こうなると、下手にスポーツの出来る生徒を投入することは避けたいと考える。

　逆に須藤のカードを切らせてしまえば、Ｃクラスに対して優位に立つケースも出てくる。

　そんな状況を踏まえ、オレたちＣクラスはあえて須藤投入を避ける方針を取った。この先に残されたスポーツ種目で輝くこともできる貴重な戦力を、温存できるのなら温存したい。

　この後テニスか卓球が選ばれた時、須藤が使えるかどうかは大きな要素でもある。

　しかしＡクラスのメンバーを見るに、そんな浅はかな考えは見抜かれていたようだ。

「ところで司令塔の関与に関して『任意のタイミングでメンバーを１人まで入れ替えても良い』というものをお決めになったのは誰ですか？　それも堀北さんが考えられたものでしょうか？　狙いが透けて見えてますよ？」

「悪いが答えられない」

「そうですか。答えられないのであれば仕方ありませんね」

　モニターの向こう側では手早く準備が行われる。そして、ほどなくして試合が始まる。

　この間、オレたちはただ展開を見守ることしか出来ない。

　唯一出来るのは、状況に応じて１人の生徒を交代させることだけ。

　だが、その一手が大きく勝敗を分けることもある。

　ホイッスルと共に始まったバスケット。10分間の緊迫した試合が始まる。

　須す藤どうを欠くＣクラスではあったが、序盤の試合展開はほぼ互角だった。

　２点を取れば２点を取られる拮きつ抗こうした戦い。

　教師たちもどちらが勝つのかわからない戦いに視線を奪われる。

　バスケを任された牧まき田たのキレは悪くない。須藤には遠く及ばないとはいっても、人並み以上に動ける牧田は、エース的役割を十分に果たしている。一方のＡクラスは、鬼き頭とうがエース的立ち位置で、その牧田と互角の勝負を繰り広げていた。

　試合時間が折り返しの１ピリオドを消化したところで、12対11の１点差。

　わずかに１点だけＣクラスがリードする展開。

「面白い試合ですね、これは」

　そう感想を漏もらす坂さか柳やなぎ。後半戦、どちらに軍配が上がるかは微妙なところだ。

　４分間の休憩時間を挟んで試合が始まる。坂柳は動かない。１点リードされている状態とはいえ、ほぼ互角と踏んで様子を見る狙いか。だが、オレはここで迷わずキーボードに手を伸ばした。ここで須藤を投入することを決めたからだ。池いけと交代させる。

　確かに一見すると試合展開は互角。どちらに勝負が転ぶか分からないように見える。

　この10分間、須藤を投入するのに迷いを生むような展開が続いていた。

「フフ」

　微かすかに笑う坂柳の声。須藤温存なんてことはさせてもらえそうにないな。

　モニターの向こうでは、須藤がウォームアップして出てくる。

　ここでの投入に疑問を感じてもおかしくないが、顔つきは真剣そのもの。

　どうやらオレと同じものを、須藤も当たり前のように感じ取っていたか。

「まだ勝負は互角、いえ僅わずかにＣクラスがリードしていました。時期尚しよう早そうだったのでは？」

「確実に勝ちを拾っておくべきだと思ったんだ」

「大切な初戦、その気持ちはよくわかります。この後テニスや卓球が選ばれる保証はどこにもありませんしね。須藤くんを生かす種目がなければ温存に意味はありませんし」

「そっちはメンバーの入れ替えはしなくていいのか？」

「必要ありません。こちらは最初から勝つための布陣で挑んでいますので」

　牧田のマークについていた鬼頭が、須藤のマークに代わる。

　須藤は試合の様子を最初から別室で見守っていたはず。

　その実力差は既に分かっているはずだ。

　４分間の休憩が終わったところで、後半戦が始まる。

　須藤に対し張り付いた鬼頭は、先ほどまでよりも二回りほどキレがよくなっていた。

『やっぱり……テメェ、手ぇ抜いてやがったな!?』

　声を荒げる須す藤どうの声がモニター越しに聞こえて来る。

　須藤を引っ張り出すために、Ａクラスが手を緩ゆるめていたことは最初から分かっていた。

　ただ、どれだけ力を温存していたかは須藤も戦ってみるまでは分からない。

　強烈に張り付く鬼き頭とうだったが、それでも須藤は一枚上手。

　ディフェンスを躱かわし、相手の陣地に切り込んでいく。

　それをさせまいと、Ａクラスの生徒たちも必死に須藤率いるＣクラスに食い下がる。

　須藤が頭一つ抜き出ていても、残りのメンバーはＡクラスの方がキレが上のようだ。

　17対13、点差が広がる。しかし相手の動きは乱れるどころか段々と機敏になっていく。

『おい鬼頭、てめぇバスケ経験者だろ！』

『いいや───おまえが素人集団に追い詰められているだけだ』

『嘘うそつきやがれ！』

『嘘をつく必要がどこにある。俺も仲間も、この１週間足らずしか練習していない。おまえはバスケットに自信があったようだが、大したレベルじゃないということだ』

『この野郎！』

　声援がないため、須藤と鬼頭のやり取りがモニターを通じ小さくだが聞こえてくる。

　素人相手に苦戦していると煽あおられ、須藤のプレーは少しだけ精彩を欠き始めた。

「フフ、アレは嘘ですよ。鬼頭くんはバスケット経験者です」

　須藤を煽ることも坂さか柳やなぎの指示、その戦略だろう。

「ああやって精神的に揺さぶりをかければ須藤くんは崩れる。如い何かに個人技術が優れてると言っても、心が未熟であれば付け入る隙すきは生まれるということです」

　鬼頭という生徒のバスケットの上う手まさはかなりのものだ。あえて力を温存させ、Ｃクラスと互角を演じることで、須藤の投入を遅れさせ逆転、勝ち切る狙いだった。

　それが空ぶっても、須藤を煽り集中力を乱す戦いを仕掛け勝ちを狙う。

　坂柳の二枚腰の戦略は、見事にオレたちＣクラスに突き刺さったと言える。

「もうすぐ追いつきますよ」

　鬼頭がゴールに叩たたき込こみ、17対15。追い上げを見せるＡクラス。

　確かに須藤の精神的乱れが、互角に近い展開を生んでしまっている。

　しかし───。

「須藤の心が未熟だと言ったが、それはいつの情報だ？」

「と言いますと？」

　須藤は、この１年間で大きな成長を見せてきた。あの程度で崩れるような精神力じゃない。堀ほり北きたは試合中の格かつ好こいい須藤を見て褒めたりはしない。チームを勝利に導く須藤を格好いいと評価する。

『おらぁ！』

『ぬぅ!?』

　口調こそ荒々しいものの、プレーの繊せん細さいさが蘇よみがえる。鬼き頭とうを抜き、ゴールへと鬼気迫る須す藤どうを、誰も止められなくなっていく。豪快にダンクまで決めＣクラスが突き放していく。

『へっ……ちょっと熱くなっちまったけどよ……おまえじゃ俺に勝てねえんだよ』

　鬼頭が上う手まいと言っても、冷静さを取り戻した須藤の方が一枚も二枚も上。

「なるほど。彼も成長していたということですか」

　その後須藤は最後まで心乱れることはなく、チームを見事に牽けん引いんしきる。

　やがて訪れる試合終了のホイッスル。

『おっしゃー！　やったぜ鈴すず音ねー！』

　ガッツポーズを決め、バスケの大会さながらに興奮する須藤。

　大喜びするだけの殊しゆ勲くんを挙げたと言える１勝だ。

「あるいは、と思いましたがやはり彼の技量は群を抜いていたようですね」

　須藤込みでも本気で勝ちを拾いに行くつもりだったらしい。

　結果は24対16。見事にオレたちの勝ちで初戦は幕を閉じる。

「まさかＣクラスが先勝するなんて、勝負って分かんないなー」

　独り言のように、星ほし之の宮みや先生が感心したように呟つぶやく。

　勝ったとは言っても、この試合はこちら側のカードから切られたもの。

　須藤も導入していることから『必勝』を義務付けられていた種目だ。





　　　　２






　２回戦の種目決めが始まる。抽選が導き出した結果は───。




『タイピング技能』　　　　　必要人数１人　時間30分

　ルール・タイピング技能『単語』『短文』『長文』の３つの科目で早さと正確性を競う

　司令塔・試験中の気付いたミスを１ヶ所だけ伝えても構わない




　またもオレたちＣクラスが選んだ種目。対戦人数は１対１。

　どうやらくじ運はこちら側に傾いているらしい。

　この種目は、ウチのクラスでもっともパソコン関連が得意な博士はかせの進言してきたもの。

　事実、博士はＣクラスでは敵なしのタイピング速度を持っていたらしい。全国平均でみても、その速さは疑いようがなかった。ただし、懸念材料もないわけではない。Ａクラス内でタイピング技術を持つ生徒が何人いるのか、あるいはどれだけの技量なのかを調べる術すべがあまりにもなさ過ぎたことだ。あくまでも博士の技量のみを信じぬかなければならない種目だが、採用に至ったのにも理由がある。

「Ｃクラスも面白い種目を選ばれましたね。一見お遊びのようにも見えますが、タイピング技能はＩＴ社会において基本となる能力で、必要不可欠なものとも言えます。学校が採用するのも自然な流れでしょう」

　勉強面では、基本的にＡクラスに分がある。

　堀ほり北きたはそういったものに左右されない技能勝負を選んでおきたかったのだろう。

「自分が得意とするモノは、誰しも１つや２つあるものです。しかし、いざその得意なもので戦うとなったとしても、他人よりも絶対に優れているかと聞かれれば大抵は怪しいもの。タイピング技能に相当自信のある方がいらっしゃるんでしょうね」

　水泳が得意な小お野の寺でらをバスケで投入したように、他にも１対１で勝てると進言してきた生徒の多くは大抵他の種目でも輝ける可能性を持っている。逆に博士はかせのように一点だけを得意とする生徒を１対１に起用する方が、この後の種目を行う上で有利になる。

　オレは当然、博士……外そと村むら秀ひで雄おを選択。

　一方で坂さか柳やなぎは吉よし田だ健けん太たを起用する。こっちには全くと言っていいほど情報はない。

　この試験での司令塔の介入要素は極力抑えたもの。

　徹底して坂柳による横やりを入れさせないで戦う作戦だ。

　判定の方法は学校が用意した、パソコンを使ったアプリケーションで行われる。

　その結果は───。

「Ｃクラス外村秀雄、90点。Ａクラス吉田健太、83点。Ｃクラスの勝ちです」

　種目を終え、採点を坂さか上がみが報告する。

　その差、僅わずか７点差。

　結果を聞けばかなりヒヤリとするものではあったが、１点でも上なら勝ちとなる。

「少しながら届きませんでしたか。簡単には行かないものですね」

　立て続けにＡクラスが敗北する予想外の流れだが、ある意味では仕方がない。

　２種目ともＣクラスから選ばれたものであり、坂柳の打てる手は殆ほとんどなかったからだ。





　　　　３






　こうして、１戦２戦と勝ちを拾えたＣクラス。

　ここまでは堀北の戦略、考え、そして運が見事にハマった形だ。

　残された種目は８つ。このままＣクラスの種目が選ばれてくれればありがたいが……。




『英語テスト』　　　必要人数８人　時間50分

　ルール・１年度における学習範囲内の問題集を解き合計点で競う

　司令塔・１問だけ代わりに答えることが出来る




　３種目は、遅かれ早かれ来ることが分かっていた筆記試験。

　この特別試験の肝きもは相手の選んだ種目で如い何かに勝ちを拾うかにある。

　ここでこちらが勝つようなら、勝敗以上に有利になるだろう。

　オレはみーちゃんを始め英語を得意とする生徒たちで固め編成していく。とはいえ、堀ほり北きたや啓けい誠せいなど切れないカードがあるのはもどかしいところだ。英語と数学、そして現代文と３つも筆記試験がある以上、学力のある限られた生徒の振り分けが難しい。

　筆記試験が２種目だった場合の、堀北のノートに書かれていた戦略は２通り。

　２勝を取るためにバランスよく生徒を使うか、あえて片方を捨てて一点勝負するか。

　早々に坂さか柳やなぎが８人を決めたのに対して、オレは少し長考する。

「初めての長考、どうやら堀北さんの指示は１つではなかったみたいですね」

　この先数学のテストが選ばれる保証もなければ、勝てる保証もない。

　だが、Ｃクラスは英語の方が苦手な傾向があるもどかしさが付きまとう。

　つまりここで取れる戦略は『バランス戦』か『捨てる』かだ。

「英語は捨てますか？　あるいは……総力戦で勝負ですか？」

　ワクワクを抑えきれない坂柳からの質問。

　ここで負けることが怖いわけじゃない。

「綾あやの小路こうじくんが何を考えているかは分かりますよ。Ｃクラスが英語を捨てることを見越して、私たちＡクラスも戦力を温存するのが怖いんですよね？　Ａクラスが控えメンバーで戦うとすれば、Ｃクラスに勝ち目もあるでしょうし。簡単に捨てる選択は選べませんよね」

　オレは少し考えた結果、この英語テストは捨てることを決める。

「世界的傾向として、男子より女子の方が様々な科目を得意としているようで、点数が高いそうです。この英語もその１つ。もちろん、あくまで傾向ですけれど。参考程度にどうぞ」

　メンバーを決めようとしたところで、そんなことを言う坂柳。

　こちらに余計な情報を植え付けプレッシャーを与える狙い。

　何にせよ英語で敗北することをＡクラスは望まない。強力なメンバーで来るはずだ。

　両者メンバーの選択が終わったことでモニターに表示される。

　Ｃクラスは『沖おき谷や京きよう介すけ』『南みなみ伯はく夫お』『軽かる井い沢ざわ恵けい』『佐さ藤とう麻ま耶や』『篠しの原はらさつき』『井いの頭かしら心こころ』『園その田だ千ち代よ』『市いち橋はし瑠る璃り』の８人。今後の種目でも出番がないと思われる生徒を消去する。

　Ａクラスは『里さと中なか聡さとる』『杉すぎ尾お大ひろし』『塚つか地じしほり』『谷たに原はら真ま緒お』『元もと土ど肥い千ち佳か子こ』『福ふく山やましのぶ』『六ろつ角かく百もも恵え』『中なか島じま理り子こ』の８人。ベストメンバーではないが、手堅いメンバーだ。先ほどの傾向を採用に反映させているのか女子が６人と多い。

「この先を考えて、この英語は捨てる作戦を取ったようですね。まずまず正解です」

　やはりＣクラスの学力は細かく把握されていると見て良さそうだな。

　１問だけ関与できる余地があるとはいえ、この戦いも見守ることしか出来ない。

　生徒たちの解答用紙は、リアルタイムで切り替えてみることが出来るようになっている。

　オレは多くの生徒が解けないであろう問題を、関与を通じて教える。

　とは言え、これが与える影響はほんのわずかなもの。数点左右させるに過ぎない。

　それぞれの採点がすぐに行われ、程なくして試験の結果が出る。

　８人の合計点が、そのまま対決の数字となる。

「Ｃクラス合計４４３点。Ａクラス６５１点。よって、Ａクラスの勝利とします」

　やはり、圧倒的大差が出てしまった形だ。

「こちらの平均点は約81点。Ｃクラスが総力戦を仕掛けてくれば拾える目もありました」

　自らに付け入る隙すきがあったというが、そう単純なものでもない。

　逃したかも知れない１勝、という考えは持たないほうがいいだろう。

　３連敗を恐れず一部の生徒を温存した坂さか柳やなぎの度胸は、見事という他ない。

　初勝利を献けん上じようしたのもつかの間、すぐに第４戦目の抽選が始まる。




『数学テスト』　　　必要人数７人　時間50分

　ルール・１年度における学習範囲内の問題集を解き合計点で競う

　司令塔・１問だけ代わりに答えることが出来る




　英語テストに続いて、立て続けの筆記試験となった。

「温存が功を奏そうしましたね。総力戦ですよ。あるいは───現代文に残しますか？」

　ここは現代文のことは考えず、Ｃクラスが持てる学力の全てを投入する。

「先ほど女子の方が高い点数を取る傾向があると言いましたが、数学は逆。女子よりも男子の方が優れているそうですよ。面白いですよね」

　何を吹き込まれようと、こちらのメンバーがそれによって変わることはない。

『平ひら田た洋よう介すけ』『幸ゆき村むら輝てる彦ひこ』『石いし倉くら賀か代よ子こ』『王美雨ワンメイユイ』『東あずま咲さ菜な』『[image: ]くし田だ桔き[image: ]きよう』『西にし村むら竜りゆう子こ』の７名。これがＣクラスに切ることの出来る精いっぱいのカードだ。堀ほり北きたや高こう円えん寺じは使えない。対するＡクラスは『的まと場ば信しん二じ』『島しま崎ざきいっけい』『森もり重しげ卓たく郎ろう』『司つかさ城き大たい河が』『石いし田だ優ゆう介すけ』『山やま村むら美み紀き』『西にし川かわ亮りよう子こ』の男子を中心とした７名。先ほどと同等かそれ以上に学力の高い生徒たちだ。

　程なくして行われる数学のテスト。先ほどの壊滅的な英語とは違い、幸村輝彦、つまり啓けい誠せいを筆頭にほぼノーミスでの解答が続いていく。

　メンバーの中で一番点数が低くなるであろう西村にインカムを付けてはいるが、やはり１問が結果を左右する展開はそう強く望めない。坂柳も漏もれなく正解してくることを考えれば司令塔の正解は最低条件ともいえる。

　筆記試験を終え即座に採点に入る教師たち。

　Ａクラスが選んだ、この数学をこちらがモノに出来ればチャンスは拡大する。

　一気に王手をかけて５戦目に挑むことが出来るだろう。

「それでは数学テストの結果を発表します。Ｃクラス───６３１点」

　各生徒平均して90点を取る、十分すぎる結果。

　だが、問題の難易度はそれほど高くはなかったことが懸念材料か。

「そしてＡクラスの結果ですが……６５５点。Ａクラスの勝利です」

　坂さか上がみ先生から報告される合計点は、24点及ばないという僅きん差さでの敗戦となった。

「危ないところでした。Ｃクラスの皆さんも相当勉強されていたんですね。堀ほり北きたさんや高こう円えん寺じくんを投入しておけば勝てたのではありませんか？」

「……そうかもな」

　この数学を取れなかったのは残念な結果になった。確かに堀北と高円寺が入っていれば勝てた可能性もある。しかし、それも保証があってのものじゃない。

　だが現実として次に現代文テストが来れば、半自動的に敗北を喫きつすることになる。

　こちらにＡクラスの総合点を上回るだけの学力を持つ生徒たちは残っていない。

　これで２勝２敗。リードを吐き出しイーブンに戻る展開となる。





　　　　４






　第５戦目の抽選が行われる。




『フラッシュ暗算』　必要人数２人　時間30分

　ルール・珠しゆ算ざん式暗算を使って正確性と速さを競い１位を取った生徒のクラスの勝利となる

　司令塔・任意の１問だけ答えを変えることが出来る




　３連続Ａクラスの選んだ種目だ。

　本来なら不利な展開だが、この種目は特別なもの。恐らくこの瞬間、どこかで啓けい誠せいは小躍りしたい気分だったに違いない。[image: ]かつら城ぎが手を抜くと約束してくれた種目だ。

　だが、まだ喜ぶのは時期尚しよう早そうだ。[image: ]城が出てこなければ、淡い幻想で終わってしまう。

「これもＡクラスの種目。絶対に落とすわけには行かない試合です」

　オレは堀北の立てた戦略に従い『高円寺六ろく助すけ』と『松まつ下した千ち秋あき』を投入する。

　インカムを付ける生徒は松下だ。高円寺にインカムを付けても従う保証はない。

　堀北が、このフラッシュ暗算に高円寺の割り当てを考えていたのは正解だろう。この種目は総合点ではなく、１位を取った生徒のクラスが勝つというルール。期待に応えて高円寺が動いてくれれば勝ちを拾える可能性もあるが、万が一高円寺が真面目にやらずとも、松下でカバーできる。松下は頭の回転も速く、数学テストかフラッシュ暗算で使う予定にされていた。松下を数学で使っていても勝ち目はなかった点から、そこは幸いしたと言える。

　坂さか柳やなぎが選んだ生徒は『[image: ]城康こう平へい』と『田た宮みや江え美み』。

　[image: ]城自身のリークによれば、田宮の能力は然さ程ほど高くないらしい。

　それを証明するかのように、[image: ]城にインカムが取り付けられている。

「全部で10問。後ろに行くほど難しい問題になるが、高得点の配分になっている。同率１位が出た場合に限り、どちらかが間違うまで延長戦を行うものとする」

　多目的室のモニターに、これから数字が映し出されていく。

　司令塔が関与できるのは１問だけなので、ほぼ必然的に後ろの方の問題になるだろう。

　高こう円えん寺じはこれからフラッシュ暗算が始まるというのに、腕を組み目を閉じている。

「……裏目に出た、か」

　その態度は試験が始まってからも変わることはなかった。

　１桁けた、３口、５秒のタイトルが表示される。10級程度の難易度。

　６、９、１。答えは16。

　誰にでも解けそうな１問目が終わり、生徒たちが答えを書き込んでいく。

　松まつ下したは難なく正解したが、問題の高円寺は白紙。問題すら見ていないのだから当然だ。

　ここは、事前の約束通り[image: ]かつら城ぎが間違えてくれることを期待する展開になりそうだ。

「フフ。やはり彼は変わった人のようですね」

　答えは見えずとも、高円寺が解答すらしていないことはその様子から分かる。

「しかし、本命は松下さんでしょうから、それほど問題もないですよね」

　こうしている間にも、問題は進んでいく。

　３問目、４問目になってくると桁も２桁になり６口を超えた。

　松下はまだ戸惑うことなく、問題を正確に答えていく。

　そんなフラッシュ暗算の問題だったが、半分に当たる５問目から難易度を上げた。

　５問目３桁６口５秒、６問目は更に多く３桁８口５秒。

　松下が頭を抱えながら懸命に頭の中で計算する。

　そして絞り出した答えは６問目まで全て正解。なんとか食らいついてくれていた。

　だがここまで。次７問目では３桁12口４・５秒。８問目は３桁15口３・５秒。

　９問目に至っては３桁、15口、２・５秒。

「い、いやいやこんなの無理でしょ～！」

　生徒と同じように問題を見ていた星ほし之の宮みや先生が頭を抱えたくなるのも分かる。

「難易度が少々高すぎるようですね……」

　それに同意する坂さか上がみ先生にも、答えは見えていない。

　ここまでの松下の解答だが、正解は６問目まで。７問目からは残念ながら不正解となっていた。高円寺に至っては９問全て白紙だ。最後の問題を正解したところで、もはやどうにもならない領域に突入している。

　オレは当然、９問全ての解答を記憶している。坂さか柳やなぎも同様だろう。

　司令塔は１問だけ答えを変える権利を持つ。もしも10問目が解けなければ９問目、９問目が解けなければ８問目の解答を変えて正解にする流れだ。

　[image: ]城がどの程度から間違えてくれるか、という部分も大きく勝敗を変えそうだ。

　最後の10問目、そのフラッシュ暗算が始まる。

　３桁、15口、１・６秒のタイトルが表示される。

　瞬時に点滅し表示されては消える数字が15回繰り返される。

　一瞬、静まり返る周囲。

　[image: ]かつら城ぎも松まつ下したも、当然田た宮みやもペンを持つことすら出来ず唖あ然ぜんと問題を見送る。

　坂さか柳やなぎが司令塔関与の合図を送る。もちろんオレもそれに続く。

「えー……では司令塔が１問、指示を出してください。後ろの問題ほど高得点です」

　当然オレが答えるべき問題は───最後の10問目。

　松下は素直にインカムから聞こえてくる数字に従い、それを答えに書く。

　自分が分からないのだから、疑問を抱く余地もない。

『フッフッフ。フラッシュ暗算とは、中々面白い遊びだねぇ。初めてやったよ』

　オレも坂柳も既に意識の外に置いていた高こう円えん寺じが、いつの間にか目を開けていた。

　面白そうに笑い、オレたちが見ている監視カメラへと視線を送る高円寺。

「綾あやの小路こうじくんは何問目を何と教えましたか？　私は10問目を、７６１９と答えましたが」

　オレが松下に教えた解答は───

「同じだ。オレも」

　どうやら坂柳にも最後の問題は見えていたらしい。

「司令塔の関与では互角。つまり結果は[image: ]城くんと松下さんの一騎打ちになりましたね」

　全員の解答用紙が回収されていく中、全10問白紙だった男が口を開く。

『最後の問題の答えは７６１９、だろう？』

「これはこれは───驚きですね。正解ですよ高円寺くん」

　坂柳が高円寺の解答に対して、お見事と賞しよう賛さんの拍手を送る。

　教師たちが急ぎ、４人の解答を集計していく。

　もし[image: ]城が７問目から９問目のどれかを正解していればオレたちの負けだ。

　逆に６問未満の正解であれば、オレたちの勝ちになる。

「集計の結果、１位は10問中８問を正解し最高点を出した[image: ]城康こう平へい。Ａクラスの勝利です」

　勝ちを拾い、ここで優位に運ぶつもりだった第５戦。その軍配は[image: ]城に上がった。

　坂さか上がみ先生の宣言とともに、５戦目が終わりを告げる。

「残念でしたね綾小路くん」

「[image: ]城の懐かい柔じゆうは失敗だったか」

「確かに彼が、私に対して恨うらみを抱いているのは間違いないでしょう。そこに付け込むのは間違いではありません。ですが、そんなウィークポイントを私が易やす々やすと見逃すとでも？」

　姿は見えずとも、坂柳が笑っているのは分かる。

「彼には予あらかじめ伝えておきました。もし裏切るような行こう為いをすれば、Ａクラスで懸命に頑張ろうとしている生徒を適当に何人か退学にさせる、と。彼はああ見えてとても仲間思いですから。恨みを晴らすために犠ぎ牲せい者を増やすことを良しとしません」

　オレよりも遥はるかに付き合いの長い坂柳だ。

　[image: ]城の良い部分も悪い部分も、しっかりと熟知していた。

「勝ったと思った後の敗北は精神的にダメージが大きい。最終戦に不安はありませんか？」

「どうかな」

「[image: ]かつら城ぎくんがＣクラスの味方ではなかったことだけではありません。高こう円えん寺じくんが最初から真面目に取り組んでいたら、パーフェクトだった可能性もある。つまり勝てていた試合だったかも知れないんですよ？」

「それは、たられば、の話だ。制御しきれない力は力としてカウントするものじゃない」

　学力、身体能力、特技のない生徒が戦力にカウントされないのと同じで、真面目にできない生徒も戦力ではない。どちらも違うようで同じものだ、少なくともこの試験では。

　もちろん、高円寺を突き動かすだけの説得が出来なかったこちらサイドにも問題はある。

　これで２勝３敗。オレたちＣクラスは崖がけっぷちに立たされたことになる。

「あと２種目でこの特別試験も終わってしまうのですね。実に残念です」

　もっとこの時を楽しんでいたい、そんな坂さか柳やなぎのため息が聞こえてくる。

「今となっては、何勝であるとか何敗であるとか、些さ細さいなことのように感じます」

「だったら、勝ちを譲って欲しいところだ」

「残念ながらそうはいきません、真剣勝負ですから」

　坂さか上がみ先生の進行により、第６回戦の抽選が始まった。

　ここでもＡクラスの種目を引き当てるようなら、こちらの負けは避けられない。






○Ｂクラス対Ｄクラス









　ＡクラスとＣクラスが第３戦目の英語テストの集計を行っている最中。

　Ｂクラス対Ｄクラスは早くも４戦目の決着が着こうとしていた。

「集計の結果、Ｂクラス６０１点。Ｄクラス４０９点。４戦目はＢクラスの勝ちとする」

　真ま嶋しまによる結果発表を受け、一いち之の瀬せはホッと安あん堵どの息を吐いた。

　Ｂクラスが選択していた種目の学力テストなだけに、絶対に落とせない１戦だった。

「ラッキーだったじゃねえか一之瀬。Ｂクラスの種目が立て続いてくれたお陰だな」

「……そうだね」

　勝った一之瀬に余裕はなく、負けた龍りゆう園えんの方に焦あせりは見られない。

　それも当然のことだろう。４種目の内、既にＢクラスからは３種目が選ばれたが、ここまでの４戦の結果はＤクラス２勝、Ｂクラス２勝という想定外の形。３戦目のＢクラスが選んだ『化学テスト』を落としたのが大きく響いていた。敗北した理由はハッキリしている。

「先生……腹痛になった生徒たちはトイレから戻ってきたでしょうか？」

　そう確認する一之瀬に、真嶋が連絡を取ってＢクラスの状況をチェックする。

「いや、まだ２名トイレから戻ってきていない。何人かは現在も不調を訴うつたえているようだ」

「そうですか……」

　化学テストを落とした原因。それは予期していなかったＢクラスの主力の体調不良。

　それだけじゃない。試験前日にＤクラスと一部の生徒が揉もめたことも影響していた。

　学校側に訴うつたえたものの、あくまでも単なる口喧げん嘩かとして両クラスお咎とがめなし。

　それらの悪質な行こう為いは間違いなく、向かい側に座っている龍りゆう園えんの指示によるもの。

　一いち之の瀬せは、もう一度自分を落ち着けるため深呼吸を繰り返す。

「ふーっ……大丈夫、大丈夫」

　まだリードを許したわけではない。化学テストの敗北に冷静さを欠いていた一之瀬だが、ゆっくりと普段の自分を取り戻し始める。確かにトラブルが続出しているが、如い何かに龍園と言えども、司令塔の関与以外に出来ることはない。

　こちらが手堅く戦い続ける限り、負けはない。

　その自信を必死に取り戻していく。

「おい教師ども。早く５回戦を始めろよ。Ｂクラスの連中は試験当日まともに体調管理も出来てない。そんな甘い連中のために譲じよう歩ほするんじゃねえだろうな？」

「言葉に気を付けろ龍園」

　生意気な口を利く龍園を茶ちや柱ばしらが注意するが、意に介した様子はない。

　むしろ増長するように続ける。

「トイレだか何だか知らないが、この時間を利用して作戦を練ることも出来るだろ。同時に生理現象なんておかしな話だ。どんな悪だくみをしてるんだ？　一之瀬」

「わ、私は何も……」

　複数人が同時に体調不良を訴えたことに龍園が疑問を投げかける。

　そのことに対し、絶対に不正はないと分かっている一之瀬だが反論の余地はない。

「ともかく、早く進めてくれよセンセー」

　龍園は笑いながら、茶柱へと確認の視線を送る。

「確かにその点は龍園の言う通りだ。真ま嶋しま先生、第５回戦を進めてください」

　真嶋によって抽選が始まる。




『空手』　　必要人数３人　必要時間10分

　ルール・１試合３分の寸止めルール。勝ち抜きルールを採用

　司令塔・任意の対戦を一度だけやり直すことが出来る




「さて、今度は俺たちＤクラスの種目だ。誰でも好きなヤツでかかって来いよ」

　龍園は『鈴すず木き英ひで俊とし』『小お田だ拓たく海み』『石いし崎ざき大だい地ち』の３人を選択。司令塔の関与も絶妙で、万が一不測の事態によって負けた場合に、再戦させることも出来る手段を選んだ。

　一方の一之瀬は『墨すみ田だ誠まこと』『渡辺わたなべ紀のり仁ひと』『米よね津づ春はる斗と』の３人を選択する。空手の種目が発表されてから１週間練習に取り組んでもらったが、ルールを覚えるのでほぼ手一杯。

　その結果は呆あつ気けないほどに簡単に２連敗。司令塔の関与を行うも結果は変わらず。

　５回戦はこれまでに無いほどの短時間で決着をつけるものとなった。

　これでＢクラスは後がなくなり、次に負ければ敗北が確定する６種目目。

「面白いもんだよなぁ一いち之の瀬せ」

　機械のジャッジを待つ間、口数の減っていた一之瀬に対し龍りゆう園えんは声をかける。

「特別試験が発表されてＤクラスとやることが決まった時、おまえらは絶対的優位を感じていたはずだ。ところが蓋ふたを開けてみれば、天に祈ることしか出来ないなんてよ。クク」

　けして一之瀬の作戦が甘かったわけではない。

　純粋にぶつかり合っていたなら、拾えていたはずの１勝を入れて３勝２敗もあり得た。

　唐突な、アクシデント。それによって歯車が狂ってしまった。

　ここで自分たちの種目を引くことが出来なければ、まず勝ち目はない。

　そして選ばれる───第６種目目。




『柔道』　　必要人数１人　試合時間４分（最大３試合12分）

　ルール・通常の柔道に準ずる

　司令塔・試合結果を無効とし、対戦を一度だけやり直すことが出来る




　１対１による、Ｂクラスにとって最大の鬼門種目が選ばれる。

　目の前が真っ暗になっていく感覚を、この時一之瀬は初めて感じていた。

「ク、クク、柔道、柔道か。よりによってコイツを持ってくるとは、ついてるな一之瀬」

「そんな……」

「残りが全部Ｂクラスの種目なら、まだおまえが勝つ芽も残ったんだがなぁ」

　迷わず龍園は『山やま田だアルベルト』を選択する。

　先ほどの司令塔関与と同じく、ほぼ負けることがない究極の保険付き。

「アルベルト相手でも気にするな。勝負は時の運、やってみるまでは分からねえさ」

　結果は火を見るよりも明らか。体格も技量も違う対戦相手に勝つことは極めて難しい。

　唯一Ｂクラスが、ひっくり返っても勝てないと諦あきらめていた種目だ。今回は１人。生徒を選択する時間は30秒しか与えられない。もはや一之瀬には、誰かを指名すると言う選択すら行うことは出来なかった。無情にも流れていくカウントはやがて０を刻む。時間切れはランダムに生徒が選ばれる決まりだが、対戦相手と種目の危険性を考慮しジャッジされる。

「この種目Ｂクラスの不戦敗とする。そしてＤクラスは４勝目、特別試験の勝利確定だ」

　真ま嶋しまの優しさを含めた宣言により、早くもＢクラスとＤクラスの勝敗は決した。
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　ここから話は一度、特別試験が発表された日に遡さかのぼる。

　石いし崎ざきは１人、昼食に向かう龍りゆう園えんの後を追った。金かね田だを司令塔に据えることを決めたＤクラスだったが、その後の種目決めは難航することが予想された。

　というのも、奇抜なアイデアを出せる存在はＤクラスには誰もいない。

　当たり前の種目、当たり前のルール、当たり前の戦い方。

　誰でも思いつくシンプルな展開しか意見が出てこない。

　そうなると、どのクラスと戦うことになっても勝ち目など到底見えてこない。

　当たり前の種目。それはつまり『王道』であること。

　Ｄクラスの現在の意見では、Ａクラスは戦力の高さから避けるべきであり、そしてＡクラス同様、あるいはそれ以上に警戒すべきがＢクラスという結論になっていた。

　そして自然と浮上するＣクラスとの対決。しかしそれに待ったをかけたのは石崎だ。

「あの───少しお時間貰もらえませんか、龍園さん」

　石崎は怯おびえながらも１年生が周囲にいないことを確認した後、そしてそう声をかけた。

「あ？」

　龍園に僅わずかに睨にらまれただけで、石崎は蛇へびに睨まれた蛙かえるとなる。

　だが、それでも口だけは懸命に動かす。

「お願いします───俺に時間をください!!」

「おまえも随ずい分ぶんと偉くなったもんだぜ」

「い、いえそういうわけじゃ……！」

「クク、まぁいいだろ。今のＤクラスのリーダーは実質おまえなんだからな」

　龍園にとって、今の時間は単なる延長戦。退学するつもりだったこの学校での、余分な時間。暇つぶしに付き合うだけの余裕はある。石崎は龍園を後ろに従え移動する。

　仮にこの状況を誰かに見られても、石崎が龍園を呼び出したように見えるだろう。

　それから校舎を出て周囲から人の気配が消えた所で、石崎はすかさず土下座した。

「龍園さん、今度の特別試験……Ｄクラスに力を貸してください！」

　石崎に声をかけられた時点で、内容に察しのついていた龍園だが、そのことはおくびにも出さず土下座する石崎を見下ろす。

「寝言ぬかしてやがるな、石崎。俺はもう降りたと言ったろ。手を貸すと思うのか？」

「それは、それは分かってます。でも俺たちの実力じゃ、まず他クラスには勝てません！」

「だろうな」

　その点は龍園も否定しない。

　ポテンシャル勝負となればＤクラスは圧倒的に他クラスに劣ると分析しているためだ。

「司令塔には金田が立つので、負けても退学はありません……。でも、ここで負ければ俺たちのクラスポイントは殆ほとんど残りません！」

「７敗ってことになりゃ、それも避けられないだろうな」

　現在Ｄクラスのクラスポイントは３１８ポイント。７連敗すれば１００ポイントほどしか残らない。最悪のケースだが、このまま無策で望めばその可能性はけして低くない。

「なら俺を司令塔に据えるか？　そんなこと、クラスメイトの誰が許可するよ」

「それは───」

　龍りゆう園えんを退学にさせるためには司令塔に据える必要がある。そして敗北する必要性がある。

　ただ１人退学にするためにクラスが大損害を被こうむることを、誰も手放しでは喜べない。

　万が一クラスポイントが０にでもなれば、もはやＡクラス行きは不可能に近い。

　それどころか、この学校での安定した生活すらままならなくなる。

　Ｄクラスの第一目標は勝利。そしてその次が、接戦での敗北、かつ龍園の退学。

　プロテクトポイントだけを失い大敗することだけは避けなければならない。

　石いし崎ざきは龍園を退学にさせたくない思い同様に、Ｄクラスを勝たせたいと思った。

　それが出来る生徒がＤクラスにいるとすれば、龍園に他ならない。

「……どうすればいいんですか。やっぱり、Ｃクラスにすべきなんでしょうか」

　本来ならノンストップでＣクラスを選ぶところだが、あのクラスには綾あやの小路こうじがいる。

　あの男の本性を知る数少ない生徒の１人だからこそ躊ちゆう躇ちよがあった。

「勝手に意見求めてくんじゃねえよ。誰が協力するなんて言った？」

　一か八かで挑んだ石崎だったが、無謀だったと思い知らされる。だがそれでも土下座を解く真ま似ねはしなかった。龍園が立ち去ってしまうその瞬間までは続ける心構えだった。

「確かにＣクラスは結束力が低い。綾小路みたいな化け物もいるが、あくまでもそれは個人の話だ。団体戦となれば、勝機が見えてくる───そう勘違いしたくもなる」

「え……？」

　無理だと思っていた龍園からの、思いがけないアドバイス。

「だが、俺が司令塔ならＣクラスとの対決は避ける。対戦相手をどんな方法で決めるかは知らないが、自分から飛び込んで戦いにいくクラスじゃないな」

「で、でも、綾小路以外なら───」

「関係ねえよ、だからおまえはバカなんだ」

「うっ……」

「Ｄクラスはバカと無能の集まりだが、それでも他よ所そに比べ勝る部分はある。その特色を生かすのにＣクラスは向いてねえよ。いや、最適な対戦相手は１クラスだけしか存在しない」

「ど、どこなんですか、それは───!?」

　龍園は石崎を見ることもなく答える。

「Ｂクラスだ」

　龍園からの、思わぬクラスの名前。

「おまえらがこの試験で勝つには、Ｂクラス以外にない」

　Ｄクラス全体で出た、絶対に避けたいと思っていたＢクラスの名前が挙がる。

「バカも使い方次第じゃ役に立つ」

　龍園は背中を向け歩き出す。

「ま、待ってください！　どうやって、どうやったらＢクラスに勝てるんですか！」

　顔だけをあげて龍りゆう園えんを呼び止める。

「龍園さん！　龍園さ───ん！」

　その石いし崎ざきの叫びは、龍園の足を止めるに影響を与えなかった。
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　表向き、龍園を倒したとされている石崎の発言力は、Ｄクラス内で低くない。

　とは言え現状全く問題が生じていないわけではなかった。

　退学させるはずの龍園が残り、ちょっとした脅おどしの為にと批ひ判はん票を集中させた真ま鍋なべが退学になってしまったこと。当然、この点を不審に思う生徒がいないわけがない。

　当然最初に出る疑問は、そもそも誰が龍園に大量の賞しよう賛さん票を投じたのかということ。

　クラスの中に賞賛票を投じたヤツがいたのか。他クラスならば誰が。

　Ｄクラスでは幾いくつかの推理が出ては消え、出ては消えを繰り返していた。

　匿とく名めい性の高い特別試験では、正確な答えが分からないからだ。

　Ｂクラスの一いち之の瀬せが龍園と取引をし、プライベートポイントを提供してもらう代わりに龍園に対して賞賛票を提供した。それが答えだが、その事実はＢクラスから漏もれることはない。一之瀬が秘密にしてくれと一言頼めば、クラスメイトは素直にそのことに従う。意味も無いような頼み事ならともかく、それが退学者を０に抑えるための戦略だったのであれば協力を惜おしむはずもない。疑ぎ心しん暗あん鬼きが、Ｄクラスを包み込んでいた。

　ただ、真実を知る生徒も少なからずいる。龍園退学阻そ止しのために動いた石崎と伊い吹ぶき、そして協力者の椎しい名なひより。停滞してもおかしくない状況で、椎名は非常に重要な役割を担になった。石崎が唯一入手した龍園からのアドバイス。

　対戦クラスはＢクラスが最適であること、を忠実に履り行こうした。

　金かね田だと密に話し合いをし、その結論に自然と導かせたからだ。

　しかし、それで問題が解決したわけではない。

　統率の取れないＤクラスがこのままＢクラスとぶつかったとしても、勝てる確率は紙のように薄いものだと、椎名自身も良く分かっていた。少しの遅れが敗北に繋つながることを。

　対戦相手が決まったその日、椎名はすぐにある行動を実行に移した。

「くそ。どうしたらいいんだよ……」

　カラオケルームのある一室で、石崎は頭を抱える。

「知らないし。って言うか、なんでまた私を呼んだわけ？　そもそも何このメンツ」

　伊吹は石崎をひと睨にらみした後、その横に座る椎名に向けても同様の視線を送った。

「石崎くんと愉快な仲間たち、と言ったところでしょうか？」

　のほほんとそんなことを言う椎名に、睨みを効かせた伊吹の肩の力が抜ける。

「はぁ……頭痛い」

「現状を一番把握している３人が集まれば、何か知恵も浮かぶと思うんです。三人寄れば文殊の知恵と言いますし」

「３人で寄ってくもんじゃ屋の家？　なんだそりゃ」

「あんたわざと言ってんでしょ」

「痛い！　てめ、伊い吹ぶき、手の甲の皮を引っ張るな！」

「賑にぎやかでいいですね。場所をカラオケルームにしたのは正解でした」

　２人のやり取りを見て、椎しい名なが両手を合わせて喜ぶ。

「こんなメンツじゃ話し合いにもなんないでしょ。私帰るからね」

「あ、それは困ります。この後、龍りゆう園えんくんをお呼びしてるんですから」

「「え？」」

　石いし崎ざきと伊吹の声が、シンクロ率１００％で重なる。

「今回の特別試験に勝つには、龍園くんの存在は必要不可欠です。誰もが戦うのを避けたいと考えていたＢクラスが、唯一の勝機と見たのは彼ですし」

　とんでもない爆弾を放り込んだ椎名。

　自分がした発言の大きさを、分かっていないようだった。

「あんた、今なんて言ったの」

「え？　ですから、Ｂクラスが唯一の勝機───」

「そうじゃなくて、この後誰をここに呼んでるって？」

「龍園くんです」

　伊吹が石崎を見る。石崎も伊吹を見る。

「ま、マジで龍園さんがここに？」

「はい。お願いしておきました」

「なんか最悪のカラオケになりそうなんだけど……って言うか私たちのことは？」

「もちろんお伝えしていますよ」

「俺たちがいるってわかってて、来てくれるのか……？」

　石崎は既に龍園に協力を願い出て断られている。

　そう考えるのは自然なことだった。

「一応聞くけど、あいつは何時に来ることになってるわけ？」

「４時半です」

「……は？」

　伊吹がカラオケルームに設置された時計を見る。

　時刻は５時５分を過ぎたところだった。

「ちょっぴり遅刻しているみたいですね」

「30分以上も経たってんじゃない。それ遅刻じゃなくて無視されてんでしょ！」

「落ち着いてメロンソーダでも飲んでください。気長に待とうじゃありませんか」

　差し出したメロンソーダを、伊吹は無視する。

「付き合ってらんない……」

　立ち上がろうとする伊い吹ぶきを、石いし崎ざきが止める。

「俺は待つぜ。龍りゆう園えんさんは必ず来てくれる……多分」

「バッカじゃないの？　あいつが約束守る義理なんて何一つないでしょ」

　現に大幅な遅刻中。伊吹は、これ以上関わるのはごめんだと、歩き出そうとする。

　だが、細く白い手が伊吹の腕を掴つかんだ。

「待ってあげましょう。龍園くんは思いのほか、ちゃんとした人ですよ？」

「……あんた、あいつの何を知ってるわけ？」

「何も知りません。正直お話しした回数も、少しですし」

「だったらなんで？」

「ただ、何となくそう思うだけです」

「根拠もなしに、甘いわね」

　そうかもしれません、と椎しい名なは微笑ほほえむ。その悪意のない笑みに気の抜ける伊吹。

「それに、皆さんとワイワイするのがとても楽しいんです。いけませんか？」

「……バカね」

　呆あきれながら、伊吹は腰を下ろした。

「もう少し経たっても来なかったら帰るからね」

「はいっ」
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「もう限界！」

　忍耐に忍耐を重ねた伊吹だったが、時刻は午後８時を回った。

　もはや遅刻という言葉すら生ぬるい、すっぽかしを食らった状況に腹を立てる。

「なんだかんだ、おまえも10曲くらい歌ったじゃねえか」

「伊吹さんの限界は、まだまだこれからのはずです」

「それが限界に限界を重ねたってことよ！」

「では限界突破を目指しましょう」

「冗談じゃない！」

「ブリブリ怒りやがって……。いっつも怒ってて疲れないのか？」

「あんたの顔見てると百万倍疲れるのよ」

　止めようとする石崎の腕を振り払い、伊吹は出て行こうとする。

　扉に手を伸ばしかけたところで、その扉がひとりでに開く。

「なんだおまえら、まさか本気で来ると思って待ってやがったのか？」

　笑いながら入ってきた男、龍園。石崎と伊吹は思わず身体からだが硬直する。

　もはや来ることはないと思っていたからだ。

「遅刻ですよ龍りゆう園えんくん」

「それにしちゃ、随ずい分ぶんと楽しそうだな」

「ええ。私カラオケに来たの初めてなんです、とても楽しくて楽しくて」

「なら俺は帰るとするか。精々楽しめよ伊い吹ぶき」

　邪魔だろ？と笑いながら扉を閉めようとするが、それを伊吹が止める。

「私をこれ以上カラオケ地獄に落とすなら、あんたをぶっ飛ばす」

「クク。怖こえぇよ」

　伊吹に引き込まれた龍園は、石いし崎ざきに炭酸水を注文させる。

　その後腰を下ろすと、何も話そうとはせず携帯を弄いじりだした。

「……で？」

　急せかすように伊吹が催さい促そくする。

「で、とは何だ？」

「ここまで待たせておいて、何もないなんて言うつもり？」

「俺は単に、待ちぼうけ食らわされたおまえらが、まだ残ってるかを見に来ただけだ」

　程なくして届いた炭酸水を、一口飲む。

「それ以外に何もねえよ」

「こっちは椎しい名なのノリに付き合わされて何時間も経たってんの。苛いら立だってるわけ」

「俺には関係ねえな」

「あるのよ」

　強くテーブルを叩たたき、伊吹が龍園を睨にらむ。

「お、おい落ち着けよ伊吹。龍園さんに噛かみついたって良いことないぜ」

「あんたはあんたで、いつまで腰ぎんちゃくやってんのよ」

「いつまでって、俺は……俺は、龍園さんについてくって決めたんだよ」

「よく言うわよ。最初は散々嫌ってたくせに」

「そ、それは、余計なこと言うなよ！」

　勝手にバチバチとやりあう２人を尻目に、椎名は新しい曲を選ぼうとしていた。

「このバカはあんたの口車に乗せられて、折せつ角かくの指名権でＢクラスを指名したのよ？」

「らしいな」

　肩を縮こませる石崎。クラスの総意を受け入れるなら、Ｃクラスを選ぶところだった。それが唯一勝てる可能性を感じさせる対戦相手だったからだ。

　石崎がそれを捻ねじ曲まげたものの、どうやって勝つかは全く分かっていない。

「コイツはあんたに心しん酔すいしてる。つまり発言したあんたにも一定の責任はあるってことよ」

「クク、それなら仕方ねーな。俺も迂う闊かつな発言をしたもんだぜ」

　笑って、龍園は話し出す。

「俺が入学当初、Ｂクラスに仕掛けた内容は覚えてるか？」

「……確か仲間割れをさせようとしたんですよね？」

　龍りゆう園えんの指示でＢクラスと揉もめ事ごとを起こし、そして相手の仲間割れを誘発しようとした。

　各クラスのポテンシャルを確かめるために龍園が起こした火種。

　須す藤どうと殴り合いをしたり、密ひそかに[image: ]かつら城ぎと接触をしたりしていた時期の出来事の１つだ。

「結果はどうなった」

「効果ありませんでした。あのクラスは早々に結束力は高かったですよね」

「そうだ。あいつらはどのクラスよりも結束力、団結力が高い」

「だからこういった総合戦は、対戦相手として避けたいクラスなんじゃないの」

「俺も、まだそう思ってます。リーダーの一いち之の瀬せも、それを慕したう連中も厄介ですよ」

　伊い吹ぶきと石いし崎ざきの発言はＤクラスの総意でもある。

「椎しい名な、おまえはＢクラスをどう分析する」

「そうですね……お二方の言うようにＢクラスは強いです。全ての能力がアベレージより上ですし。何よりあれだけ仲なか睦むつまじいのはとても羨うらやましいことではあります、が……。ただそれだけのクラスとも言えます。特別な脅きよう威いを持たない、単なる仲良しクラス、と」

「あんた優し気な顔して、えぐい分析するわね」

　それぞれの意見を聞いた後、龍園は自らのＢクラスの評価を口にする。

「俺に言わせればＢクラス最大の欠点は一之瀬……いや、リーダーの不在にある」

「ちょ、ちょっと待ってよ。意味わかんないんだけど。一之瀬がリーダーでしょ」

「一之瀬も神かん崎ざきも、本来リーダー向きじゃない。リーダーを支える参さん謀ぼうタイプだ。アレを頭に据えるくらいなら、まだ鈴すず音ねや[image: ]城を頭にしとく方がよっぽどクラスはうまく回る。だからこそ、この腐り切ったＤクラスにも勝機がある」

「しかし相性としては最悪なのに変わりないんじゃありませんか？　ほぼ全てのアベレージが下回るＤクラスには、現状で一番当たりたくない相手とも言えますし」

「どこと戦っても勝てる可能性は数パーセント前後ってところか」

「……そ、そんなに開きがあるんですか俺たち」

　愕がく然ぜんとする石崎に対し、龍園も椎名も全く評価を変えない。

「だが───」

　龍園は空になったグラスを手に取り、その先に見える伊吹たちを見る。

「少しやり方を工夫するだけで、１割に満たない勝率が５割近く、場合によっちゃそれ以上に跳ね上がることもある」

　１枚の折りたたまれた紙を、龍園は椎名に手渡す。

　椎名がそれを開くと、そこには10種目の名前と、本命の印が５つ書かれてあった。

　それを伊吹と石崎も左右から覗のぞき込こむ。

「当日はこの試験をぶち込む」

「ちょっと、これ全部───」

「そうだ。その種目は全て力でねじ伏せるだけの種目だ」

　空手、柔道、テコンドー、剣道、レスリングなど、肉体を酷使する10種目。

「待って下さい。確かに、その、俺たちのクラスには喧けん嘩か自慢が何人かいます。俺やアルベルト、小こ宮みやに近こん藤どう。それに伊い吹ぶき……だけど、その他はそうでもないっスよ？」

　仮に１、２種目は拾えたとしてもそれ以外はどう転ぶか分からないと石いし崎ざきが言う。

「そうよね。Ｂクラスにも運動神経の良い生徒は少なくないし。全部１対１に出来るなら話も違うけど、必要人数は全部変えなきゃなんないのよ？」

　単なるくじ運任せで挑んでも、全部を拾える保証はない。

「だからどうした」

「え？」

「必要人数なんてもんに捉われ過ぎなんだよ。そんなもんは関係ないのさ」

　意図を汲くみ取れなかった石崎だったが、いち早く椎しい名なが本質に気付く。

「なるほど、モノは考えようということですね？　何人対何人の種目であっても、それはルール次第でどうとでもなる。勝ち抜きルールを採用すれば１人で済みます」

「そういうことだ。仮に10対10で柔道をやっても、アルベルト１人でこと足りる」

「でも……学校側が認める？　勝ち抜き戦なんて」

「筆記試験や球技みたいな種目じゃ勝ち抜きの採用はまず無理だろうな。だが空手や柔道のような競技には勝ち抜き戦形式はありふれたもの。逸いつ脱だつしたルールとは言わねえよ。危険性で弾はじかれないように、空手なんかは寸止めルールを採用させときゃ問題もない。１つ２つ危険性があると弾かれても、何かしら５つの種目で埋めればそれでいい」

「いけます、これならいけますよ龍りゆう園えんさん！」

　その事実に気付いた石崎の目に希望の光が宿る。

「それなら、確かにＤクラスの選んだ種目は全部勝てるかも……でも、運が向こうに偏かたよったら？　Ｂクラスの種目が多く選ばれたらどうすんのよ」

「５割で勝てるだけでも不服か？」

「……あんたに協力するんなら、確実な勝ちを要求したいところね」

「クク、もちろん手は打つ」

　今現在、実力だけでＢクラスの用意する種目に勝てるような位置にＤクラスはいない。

　それ以外の部分で、差を詰めていく必要があると龍園は言う。

「───私たちに何をしろって言うの？」

　ようやく、事態を理解し始めた伊吹。

「勝つための悪逆だ」

　龍園は笑いながら、答える。

「これから試験前日まで、毎日執しつ拗ようにＢクラスの連中に絡む。最初は付け回すだけでいい。そのうち連中も、自分たちが追い掛け回されてることに気付く」

「なにそれ。それで相手にストレスでも与えようっての？」

「Ｂクラスの連中はその行こう為いを稚ち拙せつだと笑うだろう。実害がないのなら放っておけばいいと判断を下す。一いち之の瀬せはそういうヤツだ。結局俺の狙いには気づけない」

「……狙い？」

「ともかく、最初の１週目はそれで終わらせる。そして10種目発表後から本格的に動き出す。些さ細さいなことでいい。席の取り合い、メンチをきってきた、声がうるさい。どんなことでもいいから必要以上に絡んでいけ。こっちが使うメンツは分かってるな？」

　石いし崎ざきをはじめとした喧けん嘩か自慢たちの投入ということだ。

「それは……場合によっては殴り合いをしろってことですか？」

「あくまでも接触を強くするだけだ。この段階で脅おどしや殴り掛かる真ま似ねは絶対にするな。それは最後の最後まで切り札として取っておく」

　どれも抽象的で曖昧なものにすることが重要だと説明する。

　こちらが一方的に悪い要素を生み出せば、学校側の介入がないとも言い切れない。

「本命の１つは情報だ。無数の絡みの中でＢクラスの生徒から情報を盗み出して、試験当日に選ばれる５種目を一足先に手に入れる。クラス内じゃ当然、どの５種目にするかの意志統一は早い段階でされている。メールでもチャットでも、誰かしらはその５種目について話し合うもんだ。事実おまえらもしてるだろ？」

「え、ええ。10種目は何が良いか、適当な時間を見つけて話し合ったりはしてます」

「そう。口は堅く結んでいても、携帯は無防備なんだよ。勝手に見られたりしないと思い込んでるからな。それが試験間近になれば方針も固まってる。誰がどんな種目に出るかまで手に入れられるかもな」

「簡単に言うけど……そう上う手まく行くわけ？」

「運任せにするんじゃない、こっちからそう誘導してやることが必要だな。そのための布石が、明日からの執しつ拗ような絡みにある。それと情報を奪う以外にも手段は講じる。たとえばコイツだ」

「なにそれ……って、下剤？」

「これは遅効性の下剤で、48時間以降に効き始める。何人かにこいつを飲ませれば、当日１人か２人くらいは体調を崩してくれるかもなぁ？」

「あ、あんた。反則でしょそんなの。バレたらどうなるか！」

「だからなんだ？」

「っ……」

「俺がそんなことを、気にするような人間だと思うのか？」

「はっ───確かにね。あんたは、勝つためなら何でもする男だった」

「もし問題になれば、その時は全ての罪は俺が被かぶってやる。楽なもんだろ」

　学校側がどんなペナルティを個人に課そうが、龍りゆう園えんは痛くも痒かゆくもない。

　仮にクラスがダメージを受けることになっても、どの道大敗を喫きつすれば同じこと。

「元々退学を受け入れてるあんたならではってことか……」

「さっき喧嘩は切り札に取っておくって言ったけど、最悪強引な手も使うってこと？」

「ああ。些細な言い合いから喧嘩になることはガキの中じゃ日常茶飯事。５種目に出る予定の本命を、こっちの無能な人間と相そう殺さいさせるのも悪くない。当日は優位に運べるだろ？」

　やると決めた以上、龍りゆう園えんは手を緩ゆるめない。

「当日は俺が司令塔をやってやる。一いち之の瀬せから冷静さを奪い取ることも重要だからな」

「鬼き畜ちくね……あんた」

「誉ほめ言葉と受け取っておくぜ。Ｄクラスならではの戦い方ってやつを見せれやれよ？」

「は……はいっ！」

「なぁにが、はい、よ」

　とんでもないことになったと、伊い吹ぶきはため息をつく。

　なのに、何な故ぜかそれが嫌いじゃない自分がいることに、伊吹は一度自己嫌悪した。

「でも……なんで引き受けてくれたんですか、龍園さん。単なる同情じゃないですよね？」

「さぁて、なんでだろうなぁ」

　龍園はソファーにもたれかかり目を閉じる。この学校に未練はない。最初はそのことに嘘うそ偽りはなかったが、ここに来て一つだけ心境の変化が起こり始めていた。

　綾あやの小路こうじ清きよ隆たか。あの男に負けたままこの学校を去ることに対しての、不満。司令塔になり後のない状況を作り出すことで、自分が本当に綾小路との再戦を望み始めているのかを確認する目的。未練がなければ、適当な人選をしてわざと負けることも出来る。

　だが……もし本当に再戦を望む気持ちが芽生えて来ているのなら、自分自身が生き残ろうとする。その結果が知りたいと、龍園は思った。






○勝者と敗者のライン









　第６戦目に選ばれた種目は２対２で行う『弓道』。その結果は明あき人との奮闘によるＣクラスの勝利。順当に自分たちの選んだ種目を取り合っての３勝３敗で並ぶことに成功する。

　坂さか柳やなぎは特に何もコメントすることがないのか、この種目は静かに進行を見守っていた。

　３勝３敗になることを望んでいたような、そんな様子。

　次はいよいよ最後の第７戦目。

　その内容は運命のいたずらか───




　『チェス』　　　　　必要人数１人　時間１時間（切れ負け）

　ルール・通常のチェスルールに準ずる。ただし41手目以降も持ち時間は増えない

　司令塔・任意のタイミングから持ち時間を使い最大30分間、指示を出すことが出来る




　フィッシャールールなど、着手一回ごとに時間が加算されるルールではない。

　これは恐らく試合時間が長くなる傾向にあるチェスを採用させるための策だろう。通常チェスの対局には２時間以上かかることも当たり前にあるが、１時間なのもそのためか。

「３勝３敗で、最後の７戦目に挑める。これほど嬉うれしいことはありませんね。しかもこの種目が最後に選ばれるなんて……。やはり残り物には福があるようです」

　勝負所で坂さか柳やなぎが介入し、味方に指示を送るという狙いだろう。

　恐らく、互いがほぼ同じタイミングで介入することになるのではないだろうか。

　司令塔関与の部分を見るに、中途半端な腕前では坂柳に勝てないと思われる。

「Ａクラスにとっては誤算だったんじゃないのか？　ここまで追い詰められて」

「そうですね。スポーツの面では押されてしまったことを認めざるを得ませんね」

　ここまでの６戦を振り返るように、坂柳が総評する。

「ですがこの第７戦は少し違います。司令塔の実力が大きく左右される戦いになる」

「生あい憎にくと、オレはチェスが得意なんだ」

　これから先、坂さか上がみ先生と星ほし之の宮みや先生はオレたちの戦いを目撃する。

　多少予防線を張っておくくらいはしておいた方がいいだろう。

「それはそれは……奇遇ですね。では私の選んだチェスは失敗だったかも知れません」

　だがまずは前ぜん哨しよう戦せん。互いに用意した１人の生徒を戦わせるところから始まる。

　オレはまだ出番のない一覧の生徒から、堀ほり北きた鈴すず音ねを選び選択する。

　一方、坂柳が選んだ生徒は───橋はし本もと正まさ義よし。

「やはり堀北さんが出てきましたか。優等生である彼女がここまで出番がなかったのは、最後の種目まで温存していたからなんですね」

「もう切り札として取っておく必要もないしな」

　両者の選択が各クラスに伝えられ、試合の為の移動を始める。

「２人とも水分補給とかしておかなくて大丈夫？」

　試験が始まってから一度も席を立っていないオレと坂柳を心配した星之宮先生。

「お気遣いありがとうございます。ですが、ご心配なく」

「自分も大丈夫です」

「そう？　ならいいんだけど……」

　張り詰めた空気が苦手なのか、どこか窮きゆう屈くつそうに星之宮先生はため息をついた。

「準備が整ったようですね。では、これより第７戦のチェスを始めます」

　坂上先生の指示があり、オレたちは一度雑談を中止する。

　用意された舞台は、講義室の一角のようだ。そこにチェス盤が置かれている。

『お願いします』

　両者、堀北と橋本がゆっくりと頭を下げる。

　いよいよ、最終戦が始まる。





　　　　１






　私の前に置かれたチェス盤。１週間ほど前まで、ルールも知らなかったもの。

　今ここで、初めて駒に触れる。

　彼とパソコンを通じて特訓する中、チェスの深さ、面白さを理解してきた。

　相手が綾あやの小路こうじくんや坂さか柳やなぎさんなら私には万に一つも勝ち目はないだろう。

　でも、今対たい峙じしているのはあの２人じゃない。

　もちろん、橋はし本もとくんがどの程度の腕前なのかは未知数だ。

　けれどあの２人よりも強いということだけは、まず考えられない。

「よろしくな堀ほり北きた」

　そう気安く声をかけてくるのは、対戦相手。

　Ａクラスの中でも食わせ者だと聞かされている生徒。

「怖い顔してるな。もっとこの状況を楽しもうとは思わないのか？」

「常にＡクラスで１年間を走り抜けたあなたたちＡクラスには分からないのよ。私たちＣクラスにとっては、この一戦がとても大きなものだということが」

「負けたら痛いクラスポイントの支出、それはウチも同じさ」

　このチェスに勝ったクラスが１３０ポイントを得る。

　これを得て１年度を終えられるかどうか、本当に大きな一戦。

「ところで俺の名前、憶おぼえてもらえてるのか？」

「あなたと話したことは一度もないけれど、橋本くんよね」

「光栄だぜ、Ｃクラスの堀北って言えば、ちょっとした有名人だからな。龍りゆう園えんに一泡吹かせた無人島の試験の時に、初めて名前を知ったっけか」

　あの時、私は何もしていない。全ては裏で動いていた綾小路くんの戦略。

　いいえ……彼にとっては戦略でも何でもなかったのかも知れないけれど。

「俺、チェスを覚えて数か月だからさ。手加減してくれよ？」

「おあいにく様。私は１週間ほどよ」

「へえ……」

　戦いは、既に始まっている。

　チェス歴一つとっても、真実と嘘うそが交こう錯さくしている可能性がある。

　お互いを牽けん制せいし合い、精神的な隙すきを突き合う戦い。

　この試験では私語に対してとても寛容的。

　例外だったのは言葉が答えになることもある筆記試験くらいなもの。司令塔である綾小路くんと坂柳さんは、恐らくそんな戦いをもう何度も繰り返しているはず。

　そして３勝３敗で、最後の７戦目までもつれ込んだ。

　平ひら田たくんが復帰し、須す藤どうくんが理性を持ち、そして大勢が一丸となってくれたお陰。

　高こう円えん寺じくんの件だけは反省材料だけど、それはまた後日考えればいい。

　この戦いを、けして無駄にするわけにはいかない。

　私は綾小路くんが今朝の試験前に言った、呆あきれたくなるほど生意気な言葉を思い出す。




『相手が誰だろうと、手を抜いてるオレより強い相手はいない』




　イラっとしたけれど、それが何な故ぜか、今は頼もしい言葉となっている。

　橋はし本もとくんが彼に及ばないのなら、私にも勝機はある。

　何故だろう。

　負ける気がしない。

　戦う前から、自分が優位に立つ状況しか思い浮かべることが出来ない。

「それではこれより、第７戦の種目、チェスを行う。両名席に着くように」

　先生からの指示に従い、私は席に着く。

　目の前の橋本くんは笑顔を崩さないけれど、その目は笑っていなかった。

　この試合での勝敗が、そのままクラスの勝敗に直結する。

　そのことを橋本くんもプレッシャーとして受け止めているようね。

「それじゃ始めようか」

　そう言うと橋本くんが、白と黒のポーンを手に取った。

「先攻後攻の決め方は分かるよな？」

「ええ」

　その確認をした後、橋本くんは、いったん手を隠し両手を差し出してきた。

「左手よ」

　私がそう答え、開かれた橋本くんの手には白の駒。

[image: ]

　つまり私が白の先攻だ。

「どんな初手を打つのか楽しみだ」

「期待に沿えるかは分からないけれど」

　私は白の駒を手に取る。初めて触れた駒の感触は、ひんやりと冷たかった。

　こうして始まった、私と橋はし本もとくんの第７戦。

　私の初手は───ポーンＥ４。

　対戦が始まったことで、橋本くんからも一度笑みが消える。

　そして、動き出す黒の駒。返しの手はポーンＥ５。

　私はすかさずナイトを動かし、黒のポーンを狙っていく。

　何度も綾あやの小路こうじくんと対戦した中で、一番私が信用を置いているやり方。

　黒のポーンを守るために、相手がどう出るかで流れを掴つかんでいく。

「俺も色々坂さか柳やなぎから教えてもらったからな。ここで黒が不利になるようなオープニングにはしないぜ？」

　初手から、お互いに長考することなく手が進んでいく。

　持ち時間は１時間。綾小路くんが30分使うから、実質30分だけ。

　序盤から時間を使っていく余裕はない。

　打ち始めて分かったこと。それは、彼が安直な守りには入らないことだ。

　橋本くんは坂柳さんに教わったのか、定石通りの戦い方をしてこない。

　そして攻撃的な仕掛けを次々と打ってくる。

「捻ひねくれた戦い方だろ？」

「そうね。あなたの師匠から譲り受けた戦い方かしら」

「ああ。坂柳も俺と一緒だからな。教えた時に一番フィーリングがあったんじゃないか？　そっちは、こっちと違って手堅いみたいだが……独学か？」

　探りを入れてくる。私の言質から何を引き出したいのかしらね。

「この１週間、ひたすらチェスと向き合ってきた。それ以外を全て捨てて」

「へえ……ってことは、チェスが選ばれると確信してたのか」

「そう思ってもらっても結構よ」

　一手ずつ駒が動くたび、目まぐるしく駒の位置が変わっていく。

　パッと見チェックを多くかけられ、押し込まれているように見えるかも知れない。

　でも、確実にこちらの一手が橋本くんに侵食していく。

「始めて１週間って本当か？」

「お喋しやべりが好きなようね」

「話すことだけが俺の取とり柄えさ」

　モラルには反していようと、どんな話をしようと、それはルールの範囲内。

　私に止める権利はない。

「そう、１週間よ。でも、それが嘘うそである可能性は否定できないわね」

「もし本当に１週間だって言うなら、とても独学だとは思えない。ウチの姫様みたいに、チェスに自信のあるヤツに徹底的に叩たたき込こまれたとしか思えないんだが？」

「どうかしら。それも無いとは言い切れないわね」

　こちらから、無意味な情報を与えるつもりはない。

「ま、それはいい。それより、綾あやの小路こうじについて少し聞いてもいいか？」

　それはいい？　チェス歴や師の有無なんて、彼にとっては最初からどうでもいいみたい。

　話のとっかかりにしただけで、本命は綾小路くんのことのようね。

　橋はし本もとくんまでもが、彼に注目を置き始めている。

「何を聞きたいの？」

「俺は無人島の一件から、裏で暗あん躍やくしてたのは綾小路じゃないかと思ってるんだ」

　精神的な揺さぶりをかけにきた。

　彼が選ばれた理由には、その点もあるのだろう。

「どうしてそう思うの」

「ただの勘かんさ。答えてくれよ堀ほり北きた」

「答えるも何も───あなたが何を言っているかすら私には分からないわね」

「そうか？　俺には動どう揺ようしてるように見えるんだけどな」

「あなたが対戦相手だと分かった時、揺さぶりをかけてくるであろうことは予想できてた」

「……へぇ」

「どんな揺さぶりをかけてこようとも、私の牙が城じようは崩せない」

　白のビショップが、橋本くんのキングにチェックをかける。

　橋本くんの笑っていた笑みが、一度消える。

「話の続きをする余裕が、あなたにあるかしら？」

　ここから、これまで沈黙し続けた私の反撃が始まる。

「面白くなってきたぜ……」

　そして気がつけば、形勢は私の方へと傾き始める。

　彼もけして弱い相手じゃない。でも、こちらの読んだ通りの手しか返してきていない。

　試合が始まってまだ10分も経たたない中、ついに彼の手が止まる。

　初めての長考。時折こちらを見ていた余裕のある表情は、既に消えかかっている。

「いやぁ、強いなぁ。堀北、可愛かわいい顔してとんでもないんだな」

「あなたも外見に似合わずチェスが上手なのね」

「余計なお世辞はよせよ。全く、上には上がいるな」

　この勝負、このまま進めば私は確実に勝つ。その流れ。

　それを対局者の橋本くんが感じ取っていないはずがない。

　だけど───この試合は、これで決着が付けられるわけじゃない。





　　　　２






　モニターに映し出された両者の対決。

　序盤橋はし本もとが繰り返し攻撃を仕掛けていたが、堀ほり北きたはそれを冷静にさばいた。

　思わず駒で守りたくなるところを、冷静に避ける手を交えながら、危機を回避。

　そして着実に進行を重ね、手を優位にしている。

　中盤に差し掛かるところだが、そろそろ堀北にも勝利の文字が浮かび始めるころだ。

　そう、勝負は堀北優位。オレと練習していた時よりも、遥はるかに実力を発揮していた。

「このまま終局まで見ていたくなるような、面白い勝負ですね」

　焦あせりを感じさせない坂さか柳やなぎの、そんなギャラリーとしての声。

「賛成だ。このまま最後まで見届けよう」

「フフ、そうですね……と言いたいところですが、そうもいきません。橋本くんを信用していないわけではありませんが、どうやら堀北さんは冷静な様子。彼が得意とする話術も、通じていないようですし」

　仕掛けるタイミング、か。坂柳から司令塔としての関与がパソコン上に表示される。

　これ以上引っ張れば、橋本の敗北が濃厚になると判断したからだろう。

　中盤を待たずしての参入は、坂柳にとっても予想外だったか。

　だが、その判断は的確だ。

　あと少し見送っていれば、恐らく勝負が決してしまうほどの状況になった。

　それだけ今の堀北には鬼気迫る強さがあった。

　オレは少しだけ様子を見たい気持ちに駆かられる。成長を見たいと思ってしまった。

　堀北が坂柳と打つ時、どんな一手を返すのかに興味が湧わいた。

「参入なさらないのですか、綾あやの小路こうじくん」

「下手にオレが参加するより、今の堀北に任せた方が勝率が高いかも知れないからな」

「なるほど。ではこちらは遠慮なく逆転に向かいますよ？」

　キーを打つ手が動く。そして、長考していた橋本は水を得た魚のように活発に動き出す。

　司令塔の持ち時間30分は、エンターを押した瞬間で止まる。伝達までのタイムラグは考慮されているらしい。そして対戦相手が差し返した瞬間から再びカウントしていく。

　堀北対坂柳。願わくば堀北と互角であって欲しいものだ。

　そうであるなら、堀北が優位のまま逃げ切れる可能性もある。だが、そう上う手まくはいかないだろう。絶対の自信を持った坂柳の参入。先ほどまでの流れからは、想像していないような一手が返ってきたことで、堀北が焦りを感じたのが分かった。

　だから考える。自分以上の実力者に切り替わり、どう立ち向かってくるのかを。

　そしてしっかりと、序盤に貯金した持ち時間を使い一手を返す。

「少々ハンデの時間が足らなかったかも知れませんね」

　堀北の一手に対して、坂柳は５秒と思考することはない。

　即座に急所となる一手を返す。

　与えられていた勝機へのチャンスは、あっという間に吐き出されつつあった。

　既に僅わずかなリードしか残されていない。堀ほり北きたの手が止まる。

　そして、未熟ながらに見えただろう。力の及ばない相手との対局の絶望感。

　追い上げられ、追い詰められていく自分。

　２分、３分。堀北は、もはや動くことが出来ないでいた。

　ここがライン。勝者と敗者を分けるラインだ。

　オレは押され始めた堀北からのバトンを受け取るため、関与の合図を送る。

　それはインカムを通じ、音となり堀北にも伝わる。

　一度、カメラを見上げた堀北。そして頷うなずき、その思考の全てをオレに委ゆだねる。

　ここから戦うのは堀北と坂さか柳やなぎじゃない。

　オレと坂柳。その一騎打ち。

「さて、これでやっと───私たちの勝負になりましたね」

「そうみたいだな」

　持ち時間は30分と限られているが、終局までには十分足りるだろう。

　オレと坂柳は会話を続けながらも、キーボードを動かす手は休めない。

　両者が一手にかける時間は10秒から長くて20秒ほど。エンターを押して送信した時点で、こちらの持ち時間が減ることはなく止まってくれるらしい。

　中盤までの流れを見ていれば、この先どう持っていくかは描き済みだ。

　淀よどみなく、互いの駒は盤面を縦横無尽に駆かけ巡る。

『おいおい、おまえらどんな異次元の戦い方してんだよ……！』

　モニターの向こうから、指示に従い一手を打つ橋はし本もとの声。

『私たちの戦いが、情けなく見えるわね……』

『……だな』

　動どう揺ようするのも無理はない。素人とプロ、それくらいの差がある交代。盤上からどちらが有利で不利なのか、一見しただけでは分かっていないかも知れない。

　いや……そんなことよりも……。打ち始めてすぐ、強制的に理解させられる。

　オレは息を呑のんだ。

　素直に敬意を評したいと思わされるほどのチェスの腕前だ。

　チェスの世界に進んで、名を馳はせていたとしても何ら不思議がない。

　幼い頃、ホワイトルームでチェスを習ったことがある。

　プロの講師とされる大勢の人間と打ったが、その誰よりも強い。

「どうですか綾あやの小路こうじくん。私の一手は、あなたの心に届いていますか？」

「ああ。痛いほどにな」

　中盤戦を過ぎ後半戦に突入しても、差を広げるどころか詰められないことで精いっぱい。

　何か１つの判断ミスをすれば、こっちは一気に押し込まれるだろう。

「心配していませんよ。綾あやの小路こうじくんは些さ細さいなミスなど絶対にしない」

「だったら、諦あきらめてくれてもいいんだけどな」

「それは出来ない相談です。ミスがないのであれば実力を上回り正面突破するまでです」

　堀ほり北きたと橋はし本もともいつしか言葉を失い、ただオレたちの手となって駒を動かすだけ。

　やがて後半戦が近づいてきた頃……坂さか柳やなぎの手が止まる。

　普通の流れなら、次に打ってくる坂柳の手は分かっているつもりだ。

　だが───ここで坂柳の謎の長考。

　ここまでオレたちは手早く戦ってきただけに、橋本に動どう揺ようが走る。

　言葉こそ出さなかったが、坂柳のピンチだと感じ取ったのかも知れない。

　数分の沈黙を経て放たれる一手。長考によって導き出された一手は強力だった。

　オレはミスをしていない。付け入る隙すきを与えたつもりもなかった。

　しかしこれは───。

　今度はオレの手が止まる。

「ああ、なんと楽しい時間なんでしょうか。もう、ギャラリーへの気遣いもどうでもいい。私はただ、この一戦を人生で最高のモノにしたい。そう今強く願っています」

　星ほし之の宮みや先生、坂さか上がみ先生共に、どこまでチェスの知識があるのかは分からない。

　しかし、２人も只ただならぬ一戦だと肌で感じ取っているだろう。

　１分、２分。時間は止まることなく過ぎ去っていく。

　オレは潤沢に持っていた持ち時間を、嫌というほど吐き出していく。

『何を……何をしているの綾小路くん』

　モニターの向こうから、静かに見守っていた堀北の声が飛んでくる。

『もう、あと５分程しかないわ……！』

　そんなことは分かっている。

　一局の中で、４人の思考が入り乱れた複雑なチェスゲーム。

　紛まぎれもなく優位側だったオレたちは、今完全に並ばれている。

　次のオレの一手は生死を分かつ一手になる。

　どれだけ時間をかけて読んでも、使い過ぎということはない。

「あなたはその程度で終わる人ではありませんよね、綾小路くん。見せてください」

　勝つことよりも、全力のオレを引き出すことにしか興味のない坂柳。

　おまえにとっては、自分が楽しむためなら試験の勝ち負けなど関係ないんだろう。

　あと３分を切った。思い描いていた終局までの道のりは、いったんすべて白紙に戻した。

　そして新たに、勝つための道筋を構築する。２分を切る直前───。

　オレはキーボードを叩たたき、堀北に指示を送る。

　それを待っていたかのように、堀北は再び動き出した。

　力強く盤面を翔かける駒。再度、橋本の焦あせり。

　先ほどまでのスムーズな展開と違い、坂柳の一手も長くなっていく。

　最初は30秒。次の手も30秒。その次の手は、１分。

　逆にオレは１秒、２秒でその手に答えていく。

　こちらの勝利で終わる道筋に、今オレは坂さか柳やなぎの手を引いて歩いている状態だ。

　もうすぐ終盤戦。あと少しで勝敗は決する。

　こちらからの、チェックメイトの一手。

　まだ逃げ切る手は残されているが、それもあと僅わずか。

　この後すぐにその逃げ道もなくなる。

「見事、です……」

　褒め称たたえる坂柳の言葉。

　１分、２分、３分。坂柳の２度目の長考。

　持ち時間の少なくなっていく中、貴重な１秒１秒が削けずられていく。

　先ほどまで語り掛けてきていた坂柳から、それ以上声は聞こえてこない。

『おいおい、おいおい！』

　叫ぶ橋はし本もと。残り時間は２分を切り、ついにオレを下回る。

　30分使い切れば、持ち時間を残す橋本に託たくすしかなくなる。実質敗北の確定だ。

『坂柳！　これでこっちの負けなのかよ！』

　橋本には逃げきるビジョンが思い描けなかったのだろう。

　坂柳の持ち時間が、１分を切った。

「本当に見事です綾あやの小路こうじくん。あなたは私の望みに十分応えてくれました」

　時間が減っていく中、坂柳はもう一度オレを褒め称えた。

「冷や汗をかく、というのを初めて身をもって実感しました。あなたは強敵だった」

　終わりかけた時を、坂柳が繋つなぐ。

「───これで終わりです」

　坂柳の呟つぶやき、敗北の言葉は、橋本には聞こえない。

　司令塔には対局を終わらせる権限はない。

　時間切れと共に双方の打ち手に戻され、改めての投了となる。

　あるいは最後のチェックメイトまで橋本が続けるという手もあるが。

　どちらにせよ、今坂柳が投了の意思を示した時点で戦いは終わった。

「楽しい戦いでした。終わらせるのは実に惜おしい……」

　40秒を切った。穏やかな坂柳の声。そして、同時に聞こえてくるキーボードを叩たたく音。

　投了を認めた言葉ではなく、自らの勝利を確信した坂柳の痛烈な一手。

『……待ってたぜ……お姫様！』

　橋本が、いや……その裏に立つ坂柳からの起死回生の攻撃。

　その一手を受けた時、オレもまた背中に電流が流れる感覚に襲われた。

　死にかけた黒が蘇よみがえり、再び息を吹き返す。

　二手、三手と打っていくうちに、オレの道筋から外れていくのを感じる。

　そして───気がつけばこちらが追い詰められていく。

　気がつけば坂さか柳やなぎの勝利の道筋に誘い込まれてしまっている。

　二転三転する状況から、オレに再び訪れる静せい寂じやくの時。

　持ち時間僅わずか１分半を切る今、最大の窮地に立たされる。

　そんな状況を、きっと駒を動かす堀ほり北きたも強く感じ取ったに違いない。

　先ほどまで見えそうだった相手の敗北。掴つかめそうだったＣクラスの勝利。

　それが遠のいていく感覚を、今堀北は強く味わっているだろう。残り１分を切る。

『綾あやの小路こうじくん……』

　堀北は顔を上げず、オレに語り掛けてくる。

『負けたくない』

　ただ、自分の気持ちを口にする。

『私は……』

　今言いたいことを、堀北は口にする。

『私は……私は負けを認めたくない……勝ちたいの……』

　心の底からの叫び。

『今だって、必死に勝つための一手を考えて、考えて、考えてる』

　堀北らしからぬ、感情に任せた叫び。

『でも、私には坂柳さんを越えるような一手を打つことは出来ない……そんなことが出来るのは、あなたしかいないの！』

　オレは目を閉じる。

　残された時間は、あと数十秒。

　最後の最後の最後の最後。

　この後続く試合を考えれば、30秒を切った時点で負けは確定するだろう。

　もはや安全なルートはどこにもない。この戦いで、勝つための最後のチャンスに賭ける。

　打ち込む。キーボードに、素早く確実に、オレから繰り出せる一手を。

　そしてエンターを押し送信。持ち時間のカウントはここで止まる。

　堀北はただただ祈るように、オレからのメッセージを待ち続ける。

　オレが指示を送り30秒ほど経たった頃、堀北の目が見開く。

　インカムを通じ、待ちに待った合図が堀北に届いたようだ。

　オレは一度、坂さか上がみ先生と星ほし之の宮みや先生を見る。

　２人もチェスの行方を見守るように、モニターに視線は釘くぎ付づけだった。

『まだやろうってのか……綾小路』

　笑ったような、そうでないような、複雑な表情の橋はし本もとがカメラを見上げる。

　堀北から放たれる、一手。

　再び動き出す坂柳の持ち時間。

「お見事です、綾小路くん」

　坂さか柳やなぎはその一手を受け、再三にわたる敬意を表した。

「ここまで、複雑かつ強力な敵と戦った経験は覚えがありません。私の一手にことごとく応え、対等に、時に上回る一手で返してきました」

　こちらの一手を受け終局が見えたであろう坂柳が、そう言って見当する。

「今綾あやの小路こうじくんが打った一手も、まさに文句なしの一手でした。常人には到底たどり着けない領域であることは疑う余地もない」

　感無量と言った坂柳の声は、少し震えていた。




「───しかし」




　坂柳の声が、静かに室内に響き渡る。

「これで、私の勝ちは揺るぎないものになりましたね」

　そう言いキーボードに指示を打ち込む。

　答えを待ち続けた橋はし本もとが、すぐさま指示に従い駒を動かす。

　オレもまた、それに応戦するよう駒を進める。終局は近い。

　会話なく、駒の動く音だけが響く。

　あと５……４……３……。そして、ついに……。

　クイーンサクリファイスからの、チェックメイト。

　最強の駒とされるクイーンを犠ぎ牲せいにした、究極とも呼べる奥の手。

　その技による勝利は格別なものがあるが、あまりにもハイリスクで失敗すれば自身の敗北は必至。それを、この追い詰められた土壇場で決めてきた。

　堀ほり北きたの手が止まる。

　インカムから、オレの言葉が流れてくることに僅わずかな希望を持つが、それも一瞬。

　自らも悟っただろう。もはや、逃れることの許されないチェックメイト。

　勝敗は決した。

『綾小路くん……』

　それでも、堀北には諦あきらめきれない何かがあったのだろう。

『答えて、綾小路くん……。もう、何も手はないの……？』

　オレはキーボードから手を放す。

『綾小路くんっ……！』

　誰よりも、Ａクラスに勝つことへの勝利を望んでいた堀北。

　オレに託たくせば、あるいは勝てるかもしれないと、全てを委ゆだねた。

　この最後の７戦目。手て強ごわい橋本相手に優位に立ちまわったことを褒めたい。

　堀北には何一つ落ち度はない。

　インカムの指示に従った堀北の一手を超える、最善の一手を打たれただけ。

　司令塔が持つ持ち時間が０を刻み、通信が途絶える。

『……負けました』

　うな垂だれるように、堀ほり北きたが橋はし本もとに頭を下げる。

『ありがとうございました』

　橋本もそれに応えるように頭を下げた。

「───それまで」

　その結末を静かに見守った坂さか上がみ先生の言葉と共に、第７種目の試合が終了する。

「今の種目、Ａクラスの勝利です。よって、今回の最終特別試験の結果は４勝３敗でＡクラスの勝利となります。Ｃクラスも大健闘でした」

　最後のチェスが終わりを告げる。とりあえず、後で言い訳を考えておかないとな。オレが司令塔として関与したことで負けたチェスだ。どうして堀北に任せておかなかったのかと不満が飛んでくることは避けられない。

「凄すごい戦いだった……でいいのよね？　とにかく大健闘だったねーＣクラス」

　星ほし之の宮みや先生が相変わらずな感じでオレを慰なぐさめてくる。

「アレだったら先生の胸の中で泣いたっていいのよ？」

「星之宮先生」

　ふざけたことを言っている星之宮先生に対し、坂上先生が露骨に苛いら立だち名前を呼ぶ。

「じょ、冗談ですよ冗談」

　びくっと肩を反応させ、慌てて坂上先生に頭を下げる。

「でも綾あやの小路こうじくん。君は思ったよりもずっと凄い子みたいね。フラッシュ暗算のとんでもない10問目を正解したり、チェスで坂さか柳やなぎさんと対等に渡り合ったり。それに筆記試験も高得点の部分を正解に導いてた。あ、あとオマケに足も速いんだっけ……」

　そこまで言って、少しの間星之宮先生は考え込む。

「何それ。今までそういう能力を隠してたってこと？」

「今回たまたま上う手まくいっただけです」

「そっか、たまたまかー。そういうこともあるよねー……なんて……。うん、サエちゃんが綾小路くんを目にかけてる理由が分かった気がする。なるほど、反則よね」

　どれだけ抑えようと思っても教師の前では見せなければならない部分も少なくない。

「安心して～。ここで見聞きした詳細を他の生徒に言いふらしたりはしないから」

　そう言ってオレの肩を優しく撫なでる。そして耳元に顔を近づけてきてこう言った。

「先生は綾小路くんみたいな子嫌いじゃないけど、敵として見たら大っ嫌いかも」

　そう言い残して離れていく星之宮先生に笑顔はなかった。

　図らずもＢクラスの敵として、その認識を持たれてしまったようだな。

「もう試験は終了しました。生徒は速やかに退室するように」

「坂上先生、一度教室に戻った方がいいんでしょうか？」

「いや、これで本日は終わりです。そのまま帰宅してもらっても構いませんよ」

　どうやら、一度全員で集まるってことはしないらしい。それならそれでありがたい。

「いいよねー生徒は。これで帰れるんだから」

「星ほし之の宮みや先生は後片付けの準備を」

「わかりましたぁ」

　坂さか上がみと星之宮は多目的室からの撤収、そのための準備を始めた。緊迫感ある戦いの直後とは思えない弛し緩かんした状況だったが、坂さか柳やなぎがパソコンの向こう側からゆっくりと姿を見せる。

　教師が生徒から離れるのを待っていたのだろう。

「お疲れさまでした綾あやの小路こうじくん」

「ああ。そっちもな」

　まずは互いに７種目戦いあったことに対する挨拶を交わす。

　時間はたったの30分だったが、頭をフル回転させたんだ。疲労は相当なものだろう。

「チェスはタフさが求められますからね。序盤の堀ほり北きたさんの見事な立ち回りと、そしてそれを上回る綾小路くんの飛びぬけた戦いぶり。見事でした」

　満足げな顔をしている坂柳。十分に全力を出せたようだ。

「正直、想像よりも遥はるかに強かった。堀北の優位を潰したんだ、文句なくオレの負けだ」

「そんなことはありません、これはとても良い勝負でした。最後まで勝負はどちらに転んでもおかしくはなかった。ですが私の打ったあの一手が、勝敗を分けたことに関しては、異論ありませんね？」

「見事なクイーンサクリファイスだった」

　現実はモニターの向こうで起こったこと。

　オレの指示と坂柳の指示。その交こう錯さくの結果、坂柳がそれを上回った。

　そこには、逆転もミラクルも残されていない。

　確実な勝ちと敗北が、学校の裁量によって判断され決定、確定した。

　善戦はしたが、ＣクラスはＡクラスに敗れクラスポイントを30ポイント失う。

　結果だけ見れば軽傷だが、他クラスの結果はどうか……。

「何かオレに望むことはあるか？」

「望むこと、ですか。特にありません」

　優しく微笑ほほえみ、坂柳は満足そうに頷うなずいた。

「私はあなたと戦うことだけを楽しみにしていました。そしてそれが叶かなった。十分です」

　それなら、オレとしても応えられただけ良かったんだろう。

　あまり長話をしていて坂上先生に目を付けられると厄介だ。オレも席を立つ。

　退室の為、扉に手を伸ばそうとしたところで、多目的室に月つき城しろ理事長代行が姿を見せた。

「いやぁ、実に良いものを見せて頂きましたよ」

「これはこれは、月城理事長代行。特別試験をご覧になっていたのですか？」

「ええ。私たち学校側は不正がないよう、管理する立場にありますから。別室で、お二人の司令塔としての関与、そして試合の成り行きを全て見ていましたよ」

　そう言って、手を叩たたきながら両者を称たたえる。

「どちらも一歩も譲らない、互角の戦いとはまさにこのことでしょう。私たち学校側としても、とても良いデータを取らせていただきました。今回の勝負は、来年度以降大きな財産として残ることを確信しています」

　オレが月つき城しろ理事長代行の目を見ると、愉快そうに視線を合わせてきた。

　それだけで会話を交わさずとも、全てが理解できる。

「ご満足いただけたのなら良かったです、月城理事長代行」

　坂さか柳やなぎは頭を下げる。この戦いが成立したことに、何よりも充実感を感じていた。

「そういえばＢクラスとＤクラスの方は決着がついたのでしょうか？」

「ええ。あなたたちの１時間ほど前に」

　随ずい分ぶんと速い決着だな。

「どちらが勝ったのです？」

　坂柳も興味があったのか、結果を聞く。

「５勝２敗でＤクラスが勝ちましたよ。大金星を挙げましたね」

　龍りゆう園えんが一いち之の瀬せを倒したか。これで１９０ポイントの変動。

　Ｄクラス、いやＣクラスは息を吹き返しつつあるな。

　そしてオレたちはまた、Ｄクラスから出直しということになる。

「一之瀬さんは手痛い敗北をしてしまいましたね。まぁ無理もありませんが」
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　龍りゆう園えんがいなければ、まずＢクラスの勝ちだっただろう。

　自分自身のために動いたのか、それともクラスのためか。

　何にせよあいつの中にも変化が生まれ始めたということだ。

　そして同時に、それは一いち之の瀬せにとって脅きよう威いが戻ってきたことでもある。

「皆さん退室頂きましょう。特別試験は終わったのですから。先生方もどうぞご退室を」

　坂さか上がみ先生、星ほし之の宮みや先生共に月つき城しろ理事長代行は退室を促す。

「しかし、我々には後処理が───」

「それはこちら側で対応させていただきますよ」

　月城理事長代行が合図を送り、数人の作業員が一斉に室内に入って来る。

「どなたですか。学校の関係者ではありませんよね？」

　怪け訝げんそうに坂上先生が聞き返す。

「今回の試験データを、政府はいち早く知りたいそうでして。そのために派遣された方々です、どうぞご安心を」

　理事長代行にそう言われてしまっては、教師としては引かざるを得ない。

　２人は急せかされるように作業を切り上げ、多目的室をオレたちと共に出る。

　教師たちは、そのまま職員室に戻るのかオレたちに気をかけることもなく歩いて行った。

　一方の坂さか柳やなぎは、怪訝そうな様子で作業員たちを一いち瞥べつする。

　しかし多目的室の扉は閉じられ、ご丁寧に鍵までかける音が聞こえてくる。

「何か気になることでも？」

　多目的室の中にとどまらなかった月城理事長代行が、坂柳に聞く。

「いえ、何でもありませんよ」

「そうですか」

　さて───オレも帰るか。携帯を確認すると堀ほり北きたからメッセージが届いていた。

『お疲れ様』

　そんな短いメッセージ。不平不満は、また後日聞くことにしよう。

「じゃあな坂柳」

　軽く言葉を残し帰ろうとするが……。

「───ちょっと待っていただけませんか、綾あやの小路こうじくん」

「なんだ」

　廊下を歩くオレを、坂柳が呼び止める。

　勝利の余韻に浸っていたはずの坂柳の表情に、陰りが見え始めていた。

「……本当にあなたは、最善と考えて最後にあの一手を打ったのですか？」

　最後の最後。オレが長考の末に導きだした結論に疑問が浮かんだようだ。

「実際に勝ったのはおまえだ。それ以外に何がある」

「いえ……すみません。私が余計なことを想像してしまっただけですね」

「オレに勝ったことがうれしくないのか？」

「そんなことはありません。ですが、私は心のどこかで、あなたに負けることを願っていたのかもしれませんね」

　それはまた、変わった考え方だ。

「言っておくが一切手は抜いてない」

「ええ、分かっています」

　それでも、坂さか柳やなぎはどこか腑ふに落ちない様子だった。

　自分の見ていたオレに対する像が、もっと大きかったのかもしれないな。

「残ざん酷こくな人ですねー、綾あやの小路こうじくん」

　多目的室の扉の前に立ったままの月つき城しろ理事長代行が、そんな言葉を投げかけてきた。

　坂柳が振り返る。遅れて、オレも仕方なく振り向いた。

　優しく微笑ほほえむと、月城理事長代行はオレたちの下に歩いてくる。

「あなたは残酷な人だ」

「どういうことでしょうか、月城理事長代行」

　オレではなく、坂柳がそう問いただす。

「お答えしてあげてはどうです？」

「なんのことですか」

「素直に教えて差し上げたらよろしいのに」

　多目的室で『所用』を済ませたから、余裕というわけか。

「あの勝負、本来なら勝っていたのは綾小路くんだったのですから」

　聞き捨てならないセリフを吐かれ、坂柳が食いつかないはずがない。

　わざわざ自身のリスクを冒おかしてこの男はなぜ、口にしようとするのか。

「何のことですか。オレは実際に負けたんです」

「ええ。そうですね。確かに事実はそうです」

　月城理事長代行の性格が分かるような喋しやべり方かただ。

「しかし過程は違った───そうですよね？」

　黙って聞いていた坂柳も、その事態を理解し始める。そして悟る。

「なんと愚おろかなこと……。学校側が、私たち生徒の試験に強制介入したのですか」

　それは心外、落胆ではなく憤ふん慨がい。紛まぎれもなく坂柳の怒りだった。

「あなたがいけないのですよ坂柳さん。私の言いつけを守らなかったばかりに、綾小路くんにプロテクトポイントなどというものを与える結果になってしまった。それを奪い去るには多少強引なやり方をするしかないじゃないですか。一応ここは『学校』なのですからね」

　なるほど。その粛しゆく清せいのために、こんな無意味なネタバラシをするのか。

「まったく。全てがこちらの思惑通りに運んでいたなら、今回で綾小路くんを退学にさせられたのですが、この学校にはやけに熱心な先生方も多いようで。手を焼かされますよ」

　オレがパソコンに入力した、長考の末の指示。

　だが、キーボードから打ち込み、伝達するまでにかかった時間は約30秒ほど。

　これまでは打ち込み10秒ほどで届いていたはずの指示に起こったタイムラグ。

　その原因は、捻ねじ曲まげられてインカムから自動音声を流されたからだ。

　コンピュータ内から操作し、過程と結果を別のモノにした。

「あの時彼は、別のところに指すつもりだったんですよ。最善と思われた手を超える、更に最善なる一手を。こちらも大量の人員、マシンを用意して準備していましたが、非常に難しい判断を強いられました」

　露骨に下手な手に変えれば、誰の目にも不自然になってしまう。

　そうならないための、難しい一手を月つき城しろ理事長代行側も強いられたということだ。

「そういう意味では、こちらの手を読み切った坂さか柳やなぎさんもお見事ではありましたが」

　もはや、それは賞しよう賛さんでもなんでもない。

「なぜ進言しなかったんですか、綾あやの小路こうじくん」

「進言したところで無駄。いえ、彼にはそもそも進言することなど出来ないんですよ」

　簡単なことだ、と月城理事長代行が説明する。

「ホワイトルーム出身者で、しかも強引にこの学校に潜り込んでいる状態である彼が、目立つようなことを望むわけもない」

　オレが月城に介入されたなんてことを広めれば、厄介な問題に発展する。

　何とももどかしい話だが、泣き寝入りするしかないのが状況だ。

「惨みじめでも勝利は勝利。喜んでは如何いかがです？」

「……挑発がお上手ですね、理事長代行。しかし───その代償は高くつきますよ？」

　怒りを含んだ笑顔を受け月城理事長代行はもう一度、簡単に拍手した。

「たかだか高校１年生の子供が、随ずい分ぶんと面白いことを口にしますね。お山の大将をしているから、気まで大きくなってしまいましたか」

　本来、同じ土俵にいる学生にしてみれば坂柳を敵に回したくはない。

　しかしこの男にしてみれば、子供が大口を叩たたいているだけにしか見えないだろう。

「代償が高くつくというのなら、今すぐ何かして見て下さいよ。さあ、早く」

　何も起こせるはずがない、僅わずかな静せい寂じやくの後。

「さて、私はそろそろ引き上げます。大人は色々と忙しいので」

　歩き出した月城理事長代行は、わざわざオレたち２人の間に割って入って来る。

「出来れば自主退学を選んでください。これ以上他の生徒を巻き込まずに済みますよ」

　そう言葉を残し月城は廊下の先へと進んでいった。坂柳も、その後ゆっくりと歩き出す。

「あまりに白けてしまうオチでした。非常に不愉快です」

「悪いな」

「綾小路くんが謝ることではありません。子供同士の事情に大人が割り込んだ事で起きたことに落胆しただけです。最高の思い出を踏みにじられてしまいました」

　勝利が傷物になってしまった、ということは一切気にした様子はない。

　あくまでも勝負に対して傷がついたことを許せない様だった。

「ただ───これで納得してくれ、というのは、多少無理があると思いませんか？」

　足を止めた坂さか柳やなぎがオレを見上げる。

「そうだな。確かにその通りだ」

　月つき城しろ理事長代行の介入を黙っておくつもりだったが、結果的に坂柳の耳に入って良かったのかも知れない。自分自身の中にも、小さな引っ掛かりが残っていた。

「理事長代行に捻ねじ曲まげられてしまう直前、その続きから私と勝負してください」

　今、ここで坂柳の進言を断ることは簡単だ。

　だが、それは坂柳の何かを壊してしまう気がした。そしてオレ自身の何かも。

「断る理由はなさそうだ。ただ、どこで勝負をつける」

「図書室には、チェスが置かれてあるのをご存ぞん知じでしたか？」

「いや……初耳だ」

「私はたまに利用してチェスで遊ぶのですが、そこを利用させてもらいましょう」

　反対する理由もなく、オレたちは場所を図書室に移す。

　特別試験を終え、すべての課程を修了したこともあってか、今日は誰もいない。

　静せい寂じやくすぎる図書館の中、オレはチェス盤を手にした。

　二人掛け出来る小さなテーブルを使うことにし、そこにチェス盤を置く。

　坂柳は手て際ぎわよく、最後の状況を再現した。

「さあ、あの時と同じ状況です。あなたの本当の一手を見せてください」

　オレは駒を持ち、打たれるはずだった位置に駒を進める。
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　それからの勝負は、互いに言葉を交わすこともなく時間が流れた。

　夕暮れ時の中、ただ白と黒の駒だけがコトコトと音を立て続ける。

　しかしそれも本当に僅わずかな間だけ。

　終盤戦から始まったこの戦いに、長い時間は不要だった。

　やがて訪れる終局の時。坂柳は盤面を見つめながら静かにそっと息を吐いた。

　チェックメイトをかわす方法は、どこにも残されていない。

「流石さすがですね綾あやの小路こうじくん。この勝負は私の負けのようです」

　一手一手が死活を分かつ勝負だった。

　何一つ不満がないのか、坂柳は満足そうに敗北を認めた。

「随ずい分ぶんと素直なんだな」

「私が敗北を認めない、プライドの高い女に見えましたか？」

　正直見えなかったと言えば嘘うそになりそうだ。

「私が知りたかったのは、どちらが上であり下なのかということ。その結果に不平不満を漏もらすような真ま似ねはしません」

「ただ、勝ちはしたかも知れないが、あくまでもこれは再現。あの時、あのタイミングで同じように運ばれた試合だった保証はない」

　新たな手を考える時間が生まれてしまった可能性を排除しきれない。

　いや、何より───。

「この一局は、堀ほり北きたが橋はし本もと相手に作り出した優位な戦局。見るからにオレの方に分がある途中での交代。とても対等な勝負をしたとは思ってない」

　このチェスの盤面で作られた展開は、堀北が優位に運んでいたからこそ実現されたもの。不利な状況から形勢を逆転して見せた坂さか柳やなぎの手腕は確かなものだ。

　もし一からチェスの勝負をしていれば、オレが勝つ保証はない。

　勝負を提言されても、逃げることが許されるなら逃げたいくらいだ。

「慰なぐさめているおつもりですか？」

　おかしかったのか、くすくすと笑う坂柳。

「そういうわけじゃない。事実を客観的に述べただけだ」

「私は今の結果に満足しています。それでいいじゃありませんか」

　満足しているのなら確かにそれでいい。だが、こっちがすっきりしない。

「この特別試験が発表された段階で、１対１の種目に絞って直接オレと競うことも出来た。おまえがそう提案すれば、オレは受けざるを得なかった。なのに、どうしてそうしようとしなかったんだ？」

　もちろん、10種目の内７種目のランダム戦。必ず選ばれる保証はない。それでもお互いが１対１の種目で折り合いをつけておけば、高い確率で実現されたはずだ。

「些さ細さいな理由ですよ。綾あやの小路こうじくんの推察通り絶対に実現する保証がないこと。そして不用意に私と１対１の対決をすれば、どうしても周囲に怪しまれてしまうこと。その２つを避けたかったんです。全て理事長代行に利用されてしまいましたが」

　坂柳はオレへの配慮も忘れず、可能な限り気を遣って特別試験に臨んだ。

　だからこそ月つき城しろの介入に心底腹を立てたのだろう。

　今日選ばれた７種目もその順番も、恐らく完全なランダムではなかったと予測できる。

　完全にフェアな戦いは実現できなかった。

「それに私はＡクラスで一番チェスの才能があると思った橋本くんを、あなたは堀北さんを育てた。その点においても私が負けていたということです」

　坂柳は、ゆっくりと一度頭を下げた。

「綾小路くん。あなたと戦えて良かったです。これで私の中で１つ答えが見えました。あなたは紛まぎれもなく天才である、ということが。けして偽者などではなかった」

「チェスでリベンジしてこようとは思わないのか」

「思って欲しいですか？」

「……いや、思わない」

「フフ、素直ですね」

　こうして静かな対局が実現したのも、非常にレアな限られたタイミングがあってのもの。

　特別試験が終わり、明日から長期休みに入る今だからこそ、誰もいない空間が作れた。

「私がリベンジをしない理由ですが……。正直に申し上げて、チェスの技量はほぼ互角だと判断しました。遊びで10回やれば、５勝５敗になってもおかしくはない。私の見立ては間違っていますか？」

「いや、的確だ」

　面白いくらいに、実力は拮きつ抗こうしている。

　対戦を繰り返せば、まさに坂さか柳やなぎが口にしたような戦績になるはずだ。

「ですが、ここ一番という勝負では、綾あやの小路こうじくんに少し軍配が上がるとも感じた。その時点で今の私は負けているのだと思ったんです。まぁチェス歴は綾小路くんの方が少し長いですからね。きっとその差でしょう」

　少しだけ負けず嫌いなところが顔を覗のぞかせつつ、どこで勝つかが重要だと坂柳は言う。

「チェスでリベンジをするとなると、遊びが遊びでなくなってしまいますからね。チェスは楽しい娯楽、その程度に留とどめておきたいんです」

　ナイトの駒をひとつ手に取り、坂柳はそんなことを口にする。

「チェス歴の話だが、やっぱりおまえは見てたんだな」

「はい。ホワイトルームで対戦相手を圧倒する綾小路くんを見ていました。それ以来、私はチェスを嗜たしなむようになったんです。いつかあなたと対局する日が来ると信じて」

　オレがＡクラスの種目を見た時に感じた直感は当たっていた。

　チェスがこの種目に選ばれたのは単なる偶然じゃなかったということだ。

「さて───そろそろ帰りましょうか」

「オレが片づける。座って待っててくれ」

「ありがとうございます。お言葉に甘えさせていただきます」

　駒と盤を、オレは元の位置に戻しに行く。

「残念なことではありますが、今後は綾小路くんから少し距離を取ります。私がいつまでもあなたに執着していてはクラスメイトに怪しまれるでしょうし。何より……」

「何より？」

「私はあなたのことが知りたくて知りたくて仕方がないんです。ずっとずっと追い続けてきた、出会うことのなかった幼おさな馴な染じみのような心境なんです。簡単に競い合いが成立してしまっては、その価値も薄れてしまう」

　愛いとしそうにオレを見て、笑みを浮かべる。

「月つき城しろ理事長代行のことを思えば、生徒同士で争っている暇はないと思いますしね」

　本末転倒だな。この学校じゃ、生徒と生徒が争い合うもののはずだ。

　似たような争うことがあっても、また介入がないとは言い切れない。

　むしろオレを妨ぼう害がいするためなら何でも利用するだろう。

　その点で言えば、オレも片方を警戒しないで済むのならありがたい。

　四方八方敵だらけじゃ、疲弊も著しいものになるしな。２人で図書室を後にする。

「思えば、２人でこうして帰るというのは初めてのことですね」

「そういえばそうだな」

　いつも坂さか柳やなぎの周りには誰かしらいる。

　それにオレたちが並んで歩くことは、普通の考えじゃ中々たどり着かないことだ。

「すみません、歩くのが遅くて」

「そんなことは謝ることじゃない」

　確かに足取りは遅い。ハンデを抱える坂柳がいるからだ。

　しかし不思議と、今日はそれがありがたいと感じた。

　普通に歩けばあっという間に寮についてしまう。

「今後はどうするのですか？」

「月つき城しろの出方を見るしかない。代行でも理事長だ、下手な手は通用しないだろうしな」

「そうですね。あの様子では父の復権も簡単ではないでしょうし」

「お前の方はどうするつもりだ？」

　そう聞くと、坂柳は少し考える仕草を見せる。

「ひとまずは従来通り、楽しみながら過ごします。[image: ]かつら城ぎくんが私に対して謀む反ほんを起こすならその相手をしてあげますし。一いち之の瀬せさんが迫って来るようであれば、叩たたき潰つぶして遊ぶのも面白いですし。彼女が退学になればＢクラスの崩壊が見られますね」

　人形相手に無邪気に遊ぶ少女のような笑みを浮かべる。

「龍りゆう園えんくんの動きは全く見えませんが……もし戦線に戻ってくるようなら彼とも戦ってみたいものです。こうしてみると、意外と退屈しない学生生活を送れるかも知れません」

「それは良かった」

「綾あやの小路こうじくんはどうなさるのです？」

「表立って活動するのは、出来れば勘弁願いたい。堀ほり北きたに頑張ってもらうさ」

「彼女の成長には目を見張るものがありそうですしね。私も楽しみにしておきます」

　いつか坂柳の口から、一之瀬や龍園と同じように警戒される相手として名を連ねることが出来るようになるだろう。そうすれば、坂柳も一層楽しくなるはずだ。

「……一つ謝罪させてください」

「謝罪？」

「先ほど１対１を避けた理由をお話ししましたが、アレは嘘うそです」

　１対１を避けたのは、オレを目立たせないようにするための配はい慮りよ。

　その答えを撤回する坂柳。

「本当は、１秒でも長く綾小路くんと一緒の空間にいたかったんです」

　そう言って右手を差し伸べてくる坂柳。

　握手かと思い握り返すと、左手でオレの手を包んできた。

「人は触れ合うことで温かさを知ることが出来る。それはとても大切なもの。人肌のぬくもりも、けして悪いものではありません。覚えておいてください」

「どういう意味だ？」

「遅くなった、私からのメッセージです」

　オレが理解できないままでいると、坂さか柳やなぎはゆっくりと手を放し歩き出す。

「さあ、帰りましょう」

　どうやら、何のことかは教えてくれないらしい。

　沈んでいく夕ゆう陽ひを見つめながら２人で帰路につく。

「そう言えば聞きましたか？　Ａクラスの吉よし田だくんは───」

　昔話をするような間柄じゃないオレたち。

　何の目的なく、ただひたすらに日常の話を繰り返した。

　寮に辿たどり着つく、その瞬間まで。

[image: ]





あとがき




　４か月ぶりです。完全に恒例となってます、４か月です。

　令和になっても何も変わりません。それがあなたの衣きぬ笠がさです。

　11巻が終わりました。今回で１年生編の本編は終了、無事終業式への流れとなったわけですが、２年生編の前に次回は春休みのお話になります。総そう括かつの意味を含め、生徒たちが１年間でどのように変わってきたか、変わっていくかをメインに進んでいく一冊となる予定です。

　そして……恋の進展があったりなかったりするかも知れません。どっちやねん!?




　とにかく１年生編の本編を書き終えて真っ先に言いたいのは……ページが足りないってこと！

　元々10巻と11巻は合わせて１冊の予定で当初動いていましたが、全然無理じゃん？

　書いてみると増える増える。２冊でも書ききれなかったことが一杯ありました。いつも巻の書き始めは３００Ｐなんてどうやって埋めるんだよ～なんてスタートをするんですが、気がつくと後何Ｐしかない！ということを高頻度で繰り返している気がする……。

　ということで、その辺ちょっと持ち越したお話も次の11・５巻ではやるかと思います。




　ここからはちょっとだけ雑談。

　ごく稀まれに業界の方にお会いすると、普段何をしているかサッパリ分からないのでＳＮＳとかやってくださいよ！と声をかけていただくことがあります。数年前はお仕事の関係で仕方なーくブログ等をやってたこともありますが、どうにもその手のは好きじゃないというか苦手というか。このあとがきで語るくらいが自分はちょうどいいと思うんですよね。

　普段やってることなんて、仕事かたまのゴルフくらいなもので。しかもゴルフはコースに行くこともなく（下手だし、安くないし、体力もないし）打ちっぱなしで１時間くらいやって終わるだけ。でもいいんです、だって満足しているから。

　ＳＮＳやってたとしても、物もの凄すごくしょーもない内容になってるだろうなぁ。

　って、あとがきもしょーもない終わり方になってる！

　また次回お会いしましょう！
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